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１ 愛執








　朝八時。鈴すず森もり美み央おは、紺色のシュシュでロングヘアをひとつにまとめ、気合を入れる。ダークグレーのジャケットをハンガーラックに掛けてから、秘書室に併設してある給湯室に入り、Ｖネックの白ニットの袖を捲った。

（さて、今週も頑張りますか）

　駅直結の自社ビルの二十五階。大手アパレルメーカーで専務秘書として勤務する美央の一日は、デスク周りや室内の簡易清掃、役員室の花の管理、来客用の手土産やお茶請けの在庫チェックから始まる。それらを済ませたところで自席に戻り、立ち上げておいたパソコンでスケジュールと受信メールの確認にとりかかった。

「美央さん、おはようございます」

「おはよう、恵え那なちゃん」

「今日は一段と冷え込んでますね」

　出勤して秘書室に顔を出したのは、常務秘書アシスタントの三み杉すぎ恵那。二年下の後輩社員だ。緩めに巻いたロングヘアと襟元にエコファーがついた真っ白なコートがよく似合っている。ロッカールームに立ち寄って、すぐに戻ってきた彼女は、両手を擦り合わせながら息をかけている。

「手袋してても手が冷たいです。何時に来たんですか？」

「いつも通りの八時。今朝は本当に寒いよね」

　美央が柔和に微笑んで返す。できるだけ早く出社するのは、同僚が来た時にすぐに仕事を始められるような環境に整えておきたいからだ。他愛ない会話をする時間があると心にゆとりができて、多忙な一日でも笑顔を忘れずにいられるし、業務をスムーズに進められる気がする。

「こういう日は外出しないで、美央さんたちと社内にいたいなぁ」

　愚痴りながらも朗らかな彼女はいつも感じがいい。人懐っこい恵那とは予定を合わせてふたりで食事に行ったり、恋愛話に花を咲かせたりできる仲だ。

「さっき、下のカフェで新作のクッキー買ってきたので、よかったら美央さんもどうぞ」

「ありがとう。コーヒーに合いそう。いただきます」

　小分けにラッピングされたチョコレートクランチクッキーを両手で受け取ると、恵那がディスプレイを覗き込んできた。

「専務は今週もハードですね。先週の時点でこんなに予定詰まってましたっけ？」

「週末に増えたの。相変わらず多忙が好きみたい」

　予定を詰め込む傾向にある上司に、美央は少々呆れ顔だ。突発的な出来事に対応できるよう、念のために最終調整も任されているが、さらに余白を作って、意識的に休憩時間を設けるところまでこなす。多忙な上司にも休憩時間は必要だ。

「高たか橋はし常務もご多忙でしょ？」

「出張は一段落したんですけど、年度末が近いだけあって、会食と会議に追われてます」

「あ、本当だね。大丈夫？　結構びっしりだけど」

　秘書とはいえアシスタントの恵那の負担が増えていないか気にかける。美央と同期の常務秘書は有能で仲もいい。だが、秘書同士で助け合って業務を進めることは大切で、美央が助けてもらうこともある。

「大丈夫だと思います。困ったら相談に乗ってください！」

「うん、わかった。私も恵那ちゃんと話したいし、どこかでタイミング合わせて、近々ランチ一緒に行こう」

「ぜひ！　お店探しは私に任せてください」

「ありがとう。いつも助かる」

　会議資料を借りると言って、恵那がキャビネットを開けた。美央も自分のスケジュールを組み直しつつ、社内システムで来客や会議に使用する部屋の予約を再確認した。

　今日も専務の予定は詰まっていて、午前中に役員会議と経営戦略会議、その後ランチを兼ねた客先との会食、午後は外出で隣県への日帰り出張が入っている。なにもなければ直帰の予定だ。

（頼まれていた資料作成は午前のうちに済ませたほうがよさそうだけど、近々ある会議の準備もやっておきたいんだよなぁ）

　高層ビルの間の回雪を、ぼんやりと窓から見つめる。

　世の中はバレンタイン商戦真っただ中で、新作のチョコレートの話題で盛り上がっているが、美央の日々は慌ただしく過ぎていく。それでも、憧れのアパレル業界の大手で秘書を任されていることに、美央は誇りを持っていた。この仕事が好きなのはもちろんだが、最大の理由は──。

　腕時計を見遣ると、九時半になろうとしているところだ。

（そろそろかな）

　すると、タイミングよくドアが開き、長い脚がすっと入ってきた。

「おはよう」

「おはようございます」

　甘さのある低音の声の持ち主は、上司で専務取締役の藤とう堂どう礼あや人とだ。美央は立ち上がって一礼しながら挨拶を返し、再び椅子に腰を下ろす。

（今日も完璧！　世界一です、専務！）

　カシミアのコートとブラックスーツは、自社のハイブランドでオーダーしたものだ。既製品にはないステッチや襟の形、ボタンの種類まで彼のこだわりが感じられる。モデル並みに様になる彼の容姿は今日も全方位抜かりなく、非の打ち所がない。コートの裾を翻し、役員室に入る背中を見届ける。

　──あの手に触れられたら、どれほど心地いいんだろうな……。

　美央はうっとりと緩む頬を手のひらで覆った。

　誰にも打ち明けたことはないが、美央は生粋の手フェチである。五年前に入社して以来、強烈な魅力を放っている藤堂の手を日々拝んでは、仕事の糧にしてきた。

　書類を手渡される瞬間。ペンやスマートフォンを持つフォルム。キーボードで舞うように動く長い指。大きなものを容易に掴む男性特有のサイズ感。どの瞬間を切り取っても美しい。嫌味のない程度に爪の手入れもされていて、肌も滑らかで芸術品のよう。節がなくまっすぐで長い藤堂の指は、男性的でありながら繊細な雰囲気を醸しているのだ。

（できることなら、専務の手を好き勝手してみたいなぁ。キスして、指を舐めて、気が済むまでずっと見つめて……はっ、いけない！　また妄想に耽ってた）

　キーボードに手を置き、作業の続きにとりかかる。藤堂のこと──とくに彼の手の妄想は沼が深い。

　しかし、これはれっきとした片想いだ。スーツスタイルが映える一八四センチの高身長に端正な顔立ち、色気漂うまなざし、仕事に対する姿勢や学ぶところが多い人柄、入社以来長らく重ねてきた努力。尊敬と憧憬、恋心とすべての感情が彼に向いている。さらに美央にとっては偏愛心を満たす極上の手まで持ち合わせているのだから、勤務中は至福以外の何物でもない。

「美央さん、今日も素敵～って、顔に書いてありますよ」

「え！　うそ！　気づかれてないかな」

「どうでしょうねぇ。さて、私は席に戻ります」

　藤堂のことになると慌てふためく美央に、恵那は口元を覆って小さく笑って、通路を挟んで向かい側にある常務役員室へと戻っていった。

「鈴森さん、朝の打ち合わせをお願いします」

「はい、承知いたしました」

　役員室から顔を見せた藤堂に続いて、美央はタブレットを手に、彼のデスク横に立った。

　今日のヘアスタイルはナチュラルに掻き上げたようなオールバックだ。このスタイルが気に入っているらしく、週に三回は見られる。形のよい耳も、無駄のない輪郭も、つい見とれてしまいそうになるが、美央は意識をして背筋を伸ばした。

　ハイバックのデスクチェアに腰かける彼は、長い脚を持て余すように組んで、美央が用意した資料に目を通している。

「先にスケジュールですが、再来週の土曜は私用があるので、金曜の外出は直帰確定にしておいてください」

「承知いたしました。翌日の私用のため、再来週の金曜は直帰ですね」

　先々週も先週も、土曜は出張続きだったので、たまにはのんびりしたいのだろう。本音はどんな休日を過ごしているのか、彼のプライベートに好奇心が疼くが、さすがに踏み込むことは許されない。美央は今日の予定を告げて、朝のミーティングを終えた。

「それでは、本日もよろしくお願いいたします」

　美央が役員室を出てすぐ、藤堂もスマートフォンを片手に役員室を出ていく。その後ろ姿に、美央はいつものように見とれてしまった。

　全方位魅力的な藤堂に目を奪われ、心を侵食され、唯一彼と過ごせる業務時間が永遠に続けばいいとさえ思う。邪と言われたらそれまでだが。

「あぁ、そうだ。鈴森さん」

　不意に藤堂が足を止めて振り返った。

「今年も例年通りの対応でお願いしますね」

「はい。承知いたしました」

　毎年、バレンタインのチョコレートは受け取らないのが彼の決まりだ。もちろん社内ルールではなく、引く手あまたな藤堂が決めた苦肉の策である。よって、社内外問わずバレンタインに伴う贈り物を断るのも、専務秘書の業務の一環になっている。

「それから、先ほど話した再来週の土曜のことですが、実は見合いをする予定なんだ」

「ご縁談ですか……。えっ？　そういったお話はずっとお断りになられていたはずでは」

「そうなんだけど、今回は訳があってね」

　渋々といった表情で彼は言うが、結婚に向けて心を決めたことに変わりない。

「……承知いたしました」

　女性社員なら一度は必ず恋をすると言われている藤堂がいよいよ身を固めるとなると、それなりの話題になるだろう。

　若い社員に裁量を与えつつも責任をきちんととる姿勢は信頼され、どんな時でも発揮される決断力は、優秀な社員の増加と他社への流出を防ぐ一端となっている。また、全体を俯瞰できる視野の広さは社内随一。それに、気配りと思いやりがあって、専務という肩書がありながらも親しみやすい。そんな藤堂を信頼し、憧れている社員は多い。それは、美央にとっても同じだった。

　日々の糧でもあった藤堂が誰かのものになってしまうと思うと、心が一気に沈んでいく。彼の姿がドアの向こうに消えるなり、肩を落としてため息をついた。

「美央さん……」

　資料を戻すために偶然居合わせた恵那まで心配そうな面持ちでいる。業務外の話もする仲だけあって、美央の想いは恵那もよく知っているのだ。ひと目見ただけで心が浮き立ってしまうほどの深い感情を持っていることも、拗らせている長年の片想いも、手フェチの偏愛以外なら話したかもしれない。

「いずれこういう日が来るのはわかってたから」

「でも、美央さんの気持ちはどうするんですか？」

「……仕方ないよ。伝えても伝えなくても結果は同じでしょ？　秘書は仕事をするのみ。ほら、恵那ちゃんも用事が済んだら戻って。あ、くれぐれも他言無用でお願いね」

「もちろんです」

　ドアが閉まってひとりになったら、妙にさみしくなった。藤堂にとってはただの秘書でしかなかったのだろう。もしかしたら、自分にもアプローチのチャンスがあるかもしれないと心のどこかで期待していた自分が恥ずかしくなってきた。藤堂からは特別な感情を感じ取ったことはないが、もし彼が美央を好いていたなら、五年の間に変化があったはずだ。

（専務は公私混同を嫌う人だもの）

　美央が入社した頃から、バレンタインのチョコレートは一切受け取らないし、交際の申し出もすべて断っていると、先輩社員から聞いていた。それが、今回は断ってきたはずの縁談を受けるというのだ。誰もが羨むような美女や、社会的に影響力のある経営者からの縁談でさえ、まったく靡かなかったのに。

　美央に残された可能性はゼロだ。

（秘書でいられるだけでも、きっと私は幸せ）

　誰にも知られることのなかった片想いは、ひっそりと終わりを告げた。




　──失恋が尾を引いたまま数日が経った。仕事中は割り切っているものの、私生活は大荒れだ。

　今の関係があれば幸せだなんて、五年かけて熟成された片想いはそんな甘いものではなかった。ショックのあまり失恋当日は食事も喉を通らず、夜は熱を出した。それからも、藤堂への想いを断ち切らなくてはならない現実に向き合えず、ひたすら泣いて過ごした。毎朝、腫れた目を冷やしてメイクでごまかしていたものの、美央の気持ちなど知る由もない藤堂を見るだけで切なくなるばかり。

　しかし、一途な美央にも浮いた話はある。取引先の相手から好感を持たれているようで、しばしば個人的に誘われるのだ。

　それでも、美央にとって恋焦がれる相手は藤堂だけ。日頃から美容に気を配り、業務に関する勉強に励み、料理教室に通い続けているのは、自分のためでもあり、藤堂に選ばれるような女性を目指すため。ほかの男性には一ミクロンも見向きもせず、一途に藤堂を想い続けてきた。

　二十八歳にもなれば友人は結婚ラッシュだし、未来のある交際相手はいるのかと親が訊いてくる。就職前に交際していた相手には偏愛に気づかれてしまったうえ、受け入れてもらえず、最終的に美央から別れを切り出した。人によっては理解してもらえないことはわかっていたがショックではあった。だからこそ、藤堂への想いは内に秘めたまま、ほかの誰かとの未来など想像もせずに暮らしてきた。

　そんな胸中のなか失恋し、数日経った今は、秘書として業務をこなすだけで精いっぱいだ。藤堂の幸せを願えるように心の整理をするつもりでいるが、やはり感情のコントロールはうまくいかない。

　縁談は明日。藤堂はいつもと変わらぬ様子で会議から戻ってきた。

「鈴森さん、午後は予定通りで。それから会議資料はフォルダにアーカイブされているようなので、いつもと同じ感じでまとめておいてもらえると助かる」

「はい、承知いたしました。午後の外出の際は改めてお声掛けいたします」

「ありがとう。助かるよ」

　藤堂が会議で使ったタブレットを受け取りつつ、ふと思う。

（私は専務の手がとくに好きだけど、専務が縁談を決めた理由ってなんだったんだろう。どれほど魅力的な相手なの？）

　藤堂は今年三十三歳になる。あらゆる縁談を断ってきたのに、なぜ今回に限って話を受けることに決めたのか、どうしても不思議でならない。美央はフレンチネイルにした自身の指先を眺めながら思い耽った。

　午後は取引先に出向いて、長期案件の今年度以降の見通しなどを話し合ってきた。

　現会長の代から続いている案件とあって話がまとまるのは早かったが、先方の社長とは半年ぶりに顔を合わせたこともあって、仕事の話ばかりでなく近況についても盛り上がり、予定時間を一時間以上過ぎてから取引先を後にした。

「鈴森さんもこのまま帰宅ですか？」

　藤堂が車寄せの前で足を止めた。

「はい」

「では、ご自宅まで送っていきましょう」

「お気遣いはありがたいのですが、専務はお疲れでしょうし」

「もう暗いし、なにかあったら心配だから乗っていきなさい」

「では、ありがたく甘えさせていただきます」

　美央がそう答えると、彼は運転手に「鈴森さんのご自宅経由で」と告げた。

　今日に限って送ってもらえるとは思いもしなかったから、黙り込んでしまう。

「……今夜も鈴森さんの気遣いに助けられたよ。いつもありがとう」

「お役に立てたようで、よかったです」

　細められたまなざしに、美央の鼓動が走り出す。タブレットでメールチェックをする彼の端正な横顔と美しい手を拝み、密かに心をときめかせるが、その左手にはもうじき誓いの証が飾られる。それでも、彼の一挙手一投足に美央の恋心は反応して、燻らせた想いはしがみつこうとするに違いない。

（どんなに想い続けたって、振られるのは決まっていること）

　結果が同じなら、いっそのこと想いを告げてしまおうかと思う。だけど、まだ振られるのは怖い。長年の想いは想像以上に繊細だ。

（……でも、このまま伝えないうちに専務が結婚してしまったら、絶対に後悔する）

　一方的な想いを打ち明けられる藤堂の身になれば迷惑な話かもしれないが、今後も上司と秘書として気持ちよく働くためにも、美央は決意した。

「専務」

「はい、なんでしょう」

「お疲れのところ、突然こんなお話をするのは、大変恐縮ではございますが」

　膝の上で結んだ手に力が入る。人生で初めての告白を前に、忙しなく打ち付けてくる鼓動で胸が痛い。しかし、決意を知らない藤堂は、いつものクールな表情で美央の言葉を待っている。

「秘書として、日頃からたくさんの学びや気づきを与えていただいていることも、フランクな雰囲気を作ってくださるお心遣いも、本当に尊敬しています。それで、その……専務が好きです」

　うまく言えないなりに、なんとか懸命に言葉を紡ぐ。だが、肝心の気持ちを伝えると同時に、思わず視線を切って俯いてしまった。

（ちゃんと返事をもらわないと、前に進めないんだから。もう覚悟を決めよう）

　腹を括ってまっすぐに藤堂を見つめると、意外にも柔和な微笑みが返された。

「ありがとう。そんなふうに思ってもらえてるなんて光栄だ。俺も鈴森さんが秘書でよかったと思っていますよ」

　藤堂は満足そうだが、彼の返事は的外れに聞こえる。どうやら尊敬の意として受け取ったらしい。まさか秘書から告白されるなんて想像もしていないのだろう。

（そりゃそうだよね。だって明日は縁談だもの……。でも、ちゃんと言わなくちゃ。今夜を逃したら、もう伝えられない）

　美央は車のシートに手を突いて、なりふり構わず距離を詰めた。

「……鈴森さん？」

　急接近に驚いている様子の藤堂の頬に、そっとくちづける。

「専務をひとりの男性として見ています。専務は社内恋愛をしないとわかっていても、明日がどんなに大切な日だとしても、一度でいいから抱いてほしいと思うほど、心から恋をしています」

　感情のままに紡いだ言葉は、自分でも驚くようなものだった。すかさず体勢を戻して、赤くなった顔を隠すように再び視線を落とす。

（……でも、これが本心だから。どうせ振られるなら完全燃焼のほうがいい）

　これからも上司と秘書の正しい距離は変わらない。そうであってほしい。変化など望まない。

「……君に謝らないといけないことがある」

　口を割った藤堂の言葉に、恐る恐る顔を上げる。やはり断られるのだ。失恋の覚悟を決めた。

「見合いは架空なんだ。付き合わせて申し訳ない」

「えっ？　架空、ですか？」

　きょとんとする美央に、藤堂は決まり悪そうにしている。

「縁談や交際の申し出はありがたいんだけど、断り続けるのもちょっと疲れてきていてね。架空の予定なら破談にもできると思って……。鈴森さんは俺の立場を理解してくれているとはいえ、こんな茶番に付き合わせて本当に申し訳ない」

　真摯に謝罪する藤堂の気持ちを慮る。

（月に何度も言い寄られて、そのたびに断り続けているんだもの。専務にしかわからない苦労があるはず）

　美央は日頃近くにいるからこそ、これも仕方のないことと理解し、彼を咎める気にはならなかった。同時に、架空の縁談話ではあったが、失恋には変わりないのだと心が沈んでいく。

（縁談は架空で、私のことが好きだとか、そんな期待通りの夢みたいな返事はもらえないけど、秘書として信頼してもらえているなら、それに応えなくちゃ）

　落ち込んでいると悟られぬよう、気丈に振る舞う。

「私は構いませんのでお気になさらないでください。専務が仰る通り、ご事情も私なりに理解しておりますので」

　すると、藤堂はゆっくりとかぶりを振った。

「違うんだ」

「え？」

「君がいい」

　何度もまばたきをする美央を、彼は切なげに見つめる。

「できることなら、相手は君がいいと思ってた」

　藤堂が想いに応えてくれたのでは、と一瞬よぎった考えを美央は即座に否定した。もしそうなら、今日までの間に進展があっただろう。

　それに、架空でも縁談を予定しないはずだ。なによりも、藤堂が求めているのは「相手」であって「恋人」ではない。社内恋愛をしない彼は、度重なる申し出から逃れる盾を探しているのかもしれない。言い換えれば、都合のいい恋人役を任せられる相手。仕事のためなら理不尽な関係を望むことも、彼ならありえる話だと思う。そして、すべての事情を理解できる相手として、美央が選ばれたのでは──。

　公私混同を嫌う藤堂らしい選択だとも思う。そして、そんな彼を愛してきたのは自分なのだ。これも彼のためなら、秘書は秘書らしく与えられた任務を遂行するべきだろう。

「君といると安心するんだ。仕事以外でも君といられたら、どんなに穏やかな気持ちで過ごせるだろうと考えたこともある。先に君の気持ちを知るとは思わなかったけれど、これからも俺の隣にいてほしい」

「……私でよろしければ、お受けいたします」

　慎ましく快諾すると、今度は藤堂からやんわりと手を繋がれ、美央の心臓が跳ね上がった。

（専務の綺麗な手が、私の手を……）

　憧れの美しい手に触れられているなんて、これは現実なのだろうか。節のないすっと伸びた指先を凝視するだけで、密かに繰り広げてきた妄想が脳裏をよぎる。

　思いもしなかったイレギュラーな関係を望まれてしまったが、それでもいい。彼が生涯の伴侶を見つけるまでの相手として、恋人気分を味わえるだけ幸せだ。

「ところで、さっき言ったことは本心？」

　藤堂の言葉に心臓が再び跳ね上がる。手元から視線を上げると、見たこともない濃艶なまなざしがあった。

　──一度でいいから抱いてほしい。

　勢いもあったが、あれも本心だ。出会ってからずっと秘めてきた欲望はもう隠しきれそうにない。

　藤堂のものになりたい。身も心も、胸を打つ鼓動までも彼に染めてほしい。

「……はい」

　美央の自宅にまもなく到着する。運転手に一緒に降りると告げた藤堂が、するりと指を絡めてきた。




　ひとり暮らしの１ＬＤＫに、藤堂を連れて帰宅した。

　仕立てのいいコートとスーツの上着を預かり、手早くハンガーに掛け、急いでエアコンの暖房をつける。藤堂にはソファで寛いでもらうことにした。その間美央はキッチンに立つ。

（このあと、するってことだよね？　誘ったのは私だし……。今さらだけど、なんて恥ずかしいことを言ってしまったの）

　彼がここにいるのは、美央の誘いを受けたからにほかならない。だが、いつもと変わらず落ち着いた様子の藤堂は、あたかも自宅にいるかのように長い脚を組んで寛いでいる。窓の向こうを眺めるその横顔に、美央は胸の前で覚悟を決めるように両手をギュッと握った。

「鈴森さん？」

「あっ、飲み物をお出ししますね。お茶がよろしいですか？　コーヒーとビールもあります。それと、そろそろお夕飯の時間ですし、簡単ですがお食事も作りますので少しお待ちください。お口に合うかわかりませんが……」

　ブラウスの袖を捲り、手を洗って支度にとりかかる。冷蔵庫の中を確認すると、ある程度の食材と、保存容器に入れておいた作り置きの惣菜と副菜がある。日頃からなるべく自炊をするようにしていてよかった。

「……っ、専務!?」

　いつのまにかこちらに来ていた藤堂が、不意に後ろから抱きしめてきた。一五九センチの美央をすっぽりと包み込む彼の背丈に圧倒されている間に、手にしていたタッパーがそっと抜き取られ、冷蔵庫に戻された。手の甲を指先で撫でられて、ゾクゾクと湧き上がってくる快感に、美央は肩をかすかに持ち上げる。

「空腹を満たすなら、食事より君がいい」

　静かで気品のある藤堂のストレートな言葉に鼓動が跳ねる。

「こういうデザイン、上品で好みだ」

「んっ……そう、なんです、ね……」

　フレンチネイルにした爪まで触れられると、電流のような甘い痺れが、下腹の奥まで疼かせる。

「君の持つ雰囲気も、毎朝出迎えてくれる笑顔もずっと前から好みだった」

「んんっ！」

　藤堂の声が近くなったかと思うと、耳朶が甘噛みされた。思わず声を漏らした美央は、両手を冷蔵庫のドアに突いて、不意の快感に耐える。

「念のために訊くけど、恋人はいないよね？」

「はい……おりません」

「そうだよな。たとえいるとしても、ほかの男を部屋に上げるようなことはしないとわかってる。君はとても真面目な人だから」

「あのっ、耳元でお話になるのは」

「耳が弱いの？」

　素直に頷くと、ふっと彼が笑ったような吐息がかかった。包容力を感じる低い声色は、なぜか従順にさせられる不思議な魅力がある。

「君のことがひとつ知れて嬉しいよ。優秀で上品で人当たりもいい俺の自慢の秘書は、本当は少し触れただけで感じてしまう、かわいいところがあるんだね」

　指先で耳の縁をなぞられて、肩を竦める。じわじわと迫るような粟立つ感覚に理性が乱されていく。

　ブラウスのボウタイリボンが解かれ、一番上のボタンだけ外された。鏡面のような黒い冷蔵庫のドアに美央が映る。

「専務、ここではちょっと……」

　ゆっくりと反転させられ、藤堂と向き合う。

　ここではというよりも、この状況に恋心が追いつきそうもないのだ。今まで散々妄想もしてきたし、淫らな行為を想像したこともある。今夜は自分から抱かれたいと言ったが、そんな覚悟などできていない。

　だが、藤堂は躊躇なくブラウスの裾を引き抜いて、左手を入れてきた。

「お望みはベッド？　それともソファ？」

　やんわりとウエストのあたりを撫でた手で、ぐっと引き寄せられた。美央は動揺を隠せずに彼を見上げる。

「あぁ、一緒にシャワーを浴びながらでもいいね。どう？」

　妖艶な微笑みを見せながらネクタイを緩める藤堂が、手早くＹシャツのボタンを二つ外す。色気のある彼の手の動きを見ているだけで、高鳴る鼓動も抑えきれない。

　美央が知る限りでは、藤堂にサディスティックさを感じたことはなかった。いたずらに耳元で囁き、肌を撫で、セックスのシチュエーションを言わせようとする姿は、妖艶というだけでは足りない。唇を舌先で濡らし、美央の返事を待っている。

（専務はどんなキスをするんだろう……）

　藤堂のすべてから視線が逸らせなくなった。

「さっきからなにを考えている？」

　クイ、と顎を指先で持ち上げられ、至近距離で妖しく光る藤堂の瞳に囚われた。

「……専務のことを」

「嬉しいね」

「専務は、どんな関係を望んでいるんですか？」

「恋人らしく、隠し事のない関係。君は？」

　そう言われると逆らえない。恋人なんて言葉にされたら、本気にしてしまいそうだ。

　今後いつまで続くともわからない曖昧な関係に、身体を結ぶ必要はないのかもしれない。もしかしたら、彼に愛してもらえるのは今夜限りなのではないだろうか。どんな関係を望んでいるかと訊かれても、彼が望む関係ではないことはたしかだ。それならもう、欲のままに彼を求めてしまいたい。

「美央？」

　黙ってしまった美央の顔を覗き込むような、彼の瞳と対峙した。

「……私も、専務を知りたいです」

「それから？」

「……専務に乱されたい、です」

「っ！」

　藤堂は一瞬驚いたように目を見開いたが、すぐに口角を持ち上げて余裕たっぷりに微笑み返してくる。

「今夜は君を深く知れそうだ」

　藤堂の端正な顔が迫ってくる。鼻先が当たる前に美央は目を閉じ、その時を待つ。

　しっとりした柔らかな感触が、一度だけ重なった。

「唇、柔らかいね。思っていた以上に好み」

　どんなことでもいい。彼に好かれていたい。藤堂を想う気持ちは本物だ。

「ん、は……ぁ」

　上と下を交互に食まれた唇から吐息が漏れた。

　想い続けた藤堂とのキスに、想いが心から溢れ出す。

（……好き……大好き。専務に愛されたい）

　秒を追うごとに染められる身体が火照ってきた。

　キスの合間にＹシャツのボタンを腹のあたりまで外していた藤堂が、おもむろに美央の手を導く。

　自分よりも高い体温。女性とは異なる筋肉の厚み。彼の肌を知った指先が悦びに震える。

「……抱きついてもいいですか？」

「もちろん。おいで」

　彼の背中に両手を回してみる。すると、隙間なく抱きしめられて、呼吸まで奪うように唇が重ねられた。

　つま先立ちで必死に応えれば、彼も夢中で唇を食んでくる。

　猛烈なキスの雨に打たれて、早くも腰が砕けそうだ。唇を重ねただけなのに、身体の奥が疼いてたまらない。

　しばらくしてようやく解放されたものの、美央は抱きついたまま彼の胸元にくったりと顔を埋めた。乱された呼吸を整えようと息を吸えば、香水と彼の匂いが鼻孔を満たし、深く吸って自ら溺れていく。

「そんなに俺の匂いはいい？」

「はい……とっても」

「そう。では、気が済むまでどうぞ」

　包容力を感じる藤堂の匂いと、ウッディでセクシーな香水が合わさると、恋心を擽られるような、むずむずした気分になる。まるで、もっと好きになれと言われているよう。

　美央がそうしている間も、藤堂の手はブラウスの下でゆっくりと味わうように弄まさぐってくる。身体に火を点けられていくじれったさに身を捩ろうとしても、しっかりと抱きしめられていてほとんど自由はない。

「あ、んっ……」

　首筋にキスを落とされて甘く啼いてしまった。小さく笑ったような吐息が肌にかかって、また声が漏れる。

「かわいい声。キスは好き？」

「……はい」

「そう。俺も好きだよ」

　素直に答えれば、すかさず唇が重ねられた。薄く目を開けると長い睫毛で飾られた彼の瞳に捕らえられる。その柔和な微笑みと好きの二文字が子宮のあたりまで熱くさせ、隘路がにわかに疼いた。

　ちゅ、ちゅ、とキスの音が部屋に響き渡っている。美央の反応をうかがう上品なくちづけは、彼の余裕が現れているようだ。そのうちに息が上がって、美央は半端に唇を開いた。

　すかさず入ってきた熱い舌で、咥内が支配されていく。唾液を纏った舌を絡めてみると、気まぐれにきつく吸われて、脳天まで痺れるような快感に襲われた。

「ん、ふ……ぁ」

　キスをやめた藤堂が人差し指を咥内に挿し入れてきた。驚きと喜びが綯い交ぜになりながらも、魅惑的な指の動きに恍惚とし、ディープキスの要領で絡めてみせる。

（専務の指……もっと欲しい）

　本音はもっと淫らに、唇を窄めて吸いついてみたいが、そんなことをしたら引かれてしまうかもしれない。彼にだけは、偏愛のせいで嫌われたくない。

「そんなに美味しそうにして……俺の指が気に入った？」

「ん……」

　気に入ったどころか世界一だ。否定もせず小さく肯定して、舌を絡める。

　もしかしたら、手への執着に気づかれたかもしれない。

（専務は恋愛も百戦錬磨だろうけど……私みたいな人はいなかったかもしれない。手が好きだなんて、変だと思われそう）

　咥内を蹂躙されると少し苦しい。頬の内側や歯列、舌の裏側までなぞられるうちに潤んだ瞳で藤堂を見つめる。妖艶な笑みを浮かべた彼は、満足そうに指を引き抜いた。

「どこでなら抱かせてくれるの？」

　美央は淡い快感に溺れそうになりながら、藤堂に抱きつく。

「どこでもいいです。専務のものになれるなら……」

「そう」

　スーツのスカートが捲り上げられ、ストッキングの中に両手が入ってきた。臀部を揉みしだかれて、ショーツの中が濡れてきていることに気づく。

　過去にはひとりだけだが、セックスの経験はある。しかし、こんなイレギュラーな前戯はなかった。美央の知る行為は、少しキスをして服を脱がされて、胸に触れられて、適当なタイミングで挿入に至る、マニュアル通りの行為だった。

　しかし、藤堂の行為は違う。はだけてはいるものの、まだ脱がされてもいなければ、ベッドの上にさえいない。藤堂の肌に触れ、夢中でキスをして、匂いを楽しむことを許され、指をしゃぶらされて、見つめ合っただけだ。

（それだけで、もうこんなに……）

　藤堂を求めるばかりに陰部からは愛液が溢れ出している。

「……どこでもいいなら、俺の好きにする」

　こくんと頷いて答えるなり、手早くブラウスのボタンがすべて外された。

「あまり見ないでください……。恥ずかしいです」

　濃紫のレースで飾られたブラジャーが白肌に映える。両腕で胸元を隠す美央の隙をつくようにスカートが下ろされ、ストッキングまで脱がされて、あっという間にランジェリー姿になってしまった。

　ちらりと視線だけを戻せば、変わらずに観察するような藤堂と目が合った。許されるなら今すぐ暗くして、布団の中に逃げ込んでしまいたい。

「美央は誰のものになるの？」

　まっすぐに見つめられながら名前を呼ばれて、子宮の奥がぎゅっと締まるような感覚がした。

「専務です」

「だったら、すべてを見せてほしい」

　ブラジャーのホックが外されてカップが泳ぐ。躊躇いながらも隠していた両手を離すと、肩紐が滑り落ちた。

　あらわになった白くまろい乳房と勃ってしまった小さな粒に彼の視線を感じ、恥じらうほかない。

「綺麗だ……」

　感嘆した様子で呟く藤堂もベストを脱ぎ、ネクタイとＹシャツを床に放った。

　鍛えられた腕には血管や筋が浮き、その体躯には無駄がない。長身の彼にこれ以上似合う体型はないだろう。

「あっ、んっ……はぁ、んんっ」

　下から掬い上げるように乳房を揉まれると、愛液がまたショーツを濡らす。

　藤堂の大きな手に包まれ、乳首がさらに硬く主張を始めた。思わず彼の肩を掴んで快感に抗う。

　すると、不意に横抱きにされた。

「きゃっ！」

　素肌と触れ合うのは心地いいが、美央は彼の上で抵抗を試みる。

「重いので、自分で歩きます」

「これのどこが重いの？　俺の筋力を舐められても困るな」

　片眉をキュッと上げて余裕の笑みを浮かべる彼は、言葉通りに悠々と室内を歩いていく。

「そんなつもりは」

「いいから、ちゃんと掴まって。キスしたくらいで感じちゃうようなかわいい子は、素直に甘えていなさい」

　具体的な身体の反応を指摘され、美央の肌がみるみるうちに紅潮する。自覚はなかったが、たしかに乳首はくっきりと勃ち、秘所はしとどに濡れていた。

　おとなしく彼の首に両手を回す。いわゆるお姫様抱っこは初体験だ。現実にこんなことをする男性はいないと思っていたので、自然にやってのける藤堂にキュンとさせられる。

　リビング横の寝室へと入っていく間も、端正な藤堂の顔立ちに釘付けだ。そっとベッドに横たえられるなり、藤堂が上になった。

「今夜は俺にすべてを見せて」

「……はい」

　美央はまっすぐな瞳で答えた。

　どんな関係だろうと、今夜は彼に抱かれると決めたのだ。忘れられない切ない夜になろうとも、愛しい憧れの人と一夜をともにした思い出は色あせないだろう。

　いつか藤堂に生涯を誓う相手が現れて、美央が不要になる時が来たとしても。

　後ろで髪をまとめていたシュシュが外された。彼がゆっくりと覆いかぶさり、枕に流れる美央の黒髪を指に絡める。

「あ、んっ」

　首筋に顔を埋めた彼の吐息が擽ったい。

「甘い匂いがするね。香水？」

「つけてない、ですっ……」

「じゃあ美央の匂いか。覚えておかないとな」

　耳元の美声に肌が粟立つ。弱いと知っていてそうするのは、彼の意地悪なところなのだろう。

「んっ、やぁ……」

　ぷっくりと勃った乳首にまで鼻先を寄せ、匂いを嗅ぎながら、藤堂が妖艶に微笑んだ。

　どんなに恥じらっても、彼は止めるそぶりはない。それどころかますますエスカレートしていく。

「乳首、舐めていい？」

　許可を求めるも、美央の同意を得る間もなく右をきつく吸われた。

「あぁっ！」

　熱い舌で転がされる様子をわざと見せつけられたら、また愛液で陰部がとろみを帯び、美央の腰がわずかに跳ねる。

「専務、だめっ……あ、やっ、んんぁっ」

　だめと言いながらも、藤堂の好きにされてもいいと思ってしまう。そんな美央の心を見透かしたように、彼は目を細めて蠱惑的な笑みを見せた。

「今夜はたくさん愛しあおう。俺のことも美央でいっぱいにして」

　やはり今夜限りなのだろう。だからこそ精一杯彼も尽くそうとしているのだ。

（思う存分愛して、専務の気が済むまで求められたい──）

　明日になれば、手を繋ぐことさえできなくなるかもしれない。どんなに憧れて愛していようとも、彼にとっては秘書でしかないのだから。

「あっん、あっ……！」

　丁寧に乳房が愛撫される間、美央は藤堂の手に触れた。今夜限りなら愛してやまない彼の手に一秒でも長く触れていたい。

「また俺の指を食べたくなった？」

「……はい」

　肯定するや否や、美央の口元に左手が差し出された。

「……あ、んぅ。専務……好きっ」

　先ほどまで乳首を嬲っていた人差し指に舌を這わせ、指の股も舐めて、中指も薬指も丁寧に愛でる。

（こんなに綺麗な手なのに、私の好きにさせられてるなんて……）

　藤堂の手指を愛でていると、自分の身体がどんどん淫らになっていく。ずっと秘めてきた偏愛が止まらない。舐めている顔をじっと見つめられると、背徳感でますます彼を求めてしまう。

「っ、んっ、あ、あぁ」

　すると、藤堂がショーツの横から指を忍ばせ、陰部を撫でてきた。グチュンといやらしい粘着質な音を立てて、美央の秘密が暴かれていく。

「もうこんなに濡らしてたのか。ここも硬くして……」

「んんっ！」

　指先が欲望に満ちた淫粒を掠める。それだけで隘路がきつく締まり、子宮のあたりが熱を持つ。内腿を震わせる美央の反応に、藤堂は妖艶な目元を細めた。

　幾度も胸を撃ち抜かれてきた表情は、美央をさらに快楽の淵へと追い詰めるよう。これから先、またこの好きな顔を見たら、今夜のことを思い出すのだろう。彼の愛撫の記憶をたどり、切なくひとりで行為に耽るのだ。

「んっ、んあっ……やっ、ああっ！」

「悦さそうだね」

　彼の五本の指すべてで秘所が撫でられて、言い表せない快感に甘えた声ばかりが漏れる。秘裂から淫粒まで満遍なく、手のひらも使った大胆な手技にますます愛液が溢れ、彼の手を濡らす。

　するりとショーツも脱がされて、一糸纏わぬ姿にさせられた。恥ずかしさのあまり両膝を合わせようとするも、藤堂が身体を入れて阻んでくる。

「やっ、……見ないでっ、あ、んんっ」

　陰唇まで広げられ、美しい指が秘裂の浅いところで蜜を纏う。くちゅくちゅと音を立てる蜜壺が藤堂の瞳に晒され、美央は喘ぎながら顔を背けた。

　しかし、藤堂の指が咥内に挿し入れられる。

「舐めて」

　言われるままに美央は舌先を伸ばして指の腹を舐め、中指と薬指を口に含んだ。唾液を纏わせて吸いつけば、彼の指の形が感じられる。

「ん、やっ……あっ」

　彼の手を堪能していると、膣口にも藤堂の指が挿入された。ゆっくりと挿ってくる長い指は、容易に隘路の深いところまで届いてしまった。藤堂の指の感触を肉襞で感じて、締め付けが強くなる。

「っ、奥っ……やぁぁ！」

「奥が好き？　これは？」

「あっ……んっあぁっ」

　右の肉襞を撫で回されると、咥内も右を探られ、親指で淫粒が押し潰されると、舌を指で挟み込まれる。

「喘いでないで、俺の指もしゃぶって」

　咥内でピストンされる指を、唇も使ってしゃぶる。すると、同じリズムで抽挿される隘路がさらに濡れていく。

（専務がこんなエッチだったなんて……）

　勤務中の紳士的な佇まいとは打って変わって、欲望をぶつけるかのようなサディスティックさに美央はますます心奪われた。

「んぅ、……んんっ！」

　上顎の一点をなぞられて、背筋をせり上がる快感に襲われる。すっかり涙目になった美央を、藤堂は嬉しそうに眺めながら、隘路の天井の弱点を攻め立てた。

「やっ……そこ、だめっ、あっ」

　舐めていた彼の手を握って、初めて感じる快感に抗う。このまま流されるのが怖くなるような感覚に、喘ぎながらも潤んだ瞳で藤堂を見つめた。

「専務、やだっ、だめっ」

　だが、どんなに懇願しても彼の愛撫は止まらない。両手で彼の手を押さえても、執拗にその一点を嬲ってくる。次第に水音が漏れ聞こえてきて、羞恥に全身が紅潮する。

「あっ、ひぁ……あぁんっ!!」

　あられもない喘ぎ声とともに、快液を噴いて達してしまった。

　びりびりと痺れるような快感と、けたたましく鳴る鼓動が血流に乗って駆け巡る。

　呼吸も思考も追いつかず、朦朧としながら彼を見遣る。こちらの様子をうかがうまなざしは淫靡ではあるが優しさのある艶っぽい瞳で、達したばかりの美央を眺めていた。

（こんなに感じさせられたの、初めて……）

　未知の快感と恥辱の狭間に溺れ、潮噴きさせられたセックスは初体験だった。彼の雄々しい胸元や腹筋までもが、美央の快液で濡れている。

「きゃっ！　あっ……やだっ」

　不意に臀部を抱え上げられ、彼の広い肩に左膝が掛けられてしまった。

　彼の眼前に、快感で濡れて震える恥部が晒されている。片手を伸ばして陰部を隠そうとするも、藤堂がそれを許すはずもない。不自由な体勢に、美央は視線を逸らすだけで精いっぱいだ。

「興奮して膨らんで、蕾みたいだ」

　指先でツン、と淫粒が突かれて、隘路が悦びのあまりヒクヒクと震える。

　人差し指でゆるゆると転がされる蕾を、吐息を感じるほどの至近距離で観察されると、強烈な羞恥心に襲われた。

「あ、ああっ……」

　自分の恥部を晒す体勢を変えることもできず、恥ずかしくてたまらないというのに、愛液を纏った彼の指が敏感な粒を弄ぶ様子から目が離せない。硬くなったそれをくりくりと捏ねられると、隘路の奥が悦びに啼き、新たな愛液を蜜壺から零す。

「んんっ！」

　蕾の包皮が剥かれて、彼の指先をダイレクトに感じる。自分の愛液にまみれているのを見ただけで、また達してしまいそうだ。

「……そんなに、しちゃ……あ、んっ、んっ」

　泥濘のような陰部を指先が滑り、蜜口にあてがわれた。中指が隘路に埋まっていく。

　刺すような鋭い彼の瞳に囚われると、呼吸までも支配されるようだ。

　もっと彼の指で犯されたい──。

　肉襞の形をたしかめるように、彼の指がゆっくりと出入りする。そのたびに美央の隘路が悦びの音を奏でた。

「早く食べてしまいたいけど、もっとかわいがってあげないとな」

　くちゅくちゅとわざと粘着質な音を立てられ、自分の卑猥さに背徳感が迫りくる。

　顔を背けて目を瞑ることもできるが、密かに願っていた美しい手に犯される現実は、どうしたって凝視してしまう。

「指でいやらしくされるのは好き？」

「……すきっ、あっ」

「じゃあ、たくさんしてあげる」

　素直に答えたら、彼の指が三本も突き立てられてしまった。一瞬で膣口もいっぱいに拡がり、隘路は隙間なく満たされた。

「専務っ……あぁっ、やっ……」

　親指で淫粒を捏ねられ、人差し指から薬指は奥深くまで挿入され、小指の先からは美央の快液と愛液が混ざった汁が垂れゆく。

　強烈な快感に膝を下ろそうとするが、視線だけで制されてしまった。

（淫らに愛されるのは今夜だけ……）

　喘ぐ咥内に再び左の指が挿れられた。舌を絡めながら蹂躙すると、藤堂のタイミングで引き抜かれ、唾液の潤滑油を得た指で乳首が激しく転がされる。

　もう耐えられない──。

「んっ、やっ、あぁぁっ！」

　箍が外されるような快感に、嬌声が寝室に響いた。

　制御不能になった身体は快感の波に合わせて幾度も天を突く。達している最中でも、乳首と淫粒を転がされ、彼の指に絡みつく媚肉は悦び、さらに締め付ける。隘路の弱点ばかりを攻め立ててくる抽挿で再び達しても愛撫は終わらず、それに抗う余裕もない。止まぬ絶頂に何度も弓のごとく身体をしならせて、ようやく解放された。

　脱力した身体をベッドに沈めて横たわる。藤堂の胸元や隘路を嬲った指からも、美央のいやらしいものが滴っている。

「はぁ……はぁっ……」

「大丈夫？」

　激しい愛撫に呼吸もままならず肩で息をする。快感の余韻が残る身体は震えが止まらない。それに、彼の本性のようなものを見た気がして、片想いがますます燻り始めた。

　藤堂がベッドサイドのティッシュで美央の身体も拭ってくれるが、そっと触れられただけでも、喘ぎ掠れた声で啼いてしまう。

「飲み物持ってくるね。冷蔵庫開けてもいい？」

　頷いて答えると、ベッドを離れる前に彼は乱れた髪を直してくれた。

（専務の背中……もっと触れてみたい）

　寝室を出る半裸の背中を見ただけで、ドキドキと鼓動が急く。

　広い肩幅に羽のような肩甲骨、弛みのない腰回りやスラックスの上からでもわかる綺麗なヒップライン。これまで性的な目で藤堂を見てきたことは否定しないが、今夜ほど彼の身体を美味しそうだと思ったことはない。こんなに攻められても、彼の手を見るとどうしても偏愛心が擽られる。

　そればかりか、彼の夜の営みの一端を知って、そのギャップにも惹かれてしまった。

　日頃の彼から想像していたのは、もっと真面目なセックスだった。誠実で穏やかな行為を好むとばかり思っていたのだ。ところが、卑猥なことも厭わずに口に出すし、美央を辱めて悦んでいたようにも感じる。先入観で築き上げてきた藤堂の夜の姿は簡単に打ち砕かれ、それを上回る魅力で圧倒されてしまった。

　藤堂になら、なにをされてもいい。今夜だけならなおのこと思いのままに乱されたい。命じられたすべてを聞き入れて、彼にも悦んでほしい。彼のものにしてほしい。

　彼が生涯の伴侶を見つけるまでは、プライベートの彼を独占してみたい。

　水とスポーツドリンクの５００ｍｌペットボトルを持ってきた藤堂は、それぞれをグラスに注ぎ、サイドテーブルに置いた。

（本当に綺麗……あの手をさっきまで舐めてしゃぶって、あの指でいかされて……）

　そういえば、偏愛には気づかれていないだろうか。ベッドに腰かける彼を見遣ると、目が合った。

「どっち？」

「お水にします」

　渡されたグラスを受け取り、ゆっくり傾ける。喉の乾きが潤い、ようやく息をついた気分だが、まだ鼓動は鳴りやまない。先にスポーツドリンクを飲んだ彼が再びベッドに横たわったので、美央もグラスをテーブルに戻すと、ゆっくりと後ろ手を引かれた。

「専務？」

「抱きつきたい」

　誘われるままに横たわると、汗ばんだ首筋の肌にそっとくちづけられた。抱き枕のようにしっかりと抱きしめてくる彼に、愛しさがこみ上げてくる。ついさっきまであんなに妖艶だったのに、甘えてくる一面もあるなんて。

　指を絡めて腕枕をされながら、ぴったりと背中を覆われる。最初は快感の名残で震えていた身体も、次第に彼の体温に馴染んでほぐれていった。

「今夜は美央の好きなところが増えたよ」

「んっ……」

　後頭部や耳の後ろにかかる藤堂の吐息が熱くて、思わず甘い声が漏れる。スラックスを脱いだらしく、腰のあたりに下着越しの彼の主張を感じるが、挿入する気配はない。

（これで終わりなのかな……）

　さすがに最後までするつもりはないのだろうか。あくまでも美央の誘いに乗っただけで、最後の一線は越えないと言われたら、それも藤堂らしい気がする。彼の立場を考えれば理解できなくもないが、やはりさみしい。今夜しかチャンスはないのに。

「仕事中はこんなに乱れてくれる姿を想像してなかったから……って当たり前だけど」

「私もです」

　話を合わせながらも心の中で猛省する。業務時間外ならまだしも、出勤時から毎日のように彼を妄想のおかずにしていたなんて口が裂けても言えない。

（専務の手で犯される妄想を散々してきた重度の手フェチだって知られたら、本気で引かれそうだな……）

　彼には真面目な秘書で通っているようだし、どうかこのまま偏愛に気づかないでいてほしいと願う。

「感じてるときの顔と声がすごくかわいいんだね」

「そ、そんなこと言わないでください……」

　消え入りそうな声で返すも、背中にいる彼は小さく微笑むだけ。

「肌が綺麗で甘い匂いがして、唇が柔らかくて、乳首がすぐ勃っちゃうのもかわいい」

　藤堂が並べた言葉は聞くに堪えない恥ずかしいものだ。美央は胸元からタオルケットを引き上げて顔を隠す。

　それでも、彼に言われると嬉しくも感じるなんて、いよいよ変になってしまったのかもしれない。これも偏愛なのだろうか。

「もしかして潮を噴くほど感じたのは、初めてだった？」

「っ！　……はい。初めてです」

　恥ずかしすぎて頭の先まで布団をかぶると、彼も一緒に潜り込んできて、うなじのあたりにキスをされた。

「俺の手をいやらしく舐める美央も色っぽくて、本当たまらない」

「んぁっ……ふぁ、ああっ」

　いつの間にかボクサーパンツを脱いでいた藤堂の雄根が、美央の内腿の間に挿し込まれる。

「こんなふうに俺の指を濡らして……」

　挿入に似た感覚に視線を下げると、獰猛そうな雄の先端を見た。再び姿を消し、また内腿の間から飛び出してくる。

「専務っ、あぁっ……それ、だめっ……」

「指をしゃぶりながらなにを考えていた？」

　熱杭が陰部のスリットを割って蜜口を嬲り、愛液を纏ったくびれで未だ震えている淫粒を擦っていく。少しでも動けば挿ってしまいそうな際どさに、美央の膣口がきつく閉じた。

　どうやら藤堂の陽根は避妊具を着けていないようだ。生身の雄が愛液を纏っていやらしく艶めく。

「あっ、あっんっ……はぁっ」

　ピストンのような規則的な腰使いに合わせて、美央は嬌声を漏らした。一度達した身体はすっかり従順になってしまい、隔てるものがない陽根の熱で蕩け切っている。すぐに愛液が音を立てて、藤堂が欲しいとねだるように自然と腰を揺らしてしまう。

　抱きしめていた彼の手は両胸の飾りを弄び、じっくりと感触をたしかめるように揉みしだいてくる。

「んっ、はぁっ……専務っ」

「礼人って呼んでよ、こういうときくらい」

「……礼人、さん」

　彼の名を声にしたら、本当に恋人になったようで一層切なくなる。

　それでも、許された時間で気が済むまで彼の名前を呼んで、たくさん愛しあえたら──。

「もう戻れないからな？」

「……はい」

　吐息混じりに耳元で囁かれつつ、その意味を理解する。

　今までのような上司と秘書ではなく、彼の都合に合わせて恋人を演じる。その条件を飲むのなら、最後までしてくれると言うのだろう。背後で避妊具の包装を破る音がする。

「美央がどんなに嫌っても、俺は離さないから」

「んっ、あ……やっ……」

　横向きのまま片脚を大きく開かれ、藤堂の腕に抱えられた。縋るように握っていた布団も捲られて、火照った身体を隠すこともできない。避妊具越しの雄根が再び秘裂を嬲ってくる。

　突き立てれば挿入できるだろうに、何度も浅瀬に鈴口を沈めては愛液を溢れさせ、じっくりと愉しんでいるようだ。あまりに焦らされる切なさに振り向くと、熱を帯びた藤堂の瞳が待ち構えていた。仕事で見せる精悍な顔つきとはまた違う、雄の本能をあらわにした表情に、美央の恋がまた鼓動を打つ。

「あ……っ」

　見つめ合っていると、ぐちゅりと蜜壺が犯される音がした。雄根の先端を埋めてゆらゆらと甘い律動を繰り返す藤堂の腰使いに恍惚とする。

「かわいい」

　乱れて顔にかかった髪を丁寧に払ってくれる指先が愛しい。思わずその手をとって甘えると、指が深く絡んだ。

「俺が好き？」

「好きですっ……」

　懸命に答えると、耳元に彼の唇が寄せられた。焦らすように秘裂を擦りながらも、藤堂も快感に酔いしれているのか、譫言のような吐息混じりの声を漏らして、美央の聴覚まで犯してくる。

　夢にまで見た一夜が、永遠ならいいのに。

　切なく愛しい時間が、一秒ごとに美央の身体に刻まれていく。

「──挿れるよ」

　藤堂の熱い楔が隘路を突き進んでくる。

「あぁっ!!」

　彼の指で十分に拡げられたはずなのに、身体が軋んで壊れそうだ。

「っく、ぁ……美央……好きだ」

　彼の吐息や艶声がさらに興奮を誘う。

　媚肉をじっくりと嬲られて、洪水のように愛液が溢れる。

　卑猥に啼く隘路の奥は、彼を求めてやまない。こんな時に好きだと言ってくる藤堂の狡ささえ許してしまう。

（礼人さんに愛されるなら壊れてもいい。身体だけの関係でも構わない。だから、もっとひとつに、奥まで──）

　長い片想いと拗らせた偏愛を満たす、今しばらくの幸せに浸っていたい。やがて訪れる明日から少しでも彼を連れ出したい。

「礼人さんっ……もっと」

　遠慮を感じる挿入に、美央の片脚を抱え上げる彼の手に触れた。すると、より深いところに到達した雄根で媚肉が蠕動する。

「あっ……」

「もっと？」

　さらに挿入が深くなって、呼吸まで支配されたような苦しさを感じる。

　もうこれ以上は、と思うのに藤堂が欲しくてたまらない。彼の愛する人になりたい。

「あっ、あっ……ん、やぁっ、あ、んっ」

　背中を抱きしめられながら、揺さぶられて、求められて、壊れていく。

　今日まで築いてきた五年分の関係も、ずっと大切に秘めてきた片想いも、形が変わっていく。

「美央……」

　耳元で呟いた彼の声に振り向くと、優しく唇が重なった。藤堂を受け入れたまま、夢中でくちづけを交わす。肉襞は蠢いて、彼に愛を求め続ける。

「っ……美央、そんなに締めないで」

「だって……きもちいい、からっ……あ、ん」

　唇も舌も丁寧に愛でられて、美央も彼の手に指を絡める。美しい彼の指を撫でて、偏愛の欲望も満たす。

　そのうちに体位が変わって、藤堂が下になった。両膝立ちで彼を跨ぐような姿勢に、抜かれてしまった雄根を求める蜜壺は切なく愛液をこぼし、糸を引いて垂れていく。

　長身の彼を見下ろすのは新鮮な光景ではあるが、セックスで一層妖艶さを増した彼の迫力に飲み込まれてしまいそうだ。手だけでなくすべてが端麗な体躯に、美央は目を瞠った。下腹の腹斜筋の筋がとてもセクシーで、その先にある雄々しさは見ているほうが恥ずかしくなるほどいやらしい。非日常的な彼の姿に、密かに隘路が疼いた。

「続きがしたいなら、自分で挿れて」

「……礼人さんは、もうしたくないですか？」

　身体の相性が悪かったのだろうか。それとも、積極的な女性が好み？

　たった一夜しかない大切な時間なのに、こんな終わり方だけは望んでいない。

　困り顔でいると手を引かれ、彼に覆いかぶさった。両手を枕元に突く。

「したくないわけないだろ？　美央のナカをもっと掻き混ぜたい」

「っ……」

「美央の奥でたくさん出させて」

　ストレートな言葉に赤面すると、頬にキスをされた。

「礼人さ、んっ……あ」

　おもむろに両胸をやわやわと揉まれ、ピンと勃ったふたつの粒が口に含まれた。

「は、あ……っん」

　乳暈ごと吸いつかれ、舌で乳首が転がされる。時折、わざと音を立てて離れては、左右を交互に愛撫される。

「美央ので、また濡れてきた」

　視線を下げると、愛液が肉棒に垂れて水飴のように纏わりついている。蜜壺から糸を引くとめどないいやらしさで、どれだけ彼を求めているのかを自覚した。

「挿れないと、ずっとこのままだよ？　それとも俺の指でいきたい？」

「っ、ん……」

　耳元で甘く囁かれる魅力的な誘い文句に、ごくりと喉を鳴らす。彼も求めてくれていると伝わる興奮をにじませた表情がたまらない。

　藤堂の雄根の快感も欲しいが、愛してやまない彼の指でまた嬲られたい。

「……礼人さんの、指も……」

「欲張りだな、美央は」

　そう言うと、藤堂の指が美央の愛液を絡めて、淫粒を摘まみ上げた。

「っ、あっ！」

　不意を突く強烈な快感に仰け反って喘ぐ。わずかに快液が溢れた隘路を、人差し指から薬指の三本が容赦なく突き上げた。

「あっ、あっ……だめっ」

　天井の弱点は逃してもらえず、淫らになった蕾が手のひらで擦られる快感に酔いしれる。左手で乳房を丹念に揉みしだかれ、痛いほどにしこった乳首も指先で転がされる。愛する彼の両手によって、美央は快感の頂を駆け上がっていく。

「専務、あ、っ……」

「名前で呼ばないと、指を抜くよ？」

「嫌、やだ……礼人、さんっ」

　藤堂の鍛えられた下腹部に美央の愛液が飛び散って濡れる。快感に委ねた上体を反らして、後ろ手に彼の腿に掴まった。興奮に染まる乳房も、快感で濡れそぼる秘裂も、なにもかも彼の瞳に映っている。

「俺の秘書は欲張りでかわいいな」

　思わず言い慣れた肩書で呼んでしまったから、わざとそう返されたのかもしれないが、秘書と言われてこんなに切ない気持ちになったことはない。

（そういう関係になるって決めたんだもの、今さら……）

　傷つくのは本望ではない。しかし、愛しい藤堂のためになるなら、彼が喜んでくれるなら。

　──この美しい手に触れてもらえるなら。

「あ、やっ……んんっ！」

　ガクガクと両腿を震わせ、天を仰ぎながら達した美央の隘路から指を引き抜くと、刹那の間で、藤堂は己を突き立てた。

「ああっ！」

　一気に最奥まで達した雄根が、その熱で美央の身体の芯まで焼き尽くす。躊躇のない速い律動で幾度も突き上げられたら、再び潮を噴いてしまった。抗うことすら許されず、逃げ場もないままに更なる高みへと昇りつめる。きつく締め付ける隘路に感じる熱杭は焼印のようだ。

「……俺も、っ……あぁ」

　深く挿入された雄根の熱い白濁を感じる。鍛えられた腹筋を小刻みに震わせながら、奥の奥で欲を放っている藤堂の切ない表情がたまらなく愛しい。

　たっぷりと蜜を纏った雄根がゆっくり出ていくと、栓を抜いたように愛液が滴った。

（……礼人さんの余韻がまだ残ってる）

　避妊具越しに感じた彼の淫欲に、身体が恍惚としている。震える脚で彼に跨ったまま、ぼんやりとした瞳で彼を見つめていると、避妊具を付け替えた雄根が再び蜜壺に擦り付けられた。

「まだ美央が足りない」

「あっ、んっ、やぁっ」

　小休止も与えられることなく、彼の形を覚えた隘路が彼を飲み込む。下からの突き上げに合わせて身体が躍り、彼の腿に掴まるのもやっとだ。

「おいで」

　美央の様子を見かね、優しく迎える藤堂の胸に倒れ込む。どちらからともなくキスをすれば、すぐに深くなる。素肌もぴったりと重なり、吐息が混ざり合う。おもむろに手を繋ぐと、しっかりと指を絡めてもらえた。

　全身で彼とひとつになっていると思うと、欲情している彼の瞳に堕ちていくようで肌が粟立った。

「ん、あっ……んっ」

「かわいい声、もっと聞かせて」

「あ、んっ……ふ、あ」

　夢中で藤堂を受け入れると、彼も応えようと最奥をめがけて突き上げてくる。

　とうとう騎乗位が保てなくなり、美央は再び組み敷かれた。

　膣口のあたりまで引き抜いて媚肉をじっくり弄び、思いのままに貫かれる激しい抽挿は、初めてひとつになった夜なのに、美央の好みや弱点をすでに熟知している。

　藤堂にされるがまま、時が経つのも忘れる。肌は桜色に染まり、汗が色香をにじませる。呼吸までも奪うような彼のキスに溺れ、快感をしっかりと植え付けられていく。

　果てても果てても、藤堂は止まってくれない。美央の身体に力が入らなくなっても、腰を大きな手で掴んで突き上げ続ける。

「……は、あっ、はぁっ……、もう、壊れちゃう……っ、あ」

　快感で顔を背ければ、半ば強制的に命じられて戻す。

「俺の目を見て」

「っ、ん……っ」

　掠れ切った嬌声を漏らしながら、彼の魅力に飲み込まれた。

「一緒にいこう、美央」

　余裕を感じさせる妖艶な藤堂に、子宮のあたりが悦に浸る。律動を速める彼の息遣いも乱れに乱れ、激しく身体が揺さぶられる。

　肌と肌がぶつかる音、漏れる吐息、淫らな声。なにもかもが美央を魅了するには十分だ。

　愛液にまみれた彼の肉棒は執拗に隘路を掻き混ぜ、最後に最奥で散るために獰猛な牙を剥いて本性を現した。

「あ、あっ、礼人さ、ん……っ！」

　今夜限りの重くて熱い藤堂の愛を受け止め、美央は彼の瞳を見つめながらすべてを解き放った。




　──窓から入る朝の色に、まぶたがうっすらと透けていく。

（本当に、専務と……）

　昨日のことは夢のようだが、身体に残る気怠さと、執拗なまでに穿たれた隘路の生々しい感覚は疑いようもない。最後のお願いのような誘いではあったが、まさかあんなに激しく求められるなんて。

　藤堂の甘い束縛を感じられるセックスから解放されて、おそらく数時間は経っている。帰宅したのは二十時前だったが、いったいどれほど求め合っていたのか定かではない。彼の指を咥えてから、だんだん思考が鈍って、かなり大胆なことを言った記憶がある。

（それに、専務も……あんなに……）

　普段は品行方正で気高ささえ感じる藤堂の言動は、思い出すのも憚られる。だが、美央は想い焦がれた彼の欲を受け止め、一緒に果てた快感に満足していた。

　しばらくシーツの波間を揺蕩いながら余韻に浸っていたが、隣にいる彼を起こさぬように、そっと寝返りを打ってみる。

「……？」

　そこのあるはずの藤堂の姿はなく、キッチンに脱ぎ散らかしたはずの衣服やベッドに放られた下着が丁寧に畳まれ、サイドテーブルに置かれている。

　飲みかけの水が入ったペットボトルに、メモが挟んであるのを見つけた。

《おはよう。クライアントから連絡があったので帰ります。起こそうと思ったけど、ぐっすり眠っているようだったから気にしないで。昨日はありがとう。体調が悪いようだったら連絡をください。とりあえずまた週明けに会社で。》

　やはり都合のいい関係になったのだと、美央は実感した。身体を重ねたって藤堂の本物の恋人にはなれない。

　これも覚悟の上で受けたのだと言い聞かせるが、昨夜の彼の残像が許してくれない。一瞬でも愛を注いでくれていたらと願ってしまう。だが、書き置きの文面に感じ取ったものは、上司と秘書の関係は崩すつもりはないという、彼の意思だった。

　昨夜の美央の告白をどう受け止めているのか、藤堂からもう少し訊きたいが、どうせ変わらないのなら、このままでいいのかもしれない。

（もう戻れないって言われたもの。どんなに私が専務を嫌っても離さないって……）

　美央の誘いに応じただけなら理由などない。藤堂もひとりの男性なのだから、甘い誘惑に乗ったまでだろう。

（秘書でいられるだけでも幸せなのかな……）

　静まり返った部屋に、冷蔵庫のモーター音がかすかに響いている。ベッドに残る藤堂の残り香をゆっくり吸い込み、未だ腫れぼったい唇にそっと指先で触れた。







２ 偽愛








　月曜、朝八時。いつもと変わらずに出社したが、美央の心は荒れに荒れている。

　藤堂とは平日は必ず顔を合わせるし、その間も彼の魅力にときめかずにはいられない。むしろ強烈な色気を伴った夜の姿を知ってしまったせいで意識させられてしまう。

　だが、それを表に出すことは許されず、あくまでも秘書としてこれまでと変わらずに淡々と仕事をこなすことを求められる。そして、必要に応じて恋人を演じることも。

　つまり、片想いを諦めるよりも苦しい選択をしたのではないかと思えてきたのだ。

　美央は意識的に深呼吸をして、シュシュで髪を束ね、耐熱マグのホットティーに息を吹きかけた。

　公私混同しない藤堂のことだ。美央がどんなに動揺しても関係は変わらない。告白する前から失恋は決まっていたのだから、期待などせずにこれも業務の内と割り切って──。

「おはよう」

「おはようございます」

　九時半前、出社した藤堂に一礼して、着席する。

（今週は来客が三件、外出は六件。出張は一件で日帰り。決裁関係は大型案件が八件。それに伴う関係部署との会議が三件。それから経済誌の取材と撮影が五件。……少しは余裕があるけど、きっと予定を詰めてくるはず。ひとまず今日の予定は来客が十四時に一件、決裁を忘れずに済ませてもらえれば、あとは比較的融通が利きそう）

　出社して確認しておいたスケジュールを改めてチェックする。急ぎの依頼が入ってもすぐに対応できるよう、美央は自分の予定も調整済みで余裕を持たせてある。

「鈴森さん、朝の打ち合わせをお願いできますか」

「承知いたしました」

　タブレットと手帳を持って隣室へ向かい、彼のデスク横に立つ。

（もう無理！　いつも通りでいようと思ったけど、やっぱり、やっぱり……）

　朝の挨拶から打ち合わせ開始の声掛けまで淡々とこなしたつもりでいたが、藤堂の美しい手と纏う香水の匂いで、鮮明に記憶がよみがえってきてしまった。

　彼の手を舐めしゃぶって堪能したこと。首筋に顔を寄せたくなるほど彼の匂いには夢中にさせられた。欲情した瞳の熱さ、たくましい体躯、目のやり場に困る腹斜筋と雄根、身体が軋むような挿入の感覚、優しいくちづけ。

（私の名前を呼んだ吐息混じりの甘い声、幾度も果てさせられて、最後は一緒に──。って、ここは会社、今は勤務時間！　淫らな想像は禁止！）

　自分に言い聞かせても、彼の手をどうしても凝視してしまう。愛してやまない藤堂の手元は、今日も隙がない。ふと口元に添えられるそのフォルムも完璧すぎるのだ。

（こんなに素敵な人とひとつになったなんて）

　密かに繰り広げていた妄想が現実になったせいで、記憶の蓋が閉じてくれない。

「……ところで身体は平気？」

「っ！」

　ぶわっと音がするほど、瞬く間に耳先まで真っ赤に染めた美央に、藤堂は小さく微笑む。

「いつもよりずいぶん顔が赤いな。風邪でもひいた？　……長いこと抱」

「専務、本日のご予定ですが十四時に来客が一件ございます。おそらく長丁場になると思われますので、三時間ほど時間を設けております。手土産はご依頼の品を用意いたしました」

「あ、あぁ……ありがとう、助かる」

　長いこと抱いたから、と言いかけた様子の藤堂だったが、食い気味にスケジュール確認を進める美央に圧されているようだ。

「それから、案件の決裁依頼が数件回付されております。大型案件も含まれておりますので、頃合いを見て、お早めにご対応をお願いいたします」

「了解」

　体調は万全だが、心は慢性的に風邪をひいているようなものだ。きっともう治らない気がする。顔が赤いのは藤堂の魅力に中あてられたからなのに、彼はわからないのだろうか。

「先ほどはお話を遮ってしまい失礼いたしました。体調は問題ございません。今週もよろしくお願いいたします」

「……それならよかった。こちらこそよろしく」

　失恋したあげく都合のいい女に成り下がったくせに、微笑みひとつで往生際が悪くなる。

（だけど、専務には関係ないんだろうな）

　私情を挟みまくっているなんて、彼も面倒だろう。扱いに困って上司の手を煩わせるようなことはしたくない。これは、恋人のフリも請け負った秘書のプライドだ。




　翌日もその次の日も、三月を迎えてもなお、しばらく藤堂の様子は変わらなかった。

　ふたりきりになると以前よりも近く感じ、外出時は社用車の後部座席で手を繋がれることもある。困ったことといえば、時折熱を帯びたまなざしを向けられて、ベッドの彼を思い出してしまうことだ。

　そして今日もまた、取引先から帰社する車中では、しっかりと手が繋がれている。恋人のフリをするには手を繋ぐ程度でやっていけるのかもしれないが、偏愛心を拗らされてばかりだ。ひとりで慰める夜は、藤堂の妖艶な姿を脳裏に浮かべてしまうのだが、覚えさせられた快感には程遠く、ただただ切なくなるばかりだった。それなのに、こんなふうに触れられたら──。

「今夜の会食は変更ない？」

「はい。帰社後は、会食まで二時間ほど空き時間となっております」

「了解」

　真面目な話をしているが、指を絡められたり、指を一本ずつ丁寧に撫でられたりして、美央の身体は確実に快感を呼び起こされつつある。運転手がいるというのに、気を抜いたら甘い声が漏れかねない事態に、美央は空いた手で口元を覆う。いくらでも振りほどくことはできるのだが、彼の手に触れられるのは嬉しいし、あまりにも触り方がいやらしくて心地いいので、ついつい藤堂のされるがままになってしまう。

（やっぱり私が最初に身体を許したから？　あの日、告白だけしていたら……）

　どちらにしても、この状況を受け入れたのは美央なのだが、あの日彼が残した置き手紙からして、もっとドライで淡々とした関係になると思っていた。

「美央」

　不意に小声で名前を呼ばれたので彼を見遣ると、流し目でウインクをされてしまった。藤堂の言動には日々悩まされてばかりだ。

　十八時半。約束していた取引先との会食のため、ふたりは老舗ホテルに併設されている高級鮨店へやってきた。

「ここの鮨はいつぶりだった？」

「三か月ほど前です。広告関連企業様との会食で伺いました」

「あぁ、そうだった。記憶力がいいね。さすが俺の自慢の秘書だ」

　一歩先を歩く藤堂を見遣ると、彼も美央を見て小さく微笑んだ。

「お褒めいただけて光栄です」

　役員としての覚悟を感じる彼の精悍な顔つきに心をときめかせつつ、気持ちを切り替える。今夜も彼の顔に泥を塗るようなことはできないし、有意義だったと互いに感じられるように尽力しなくては。

　とはいえ、今夜は日頃から懇意にしている取引先からの誘いなので、非常に和んだ席になるだろう。会食などの場に同席する機会はそう多くはないが、学びになる話を聞けるので、自ら希望した美央も楽しみにしていた場だ。

　和装のスタッフに案内され、先方がすでに到着していると聞かされた。個室の小上がりで靴を脱ぎ、襖を開けて彼とともに正座する。

「お待たせいたしました。ご無沙汰しております」

「久しぶりだね、藤堂専務」

　相手はアパレル業界では重鎮と呼ばれる会長と、副社長を務めている息子だ。藤堂よりも三十歳上の重鎮は朗らかな人柄で、藤堂と同年代の息子は御曹司を鼻にかけない爽やかさが代名詞のような人だ。

「鈴森さんもどうぞ気楽に」

「今夜はお招きいただきましてありがとうございます。会長のお話を楽しみにしておりました」

　にっこりと微笑みかけると、先方の目尻がぐんと下がった。気さくな人柄で慕う人間が多く、藤堂もそのひとりだ。若くして専務に就いた藤堂にとっては、業界の課題や意見交換はもちろん、社内の求心力や経営についても学ぶところが多いらしい。三十分もすれば話が盛り上がり、お酒も進んできた。

「──この業界の印象調査をしまして、やはり華やかな印象を持たれている割合が多いようです。しかし、実際は苦労は尽きませんし、店舗などの現場は消費者と直接触れ合う上に、売上を身をもって感じますから精神的な負担もあります。それが理由で退社したり、業界を離れてしまう社員が一定数いるのは、やはり損失だと思うんです。これはどの業界にも通ずる話ですが、業界の発展のためにも若い力を積極的に引き込み、入社後も働き甲斐を感じながら長く勤めてもらえるよう、新人教育の在り方を改め、それを実践するのが、これからはよいのではと」

「たとえば？」

「まずは、企業同士の垣根を超えて周囲と協力し合い、若いうちから新たに業界の印象を作り上げることです。ブランドの発展や新たなプロジェクトの機会を得られると思います」

「それはいい考えだね。いつまでも企業同士がライバルという時代ではないかのかもしれない。若い社員への教育に熱心なのはいいことだが、藤堂専務もうちの息子も、本来はまだ役職に就かずに現場とのやりとりが多い年齢でもあるでしょうから、感覚は常に研ぎ澄まして、アンテナは誰よりも高くする必要がある。僕たち世代が身を引いたあとは、しっかり頼みますよ。疲れたときは秘書さんの意見も聞いてね。ねぇ、鈴森さん」

「お気遣いありがとうございます。藤堂も日頃から御社様との繋がりが心の支えのひとつですので、私共々、ご指導ご鞭撻をお願いいたします」

　恭しく美央が返すと、会長は日本酒をひと口飲んでから、隣に座る息子の肩に手を置いた。

「藤堂専務は素敵な秘書さんがいて幸せですね。うちも息子にいい奥さん候補がいれば、安心して息子に任せられるんですが」

「私の縁談の話なんて、酒の肴にもなりませんよ」

　先方の副社長が冗談交じりで話を受け流した。藤堂との関係に勘づかれたわけではないだろうと、美央も微笑みで交わす。

「藤堂専務もご予定変わらずですか」

「はい。仕事ばかりしているもので、私の両親も気を揉んでいます」

　うんうんと頷いて、会長が日本酒を注いだガラスの徳利をテーブルに戻し、美央に視線を投げた。

「鈴森さんは、引く手あまたでしょう」

「とんでもないことでございます。私もまだ少し縁遠いようです」

「うちの息子なんてどうですか？」

「私にはもったいないお話で……」

　ふと視線を落とすと、バッグに入れている社用携帯が不在着信の通知で光っている。

「お話の途中で大変恐縮でございますが、社から連絡が入っておりますため、中座させていただきます」

　常務室からの電話番号なので、おそらく恵那だろう。離席した美央は丁寧に襖を閉め、靴を履いて通路に出た。

「……お疲れさまです。鈴森です」

『あ、美央さんすみません。会食中でしたよね』

「大丈夫。どうしたの？」

『急ぎで使いたい資料があるんですけど、見つからなくて……』

「なんの資料？」

　詳しく訊けば、藤堂が担当している案件で、格納先にはパスワードが掛かっているものだ。許可なく閲覧できないようになっているが、使用用途が明らかになっているなら問題はない。

「パスワード掛けてるからメールで送るね」

『はい、承知いたしました。外出先まで追いかけてしまってすみません。とても助かりました』

「なにかあれば連絡してもらって大丈夫だから」

『……そういえば、今夜は専務とふたりですよね？』

「そうだけど」

『最近、専務が美央さんを意識してるような気がするんですよねぇ……』

　恵那は人の恋愛には敏感で、時々ドキッとさせられることがある。

「気のせいよ」

　電話口で動揺が声に出ないように気を配る。美央の恋愛事情を知る恵那には、今の状況を打ち明けてもいいのかもしれないが反対されるに違いない。それに、藤堂の評価が下がるのは望まない。彼にとっては苦肉の策で最良のアイディアなのだろうから。

　すると、先方の副社長がこちらにやってくるのが見えた。終話し、会釈する。

「鈴森さんもお忙しそうですね。お時間は大丈夫ですか？　こちらは無理にお付き合いいただかなくとも問題はないですよ」

「お気遣いありがとうございます。とくに問題はございません。お先に席に戻らせていただきます」

　丁寧に対応して戻ろうとしたその時、不意に後ろ手を引かれた。

「……鈴森さん、今夜このあと二軒目にお付き合いいただけませんか？」

「藤堂にも伝えてみます」

「そうではなくて……僕と鈴森さん、ふたりで」

　今まで何度か会ったことのある副社長とは違う、異性を感じさせる目つきに動揺してしまった。

　以前から食事に誘われることはあったが、電話やメールだったこともあり社交辞令だと思っていた。しかし、こうして面と向かって言われると熱量まで伝わってきて、思わず美央は息をのむ。

　この誘いに応じれば、何不自由なく幸せな恋愛ができるのかもしれない。副社長は三十代後半の余裕もあるし、人当たりも柔らかく、育ちのよさがにじみ出ている。将来は跡を継ぐようだし、結婚となればますます安定した暮らしが手に入るだろう。普通の感覚なら、きっと副社長を選ぶのかもしれない。

　それでも、美央の心は藤堂に染め上げられている。他人には理解されないかもしれないが、藤堂の都合のいい女は自分しかいないと自負がある。こんな関係に成り下がっていても、藤堂といる時間は幸せだ。それに、本音を言えば藤堂以外の異性に触れられたくない。この関係を咎められても、自分から終わりにはできない。

「身に余るありがたいお話なのですが、申し訳ございません」

「……わかりました。急なお誘いですしね」

　パッと手を離されて、諦めてもらえたのだと伝わるものがあった。

　懇意にしている取引先同士、誠実な気持ちで誘ってくれたのだとわかるからこそ、美央もきちんと返さなくてはと思った。

「心に決めた方がいるんです」

「……もしかして、藤堂さん？」

「えっ!?　いえ、あの」

「もしそうだとしたら、なおのこと僕に勝算はなさそうですね。お先に戻ります」

　品のいい微笑みは潔さを感じさせる。肯定こそしないが、美央は丁寧に頭を下げた。

　会食を終え、ホテルの車寄せに出た。黒塗りの社用車の後部座席に乗り込んだ先方が、わざわざウィンドウを下げてくれた。

「今夜はとても楽しかった。おふたりとも、またお会いしましょう」

「こちらこそ有意義なお話をたくさん訊かせていただき、ありがとうございました。大変勉強になりました」

「貴重なお時間をありがとうございました」

　三時間に及ぶ会食は、副社長の一件はあったもののいつも通り有意義なもので、とりあえずは和やかに終わったと思う。美央も藤堂に倣って深々と頭を下げ、車が見えなくなるまで見送った。

「会長のお話、興味深かったですね」

「そうだな。俺としては、副社長と美央の関係のほうが興味深いけど」

　長身から見下ろす藤堂が、わざと細めた目で美央の様子をうかがってくる。

「な、なんですか？」

「別に」

「っ、専務！」

　ホテルの車寄せから踵を返した藤堂が、美央の手を引いてホテルに戻っていく。周囲の視線が気になって、思わず手を離そうとするが、逆に指を絡められてしまった。

「周りの方がいらっしゃいますので」

「別に問題ないでしょう。ここは社外だし、今は業務時間外だ」

「そうですけど、でも」

「いいから、俺の気が済むまでこうしていなさい」

　藤堂ほどの立場になれば、なにかと顔が広い。多くの人が利用しているホテルのロビーでは誰が見ているかわからないのに、彼は「ちょっと目を離すとこれだからなぁ」と独り言ち、周囲など一向に構わない様子で歩を進めている。

　時間が経過してラストノートになった彼の香水の匂いが、また想いを強くさせる。未来のない永遠の片想いでも続けていたい。そこに彼の想いが伴っていなくとも、大切にされていると勘違いしたくなる。

（今、どんな顔をして手を繋いでいるの？）

　藤堂がフロントでスムーズにチェックインを済ませてしまった。客室階へ向かうエレベーターホールへと足が向く。

「今夜は帰さないから」

「専務がお考えになられているような関係ではございませんので」

「そう？」

　素っ気ない声色で返す藤堂は、さっきからまったく目を合わせてもくれない。

　副社長の誘いは丁重に断った。それに、藤堂との関係はいずれ解消するというのに。

（どうしてそんなに不機嫌そうなの？）

　いつも朗らかで余裕があって、感情で仕事をしないプロフェッショナル。プライベートの彼がどんな人なのかはまだ知らないところも多いが、こんなに不機嫌をあらわにする藤堂を目の当たりにしたのは初めてだ。

　エレベーターが到着し、降りる人を待って乗り込む。胸が高鳴るのは、不機嫌の中にも彼の甘い束縛のようなものを感じ取れたからだろう。それがどんなに身勝手なものであっても、美央の胸は無条件にときめいてしまう。

　彼が一瞬たりとも手を離してくれそうにもないので、それとなく隣に立つ彼を見上げたら、思いがけず目が合ってしまった。

「話は部屋に入ってから」

「承知いたしました」

　一般の客室とは分けて設けられた特別階でエレベーターを降りる。

　宿泊する機会がなさそうなスイートルームに通され、洗練されている設えや煌めく眺望に、美央は思わず感嘆の声を漏らした。そうしている間に、藤堂はソファにゆったりと腰かける。

（専務はなにをしても、どこにいても本当に絵になる……）

　この豪華な部屋にも浮くことなく馴染み、オットマンに長い脚を伸ばすその姿に見とれると、彼が不敵な笑みを浮かべた。

「美央はなにもわかってないんだな」

「え？」

　小首をかしげると、彼が手招いたので、素直に応じる。

「きゃ！」

　突然手を引かれたので体勢が崩れ、彼の膝に横向きに抱きかかえられてしまった。藤堂は相変わらず不機嫌そうではあるが、どこか愉しんでいるようにも思えてならない。

「副社長となにかあっただろう？」

「……電話で中座した際、個人的に二軒目のお誘いがあっただけです」

　あの場にいたわけではないのに、彼の察しのよさや観察眼には驚かされる。

「誘われたのは今夜が初めて？」

「今までも何度かお食事に誘われることはありましたけど、それもお電話やメール上の会話で、毎回お断りを」

「そう何度もあってたまるか」

「っ、んっ」

　不意に指先で耳の縁をなぞられて甘い声が漏れてしまった。慌てて口元を覆う。

（この前みたいなことは、あの日だけなのに）

　容易に甘美な記憶が脳裏を巡った。腰に回された手の存在に気づき、収まることを忘れたかのように、鼓動が打ち付けてくる。

「触られたりしていない？」

「っ！」

　口元を覆った手を、愛でるように撫でられる。その手つきで、美央の身体が熱を帯びるとわかっているのか、藤堂が瞳の奥まで探るようなまなざしを向けてくる。

「キスはされた？」

「されてません」

「抱きつかれてもない？」

「……手を繋がれただけです」

　否定するも、藤堂は眉間に深い皺を寄せ、今度こそ瞳が貫通しそうなほど凝視してくる。不機嫌と独占欲を隠そうとしない彼の表情に、美央は戸惑いをあらわにした。

「本当です……」

　美央も瞳を潤ませながらも、彼の視線から逃げることなく見つめる。

（どうしたら信じてもらえるの？　私が好きなのは専務だけなのに……）

　すると、彼が緊張の糸を切るようにふっと表情を崩した。

「……君は俺のものになるって約束したはずだ。でも、相手が相手だ。丁重に接してくれたようで助かったよ」

　理解してもらえたのだろうか。美央はほっとしながらも曖昧に頷いた。

　──が、藤堂は耳元に唇を寄せてくる。

「でも、俺の機嫌は直して？」

「んっ……」

　吐息混じりの声が耳元で響く。どうしても小さく喘いでしまう美央の反応を、彼は愉しんでいるのだろう。

「これからは指一本たりとも、ほかの男に触れさせてはいけないよ。俺のものなんだから」

「はっ、あ……ん」

　美しい手が、美央の指の形をたしかめるように撫で回している。熱い舌は耳の形をなぞり、時折かかる吐息が鼓膜を溶かしていく。

「わかった？」

「はい……んっ」

　独占欲をあらわにされるのは、彼の所有物だから。お気に入りのおもちゃがほかの誰かに横取りされるのは気が済まないのだろう。それでも──。

（やっぱり、専務が好き……。私だって専務以外の誰かに触れられたくない）

　取引先の副社長の誘いに応じて手に入る確実な幸せより、藤堂と過ごす淫らな秘密のほうが大切だなんて、他人は理解しがたいだろう。だが、仕事を離れた時間の彼の妖艶さと、おそらく自分にしか見せていない表情が、たまらなく好きだ。抱かれている間は、本当に愛されていると錯覚しそうなほど、彼に溺れてしまう。もう今さら戻れないのだから、どうせなら徹底的に都合のいい関係になって割り切るほうが大人なのかもしれないとさえ思う。

「ほら、俺の機嫌を直すんだから、喘いでばかりいないで」

　耳にキスを落とされて、脳まで痺れそうな音に酔いしれる。甘ったるい声を零す唇を撫で、彼の人差し指が咥内に浅く挿し込まれた。

「ちゃんとしゃぶって」

「ん……ぅ、んっ、ん」

　言われた通りに唇を窄め、舌を絡ませて、歯を立てないように丁寧にしごく。彼の視線を真横から感じて目線を送ると、妖艶な瞳で熟視していた。

（どうしよう……濡れてきちゃったかもしれない）

　手を愛でられ、耳にキスをされ、彼の指をしゃぶっているだけで、隘路は彼の熱を求めてしまう。

「どうした？　俺の手が好きなんでしょ？」

「！」

「よく覚えてるよ、美央が俺の指を求めて、しゃぶって、腰を振ってたこと」

　たちまち赤面し、言い返そうとするも、美しい彼の指に歯を立ててしまいかねない。おとなしくしゃぶり続けていると、中指も挿入された。

「この指が美央のナカを掻き混ぜて、気持ちよくさせたんだよ。覚えてる？」

　忘れられるはずがない。あんなに激しく求められ、幾度も達したことは人生で初めてだった。ましてや、恋焦がれた藤堂が相手だったのだ。

　羞恥でぎこちなく頷くと、満足げな表情が返される。視線を切った藤堂が再び耳元に顔を寄せた。

「今夜もたくさん悦くしてあげる」

　ドクン、と胸の奥が爆ぜるような音がした。

　記憶が猛スピードで脳裏を駆け巡る。またあんなふうに乱されるのだと思ったら子宮が疼いて、蜜口へ零れていくものを感じた。

　藤堂が欲しい。許される限りこの美しい手を愛でていたい。この手で乱されたい。悦楽に浸りたい。

　今夜抱かれることで、本当に身体だけの関係になるとしても。

　命じられた通りに夢中で彼の手を舐めしゃぶる。手のひらにもキスをして、指の股にも舌を這わせた。手入れの行き届いた美しさが、自分のものになったようで嬉しい。

　彼のタイミングで咥内から指が引き抜かれた。余韻が唾液の糸になって、間接照明でキラキラと光っている。

　おもむろに向かい合わせにさせられて、必然的にスーツのスカートが捲り上がった。ジャケットとブラウスのボタンも慣れた手つきで外され、はだけた前を思わず隠す。

「見せられない理由があるの？」

「……ないです。ん……専務っ」

　内腿に触れてきた彼の手が優しくて、つい身を捩る。

「なに？　指でいきたい？」

「っ、あ……っ！」

　いたずらにストッキングの上から陰部を爪で引っ掻かれ、淡い快感で蝕まれる。布地を隔てたじれったい快感に甘えた声が止められない。

（礼人さんの手が好きだから指でされたいだなんて、淫乱だと思われるだろうな……）

　悶え声に、片方の口角をキュッと持ち上げた不敵な笑みが返された。

「美央、どうしてそんなに俺の手を求めるの？」

「っ！」

「さっきも俺が止めなかったらずっとしゃぶってただろ。なんていうか、執着してる感じ」

　やはり彼の目には過度な執着に映っていたのだろう。

　多少の濃淡はあれど、偏愛を自覚するのは珍しくはない。美央の場合は異常なまでに藤堂の手だけを愛し、触れられるだけで感じてしまうほどではあるが、あくまでも秘めた想いでしかないのだ。しかし、本人に打ち明けるとなると言葉を選んでしまう。彼にとっては都合のいい関係でも嫌われたくはない。過去の恋が枷になって、心の自由を奪う。

　だが、すでに彼は察しているのだろう。ごまかしたところで、抱かれるたびに彼の手指を愛でたくなるし、彼もまたそうさせるはずだ。そして、彼のタイミングで訊かれるに違いない。「どうして俺の指を求めるの？」と。彼に理解されなくとも、打ち明けなければ同じやりとりを繰り返すことになるのかもしれない。

　美央は腹を括った。

「──専務の手が、世界で一番好きなんです」

　藤堂は動揺する様子もなく、しばらく自身の手を見つめている。

「それは、いわゆる手フェチってこと？」

「はい。でも、誰の手でもいいわけじゃないんです。専務の手しか愛せません」

「……そうか。わかった。俺の手しか愛せない。それが訊ければ満足だ」

　相好を崩した彼に、恋心が仄かに灯される。

　理解を示してもらえるとは思わなかった。偏愛までも受け入れられてしまったら、ますますこの深い渦から抜け出せなくなりそうだ。割り切った大人の関係になれるだろうか。彼以外の誰も、愛せなくなってしまいそうで怖い。

　膝に乗せた美央をぎゅっと抱きしめ、藤堂が背中をあやしてくる。

「いくらでも美央の好きにしていい」

「本当ですか!?」

「ああ。嫌がる理由はないよ」

　安堵の涙で瞳が潤む。

「俺の手でよければ、たくさん愛してくれる？」

　耳元で囁かれて、肌が粟立つ。ブラジャーのホックを外した彼は、そのまま後ろに倒れてソファに身体を預けた。

「おいで」

　両手を伸ばして迎い入れる彼の胸に崩れ落ちていく。

「ん、っ……ん」

　啄むようなキスをする間、まとめていた髪が解かれた。はらはらと肌を滑って流れていく髪を、藤堂は指に絡める。

「蕩けた顔もかわいいよ。もっと美央を味わいたくなる」

　彼を真似て舌を伸ばし、咥内をまさぐり合う。唾液を混ぜ、吐息で会話をするような息遣いに酔っていく。

　するりと肩紐が落とされ、マシュマロのような白が藤堂の両手に収められた。

「あっ……」

　手のひらに擦れる乳首から淡い快感が広がってくる。やんわりと優しく動く彼の手が見たくて、美央は自らキスをやめた。彼の長い指が自分の胸に食い込んでいる。

「はっ、ん……はあっ、あっ」

　五本の指がいやらしく蠢くようにして揉みしだく様子に昂ぶりが抑えられず、声が漏れた。

　一度抱かれてから今夜までの数日間、記憶を辿るようにひとり果てた夜もあったが、与えられる悦楽は比べ物にならない。繋がっていなくとも、視覚と触覚で達してしまいそうだ。

「もう乳首が勃ってきた」

「ああっ！」

　両粒を指で摘ままれて、美央は天を仰ぎ見る。コリコリと摘まみ転がされると、甘い刺激が迫ってきた。偏愛を知られたら余計に興奮する。彼は美央が悦ぶとわかってやっているのだから。

「んぁっ！　やっ！　……ん、あっ」

　不敵に微笑みながら上目遣いでこちらを見つめる藤堂が、乳首を口淫し始めた。たっぷりと唾液で濡らして舌で嬲り、唇で甘噛みされる。もう一方も指先で転がされ、大きな手のひらで包まれる。期待が快感に変わって子宮まで疼かせるので、腰が揺れてしまうのを抑えられない。

「腰、揺らしすぎ」

「……悦すぎて……っ、あっ」

「美央の乳首は美味しいから、ずっと舐めていたいけど」

　飴玉をしゃぶるように転がしてから、ちゅぱっと音を立てて口を離すと、彼はおもむろにスラックスの前を寛げ、ボクサーパンツも引き下げて、すでに姿を変えた怒張をストッキング越しの泥濘に当ててきた。

「早くここに挿れたい。挿れて掻き混ぜて、奥をいっぱい突いて、かわいい胸も舐め回して、美央が満足するまでいかせたい」

「あ、あ……っ、ん、あ」

　淫欲あらわな言葉を並べるわりに、ゆっくりとしたストロークで布を隔てた愛撫がじれったい。

「でも今夜は、美央が誰のものなのか、きちんと自覚してもらわないとな」

　独占欲を感じさせる強いまなざしに囚われる。

（やっぱり、今夜のことで妬いてるの？）

　入社して専務秘書として勤務を始めた頃から、藤堂だけを想ってきたのに伝わっていないのだろうか。

「──専務」

「礼人」

「……礼人さん。私は、身も心も礼人さんのものです」

　ぶれることのない想いを改めて告げると、藤堂はゆっくりと口元に微笑みを浮かべた。

「今夜みたいなことは二度と許さないから」

「……はい」

　見合いを断るための都合のいい恋人でも、自分のものには手を出させない。

　──もう戻れないからな？

　初めてひとつになった夜に交わした言葉がよみがえってくる。

　やはり、片想いを諦めるよりも苦しい。求められればこうして身体を重ね、最奥まで穿たれてひとつになり、藤堂への想いを自覚させられる。離れて過ごす夜は、彼を求めて切なく疼く身体になってしまった。たった一夜の関係だと思っていたのに、ことあるごとに藤堂との甘い記憶を上塗りされていく。五感のすべてを支配されるようだ。

　もう二度と、普通の上司と秘書には戻れない。この関係になるまで知る由もなかった藤堂の独占欲に触れ、美央は自分でも怖くなるほど彼に魅了されていくのを感じた。

　体位を変えられ、うつ伏せた美央の背中にキスが落とされていく。ファスナーだけ下ろしていたスカートと一緒に、船底がいやらしくぬめたストッキングとショーツも脱がされた。藤堂は一糸纏わぬ美央の身体にくちづけて印を残す。

「美央、四つん這いになって」

　言われるままに両手足で身体を支える。

「……こうですか？」

「脚を拡げて」

　恥じらいながらも応じると、濡れているであろう陰部が藤堂の視界に入ったのがわかる。

「んっ……」

　剛直でノックするように弄ばれた蜜口が決壊して、愛液が垂れた。

（今夜はどんな顔をしてひとつになろうとしているの？　この前見せてくれた切なくて危うい表情？　それとも優しさに満ちたもの？）

　しかし、美央が振り向いた先にあったのは、そのどれでもなかった。

　藤堂は冷静な表情で腰を揺らしながら、挿入に至らない程度に美央の蜜口を嬲り、自分の衣服を脱いでいる。淡々と作業をこなすような表情は、仕事中に見る専務そのものだ。

　本当に身体だけの都合のいい関係なのだろう。わかってはいたが、今夜の彼の様子で少しでも期待してしまった自分を戒める。切なさで心が爆ぜてしまいそうだ。

「前から思ってたことがあるんだけど」

「んっ……は、い、……っあ」

　生身の雄根の先端がわずかに蜜壺に埋まった。今夜は避妊具を着けてくれないのだろうか。だから、こうして危ういところで留まるような律動を続けているのかもしれないが、美央の身体は彼を求めて啼いている。

「俺たちって仕事の相性だけじゃなくて、こっちの相性もいいと思わない？」

「そ、ですね……」

　美央はショックのあまり、放心したような返事をするが、藤堂はようやく避妊具を着けて再び擦り付けてきた。

　快感を貪るだけの堕落した関係と理解していたが、心の中では受け入れきれずにいた。だから期待して、あと少しだけでもと淡い恋を続けてきた。いつかは振り向いてくれるかもしれないと願ってしまった。

（だけど、もう限界）

　この行為に、この時間に、望む愛情はない。

「礼人さん──早くひとつになりたい」

　涙声で訴えると、藤堂は狡いくらいに温容に微笑んで、振り向く美央の細い腰をしっかり掴み、隘路を猛進してくる。深いところを目指す抽挿に愛を探して、隘路が切なく締め付けた。

「あぁっ！　ん、やっ……礼人さんっ、あっ」

「痛い？」

　小さくかぶりを振って見せると、目尻にキスが落とされた。

「泣かないで」

　にじむ涙にまでくちづける彼は、先ほどとは裏腹に優しさに満ちた表情を向けてくる。繋がった途端に変わったように感じて、もっとつらくなる。

　それなのに、彼が欲しいなんて。一生このままでいられたらいいと、心から願ってしまうなんて。

（泣くくらいなら、やめればいいだけ。そうしないのも自分が望んでいるから）

　うなじにキスをする彼の唇は、いつも本当のことしか言わない。

　片想いを続けているのも、この関係を受け入れたのも、こうして身体を重ねていることも、すべて自分で決めたことだ。後悔だけは絶対にしたくない。

「礼人さん、っ」

「ん？」

「好きっ……」

「ああ、俺もだ」

　思わず零した想いに彼も同意してくれたが、そこに求める「好き」の言葉はない。誠実なのは彼のいいところだ。今だけ、こうして体を繋げている時だけでも訊かせてほしいのに──。

「っ、あ……美央っ……」

「んっ、あっ」

　臀部をしっかりと掴んだ挿入は、いいところばかりに当たる。陽根のくびれがナカの弱点を確実に仕留めるので、愛液がとめどなく溢れていく。

「美央は俺のものだ。ほかの男のことなんて一秒たりとも考えさせるつもりはない」

「っ、ああっ……！」

　抽挿しながら淫粒の包皮が剥かれ、美しい指先で転がされる。蜜口からは丹念に掻き混ぜられた愛液が溢れ、快感から逃げようとすれば、深く突き挿してくる雄根にすかさず引き戻される。

　今にも果ててしまいそうなのに、それを知ってか知らずか、藤堂がいたずらに腰を回して隘路を満遍なく撫で上げた。

「礼人さんっ、ああっ……あっ、やぁっ！」

　浅いところの弱点も、奥深くの好きな箇所もすべてを愛でられれば、美央の身体は一層従順になり、細胞のひとつひとつまでもが藤堂に染められていくようだ。未体験の快感が、身体の奥深くから迫ってくる。

「……や、いくっ……あ、あっ……んんっ!!」

　熱くなった身体はじっとりと汗ばみ、愛液はとめどなく溢れる。お仕置きのような過ぎる快感には抗えず、力なく大波にさらわれた。

　内腿を痙攣させながら達していると、彼の手が臀部や腰を撫で回し、挿れたままの肉棒で媚肉の締め付けを味わうような抽挿を始める。

「まだ、っ……礼人さん、待って、あっ」

「だめ、待たないよ」

「あぁ……っ！」

　快感で未だ震える背中に、藤堂が覆いかぶさってきた。隘路がみっちりと雄根で満たされる。

　耳元に唇を寄せて熱い吐息を吹き込まれ、形に沿って這わせた舌が挿入されると、脳まで掻き混ぜられるような卑猥な音に理性の欠片すら溶かされてしまいそうだ。媚肉が絡みついて彼のものを締め上げる。

「指、舐めて」

　眼前に差し出された秀麗な手に、美央は喉を鳴らした。

　言われた通りに指先を口に含み、しゃぶりながら藤堂を想う。

　耳を嬲られ、挿入で隘路の奥の奥までぐずぐずにされ、淫粒が快感に震えている。愛のない好意の呟きに翻弄されてもなお、彼が欲しい。こんなにも彼の形を刻まれたら、愛しさが募って当然だ。つらい片想いでもひとつになれるならいいと思うほど、思考まで堕落させられる快感にこれからも溺れていくのだろう。

「……美央っ……は、あっ」

　指をしゃぶられる藤堂も、うっとりとした淫靡な表情を浮かべて、肉襞の締め付けに喘ぐ。

「美央は俺のものだ」

　支配の囁きに頷くと、蜜口まで引き抜いた雄根で最奥まで一気に穿たれた。




　──美央。

　名前を呼ばれた気がして目を開けた先、こちらを見つめる藤堂がいた。

　どうやら彼もまだ裸でいるようだ。しがみついた肩が赤い。途端に魅惑的な首筋にキスをした残像までよみがえってくる。しかし、激しく快感を極めてからは、記憶の糸がぷつりと切れている。おそらく気をやってしまったのだろうと美央は察した。

　どれだけ時間が経ったのかは定かではないが、まだ朝ではなさそうだ。それに、今日は目覚めても隣に彼がいて、ほっとした。

「大丈夫か？」

「……はい」

　案じてくれる藤堂の声がやや掠れている。それさえ甘く聞こえるほど、すっかり五感を魅了されてしまったが、それも心地よい。藤堂のものでいたいのだから。

「ごめん。加減できなかった」

「すみません、私」

「美央はなにも悪くない。俺が手加減しなかったせいだから。どこも痛くないか？」

「はい」

　下腹の奥に独特の気怠さが残り、両脚は軽い筋肉痛のようにも感じる。散々彼の指をしゃぶった唇にも腫れたような感覚が残るが、どれも愛おしく思う。

（本当に恋人になれたらいいのに）

　そうなれば、この瞬間も切なさなど感じず、彼に愛された幸せに浸っていられるのだろう。

「そんなに見つめられると、また抱きたくなるから」

　困ったと言わんばかりに眉尻を下げて微笑みながら、不意に彼の手が髪を撫でてきた。まるで愛しむように指を動かしてくる。

「ところで、俺の手に興味を持ったのはいつから？」

「……入社当時からです」

「ははっ、そうか。筋金入りだな」

　そんなにいいものだと思ったことはないんだけどな、と彼は自分の手をかざす。

「どこがいいのか、自分じゃさっぱりだ」

「そうなんですか？　すごく素敵なのに……。全体のフォルムも、指の細さと長さ、手のひらの割合も、爪の形や色艶も、肌のきめ細かさも。纏う雰囲気まですべてがパーフェクトです！」

　思わず力説してから、はっとする。

「すみません、つい」

「いや、いいよ。そんなに好いてもらえて幸せだ。俺の好きなところはひとつでも多いほうが嬉しい」

　藤堂が美央の頬を包み込む。陽だまりのような優しい微笑みは、妖艶さの名残があってドキドキする。

「……礼人さんはないんですか？　フェチとかこだわりとか、好みとか」

「うーん。セクシーな下着は好きだよ。意表を突いて着てたら、ドキッとするかもなぁ」

「セクシーな下着、ですか」

「そう。非日常な感じっていうのかな。あぁ、それで言ったら、ギャップにも惹かれるほうかも。いつも真面目そうなのに意外とエッチだとか。控えめな印象なのに、結構大胆とか、スーツの下に隠されてた身体が魅力的だとか」

　躊躇なく返事をされてきょとんとしていると、藤堂は目を細めた。

「なに？　意外だった？　今言ったのは、美央のことなんだけど」

　美央は視線を泳がせる。

「私、そんなつもりはなかったので……」

　彼が恋人に求める条件を満たしていたのなら、喜ばしいことではある。しかし、どんなに身体を重ねようと本命にはなれないのだろう。

　美央は密かに落ち込む心を隠し、彼に抱きついた。







３ 真実








　ハイバックチェアにゆったりと背を預け、春らしくどこか霞んだような空を眺める。

「……はぁぁ」

　このところ、彼女と接するたびに感じるよそよそしさに、藤堂は重苦しいため息をついた。

　今日は月曜だ。気分がすぐれないなんてことは、社会人なら誰しも経験しているだろう。だが、美央はそういう私情を持ち込むタイプではない。むしろ、具合が悪くとも出社してくるような、今時の風潮に逆行するタフな秘書だ。

（もしかして、セックスが原因？）

　初めて抱いた夜は不意の告白に驚きはしたが、見合いは架空であることも正直に打ち明けてあるし、藤堂からも彼女を想う理由を言葉にして、隣にいてほしいと告白をした。

（基本的に彼女も公私混同しないと決めているのか？　それも美央らしい気もするけど）

　心の中で独り言ちながら、小さく息をつく。きっとそういう理由ではない気がするのだ。壁を作られる原因があるとしたら……。

（まともにデートもできないまま仕事漬けになっているせいなら、近々予定を合わせてゆっくり過ごせるようにするつもりだと伝えるのが一番だろうな。……それともホテルで抱いた夜のことが原因か？　あの時はたしかに余裕がなかったし、気をやるほど抱き潰してしまったから、今後は加減しよう。……まさか、身体だけの関係だと思っているなら、それは大問題だが……。いや、さすがにそれはないだろう）

　あの日から半月は経っている。今さら弄ばれたなんて言われたら最悪だ。それに、誘ってきたのは彼女が先だった。お互いに告白もしたから合意の上なのに、付き合っていないなんてことはないだろう。

（一度でいいから抱いてほしいと言っていたが……その言葉通りってこともないだろうし）

　恋人になってから日が浅いせいか、いくら考えても堂々巡りだ。

　仕事中に恋愛に気を取られている場合ではないと、壁掛けの時計を見てデスクに向き直る。午後の来客の前に、回付された決裁はすべて承認を進めておきたい。美央との関係に疑問符が浮かんでいようとも、業務を進めなくては。

　大型案件の最終承認は社長だが、その前の決裁者である藤堂の意向が、社長決裁にも影響するのは当然のこと。申請内容を注視しつつ、金額のチェックも済ませていく。

「……資料が足りないな」

（もう少し根拠になる詳細な資料も添付させたほうが、最終的に回付も早く終わるだろうし）

　専務決裁のコメント欄に記入して、申請者の営業部社員に差し戻した。

　一通りのデスクワークが済んだのは昼前だった。決裁の合間にも同時にやることが多く、時間が経つのはいつもあっという間だ。多忙な日々でも潤いを感じていたのは、美央の存在が大きいように思う。

　役員室を出て、社員専用のエレベーターに乗り込む。ガラス張りに映る都心の景色を眺めていると、途中階で停まりドアが開いた。

「藤堂専務。お疲れさまです。ランチですか？」

「お疲れさま。ちょうどきりがいいから、食事にね。君たちも？」

　はい、と返事をした男性社員が、訳あり顔で藤堂に近づく。

「……先日回付した決裁ですが、差し戻しいただいてしまって申し訳ありません。資料を用意して再度上申いたします」

　すぐには気づかなかったが、話の内容で顔と名前が一致し、藤堂が小さく頷く。

「ありがとう。手間をかけてすまないが、社長決裁の資料として、そのほうがスムーズだからね」

　エレベーターが到着し、先に社員が降りていく。藤堂はそのままエントランス階まで降り、近隣にある老舗洋食店へ向かった。今日はサイコロステーキの気分だ。

　ドアを開けて店内を見渡すと、奥の席に見慣れた後ろ姿がある。

「待たせた？」

「いや、俺もさっき来たところ」

　大学時代からの学友、三みつ井い律りつ紀きを呼び出したのはほかでもない。三十を超えた男が恋愛相談をするには、相手を選ぶのだ。

　藤堂がスーツのジャケットを脱いで、椅子の背に掛けた。

「悪いな、せっかくの休みに」

「出かけるついでだ。ちょうどランチ相手を探してたしよかったよ」

　三井は大学を出てから就職することなく、製菓専門学校に入り、その後海外へ留学、帰国後は自分の店を開き、今ではメディアにも出ることがある人気のパティシエだ。今日は店休日だったとはいえ、突然の呼び出しにも応じてくれてありがたい。

　店員が手書きの注文票を片手にやってきた。

　老舗というだけあって宣伝せずともにぎわっている。手書きのメニューは味があるし、キャッシュレス決済はじめました、とレジ前にテープで貼っている紙がチラシの裏というのもいい。決して洒落た店ではないが、味はたしかだ。何度か見かけた常連客がいるのも、味が変わらない証拠だろう。

　藤堂は決めていた通りにサイコロステーキを、三井は奢りだと言われてＡ５ランク黒毛和牛のハンバーグセットを遠慮なく注文した。

　先に出されたおしぼりで手を拭きながら、三井がこちらを見遣る。

「で？　ご相談とはなんでしょう、専務さん」

「やめてくれ、その呼び方」

「礼人がスーツ着てると、こっちまで畏まるね」

「そう？」

「なんとも言えない威圧感と、エロい感じ」

「どちらも喜べないな。仕事にはあまり要さない」

　昔から変わらない調子で話が進みかけて、藤堂は意識的に息をついて切り替えた。

「……実は、かなり前から気になっていた女性に告白したんだ」

「恋愛相談か。礼人にしては珍しいな」

「それだけ頭の中が行き詰まりそうなんだよ」

　ため息まじりでネクタイを緩めると、三井がお冷を口に含んでこちらをじっと見てくる。

　やはり三井は今も昔もいい男だと、藤堂は思った。整った甘い顔立ちはどこにいても目立つし、手櫛で緩くスタイリングされたヘアスタイルも、レザージャケットにデニムという格好も、オフィス街にあるこの老舗ではなかなかの存在感を放っている。さらに藤堂と同じくらいの背丈なのだから尚更だ。

「もしかして、告白して振られたけど諦められないとか？」

「いや、告白は向こうからだった。そのあと俺も伝えて、合意の上で一線も越えたし、付き合ってると思ってる」

「……それは付き合ってるだろ、どう考えても。相手が遊び慣れしているなら別だけど、礼人はそういうタイプは無理だからな」

「無理もなにも、俺の秘書だ」

「お前、秘書に手を出したの!?」

　目を丸くし、声が裏返るほど驚く三井に、藤堂は思わず上体を引いた。片手をかざして間を取る。

「手を出したって言わないでくれ。罪悪感まで抱える余裕はないんだ。本当は、気が済むまで片想いでいるか、そのうち諦めるつもりだったんだよ」

　らしくないな、と三井が言う。たしかにらしくないとは藤堂も思っていたことだ。気が済むまで想い続けるという、諦め前提の恋愛などしたことはなかった。気になったらアプローチをして、意中の相手を知る間にも藤堂のペースに持ち込み、難なく振り向かせてきたほうだ。恋愛ひとつでこんなにも掻き乱されたことは、人生で一度もない。

「俺が公私混同しないと知っているから、壁みたいなものをあえて作っているのかと思うほど、なんだかよそよそしいんだよ。でも、交際の認識があるかどうかなんて、訊くに訊けないだろ」

「まぁな……。つまるところ、セックス前と後で態度が変わったってことか」

「そんなところ。俺の気のせいかもしれないが」

　架空の見合いを企てたことも話し、事の成り行きを順に説明すると、ハンバーグを切り分けていた手を止めて、三井が口を開いた。

「タイミングが悪かったんじゃないか？　彼女からしたら、見合いっていうリミットがあるから焦って告白したのかもしれないし。礼人は本気で彼女を想っていて告白に応えたけど、日頃近すぎるが故に、ボタン掛け違えてるんじゃない？」

「やっぱりそう思う？」

「可能性がないとは言い切れないなぁ。しかも、それでやることはやってるとなると、身体の支配にもなり得るかも。なんにせよこのままじゃお互いつらいだけだ。せっかく恋人になって、一番楽しい時期なのにもったいない」

　黙々と肉を食べ、三井の意見に耳を傾ける。他人の恋愛はよく見えるのに、どうしてこうも自分のことになると靄がかかるのだろう。

　食後のコーヒーも飲み、会計を済ませた。先に店を出ていた三井がミントタブレットのケースを差し出してきたので手のひらを出すと、二粒転がった。

「また連絡する」

「ああ。ハンバーグごちそうさん」

　恋愛相談なんて何年ぶりだったろう。三井を見送るのに、軽く挙げた手にふと疑問がよぎる。

（この手がそんなに好きか？）

　ずっと気になっていることが、もうひとつある。美央が偏愛を打ち明けてくれたことだ。

　それを否定はしないし、受け入れている。だが、あんなにいやらしく舐めたりしゃぶったり、ことあるごとに求められるなんて想定外だった。

（俺の手だけ愛してるなんて、悲しいことはないよな？）

　見慣れた自分の手を眺めると、恍惚とした瞳の美央を思い出す。

　三十三年の人生で、手に対してあんなに恋焦がれたような表情をされたのは初めてだ。それがいわゆる偏愛なのだとわかっていても、彼女のそれは心底愛していると伝わってくるものがあった。藤堂のすべてを愛してくれているのだと思えば納得がいくが……。

　なんにしても、三井のアドバイスも活かして、近々デートの約束を取り付け、互いの心の内をはっきりさせようと藤堂は決め、ミントタブレットを噛んだ。
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　ランチを少し早く切り上げた美央は、秘書室でスマートフォン片手にコーヒーを飲みながら、ランジェリー専門店のオンラインショップページを閲覧している。

　セクシーランジェリー好きの藤堂のために、様々なサイトを検索しているものの、どれも美央の想像をはるかに超える商品ばかりだ。たとえば、ショーツのクロッチが割れていたり、隠すべきバストトップに布がなく丸見え仕様だったりと、さすがに彼も引くのではと思うようなものが多かった。その中でも、ようやく見つけた比較的まともなランジェリーを購入するかどうか、美央は頭を悩ませていた。価格も上下セットで八千円ほど。日常的に着用しないのでコスパは悪いが、藤堂が喜んでくれるならとも思う。

　だが、この程度で喜んでくれるだろうか。かといって、本人に聞くのも恥ずかしいし、サプライズ感が薄れてしまうのも望まない。

（やっぱり大胆なほうが、セクシーランジェリーの意味があるのかなぁ。でもこんなの着けて過ごすなんて、変な気分になりそう）

　気になった商品の隣に表示されているランジェリーをクリックする。

　黒のチュール素材のベビードールで、胸元はネックレスのようにパールが三連で下がっている。華奢な作りで一見可憐な雰囲気だが、カップは申し訳程度しかついておらず、胸元を隠すという概念がない。お揃いのショーツもあるようだが、それも薄いレース地で隠せていないし、際どいＴバックだ。

（パッと見はかわいいけど、さすがにこんなものは……）

　画面を閉じようと指先を動かす。

「美央さん、専務がお呼びですよ」

　外出先から戻ってきた恵那に声を掛けられ、秘書室の入口に視線を移す。ちょうど藤堂も会議から戻ってきたところらしい。スマートフォンの画面をデスクに伏せて隠し、彼の元へ急ぐ。

「ごめんね、まだ昼休み中でしょう？」

「大丈夫です」

「悪いけど、夕方の会議資料にこの内容をつけ足しておいてくれる？」

「はい。承知いたしました」

　資料を預かり、役員室に入る彼の後ろ姿までじっくりと目に焼き付ける。

　今日も藤堂は美しい。三つ揃いのスーツが似合いすぎていて、朝も見惚れたほどだ。むしろ平日は彼が出張で不在していない限り、眼福とばかりに拝み倒しているのだが、今日はひときわ眩い。

（専務が会議中だったのに、私はエッチな下着を検索していたなんて）

　まだ昼休憩は十五分ほど残っているが、デスクに戻ってパソコンのロックを解除した。休憩時間であっても会社で見るものではないだろう。検索画面を消すために、伏せて置いたスマートフォンを手にする。

（えっ？　どういうこと？）

　最後に閲覧していた大胆なランジェリーが、なぜかカートに入っている。先ほど声を掛けられて驚いた瞬間に押してしまったようだ。

（でも、やっぱり買うとしたらこっちのほうだよね）

　やはり気になって、最初に見つけた比較的無難なランジェリーに画面を切り替えようとする。

「美央さん、専務から預かった資料、後ほどお借りしてもいいですか？　おそらく高橋専務もご覧になられると思うので」

「うん。わかった」

　恵那に不意に話しかけられて、間違ってカートに入ってしまった過激なランジェリーの購入ボタンを押してしまった。

（あっ！　キャンセルってどこからだろう）

　動揺を隠しつつも、ワンクリックで購入できてしまう便利さが恨めしく思う。早速キャンセルしようとするものの、日頃アクセスしないサイトで扱いに慣れず、指先が迷子だ。早く業務に戻らなくてはならないのに。

「美央さん、あともう一点いいですか？」

「うん」

　手元から顔を上げ、そのままデスクにスマートフォンを伏せる。

「この一覧表にあるクライアントにお礼状を出すんですけど、美央さんが過去に対応されたところがあれば教えてください」

　過去の履歴があれば、宛先住所に変更がないかデータベースの再確認もできる。自然と頭が仕事モードに切り替わり、集中してデスクに向かった。




「──仰る通りです。私も同意します。弊社のブランド力を一層強固なものにし、推進していかなくてはならない時期であることはたしかです。この業界は流行り廃りもあれば、受ける波も大きい。消費者の購買意欲を掻き立てるだけでは利益に繋げることが困難であると、経営陣の皆様はご認識いただいていると思います。次年度は改めてグローバル展開している海外支社を含めた全社員、全役員一丸となって方針を再確認し、各々の目標達成を図らなくてはなりません。ここで、本日行われた会議の資料から一部抜粋したものをご用意しましたので、お手元のタブレットにてご確認ください。オンラインショッピングが主流になってきている今、最先端技術を搭載したアプリをリリースし、ニーズに応える方向で社内調整済みです。また、実店舗の有効活用も並行して考えなくてはなりません。集客及び売り上げ減少に伴う閉店が相次ぐ業界ではありますが、その中で生き抜き、業界をこれからもリードする企業であるためにも、他社との差を図りたいと思います。そこで私からの提案でございますが、まずは──」

　今年度最後の役員会議、錚々たる面々の前で藤堂が話している。説得力のあるプレゼンテーションは勉強になるが、甘い声色や時折見せる微笑み、タイミングのいい出席者への目配せなどは、藤堂だからこそ成せるもので、簡単に真似できるものではない。つい彼を見つめてしまいそうになり、美央は手元のタブレットに集中する。どうやら昼に言われていた資料の追記も役立ったようだ。

　予定時刻を五分ほど過ぎて、会議が終了した。

（今日の専務も素敵だったな……。会議中なのに見惚れちゃった）

　ともにエレベーターに乗って上階へ向かう。乗り合わせた社員に気づかれぬよう、関係を持つ前の普通の距離感を意識するのはいつものことだ。途中階で社員たちが次々に降りていき、二十五階が近づくにつれてふたりきりになった。

「急だったのに資料の対応ありがとう。助かった」

「お役に立ててよかったです。過不足はございませんでしたか？」

「あぁ、ちょうどだった。さすがだよ」

　トータル十ページに及ぶ内容を、半分の五ページに落とし込み、チャートやアニメーションなども取り入れて、パワーポイントでまとめた。こういった作業は珍しくないが、褒めてもらえた時は誇らしく思える。

（そうだ、キャンセルしようと思ってたんだ！）

　慌ててスマートフォンを取り出し、商品購入確認の自動送信メールをチェックするも、キャンセルは購入後一時間後まで受け付けると記載があり、美央は諦めた。

（家で試着くらいはしてみようかな……。肌に触れるものだから返品もできないだろうし、最悪箪笥の肥やしになっちゃうけど仕方ない）

　上下セットで一万五千円の出費だ。いわゆる勝負下着ならまだしも、セクシーランジェリーにここまで出費する予定はなかった。となると、やっぱり着ないともったいない気がする。

「話しかけていいか？」

「っ、はい」

　美央がスマートフォンをしまうのを待って、藤堂が話しかけてきた。

「今週末の予定は決まってる？」

「いえ、とくには」

「じゃあ、俺と過ごさない？　いつも俺が仕事を優先しすぎているせいで、まともにデートもできてないから」

「えっ!?　で、デート？」

　大きな瞳で幾度もまばたきをすると、彼も美央の反応にわずかに驚いてから、緩やかに口角を持ち上げた。

「そんなに驚く？　恋人らしいことしてないから、どうかなと思ってたんだけど」

　藤堂と出かけられるなんて仕事以外でありえないと思っていたし、この関係になってからはなおのこと諦めていた。

「……あのさ、答えを聞く前にひとつ確認したいんだけど」

「はい」

　んんっ、と咳払いをする彼は、まるで気まずさを払拭しているようだ。

「俺、なにか怒らせたか？」

「……え？」

「いや、会社でも普通に話せると思っていたんだけど、心なしかよそよそしいっていうか」

「そんなつもりはないのですが、できるだけこれまで通りを心がけておりまして」

　すると、不意に覗き込むようにして彼が腰をかがめた。意表を突く接近に、美央は思わず後ずさる。

「それだけ？　俺のこと避けてない？」

「ないです！」

「……じゃあデートしようか」

「はい！　楽しみにしてます」

　つい破顔する美央に、彼もまた嬉しそうな微笑みを浮かべ、そっとキスをくれた。

「今のは秘密な？」

「ふふっ、はい。秘密にしましょう」

　二十五階でエレベーターのドアが開いた。周りに人目がないのをいいことに、藤堂が頬にキスをしてきたので、美央はわずかに頬を膨らませて戒めた。だが、その頬も恋の色に染まっている。

「どこに行こうか」

「一緒なら、どこでも楽しめる自信はあります」

「俺の家でのんびりでも？」

「もちろんです」

　揃って役員室フロアを行く間でさえ、こんなに甘いひとときがあると、たとえ都合のいい関係でも自然と心が浮き立ってしまう。会社ではひた隠しにして溜まっている感情が笑顔に表れるようだ。

「俺が車出すから、迎えに行くね」

「ありがとうございます」

　秘書室に入る前に会話を控える。ほかに誰もいないが、ふたりは目配せしてから自席に着いた。




「なぁーんか怪しいんですよねぇ」

　翌日、恵那と会社近くのイタリアンでランチをしていると、注文を終えた途端、彼女が呟いた。

「なにが？」

「なにって、ふたりですよ。藤堂専務と美央さんです！」

「え？　そう？」

　心当たりはありすぎるのだが、メニューを選びながらあえてとぼけてみる。

　恵那は信用できる後輩ではあるが、都合のいい恋人を請け負っているなんて誰にも言えない。彼女は美央の想いを知っているからこそ、事情を訊いたところで理解も納得もしないだろう。それに、公表するなら彼のタイミングかつ彼の都合によるのだ。間違っても、美央が迂闊に口を滑らせるわけにはいかないし、これは藤堂と美央のことなのだから、第三者に意見されても、状況は平行線だ。

「最近、専務となにかありましたね？」

「ないよ。専務は社内恋愛しないんだから」

　まじまじと様子をうかがってくる恵那の大きな瞳に悟られまいと、美央も平静を装う。

「それはそうと、恵那ちゃんこそ最近いいことあったでしょう？　私にはわかるのよ」

「え！　なんでわかるんですか！」

　うそがつけない彼女の純粋さには癒される。こちらが隠し事をしているのは本当に申し訳ないが、大人の事情だ。

「……美央さんだけには言いますけど」

「うん、なに？」

「実は、出会っちゃったんです。運命の人」

「出会ったって、恵那ちゃん失恋してまだ間もないよね？　切り替え早くない？」

「そうなんですけど、ウジウジしてる自分も嫌なので、適当に人気のある婚活アプリに登録したんですよ。そしたら……これ、見てください！」

　操作したスマートフォンの画面を、印籠のごとくこちらに向けてくる。

「この人、プロフィール写真がすっごくイケメンなんです！　もしこれが本物なら、私の好みど真ん中なんですよ。世の中にはいるんですね、好みの相手って」

「すごいねえ、恵那ちゃんの行動力は。恵那ちゃんならそういうことしなくてもモテそうなのに」

「ちゃんとした大人の男性と、大人の恋がしたいんです」

「変なのに引っかからないようにしてよ？　恵那ちゃんが泣いてると私も悲しくなるから」

「はぁい」

　架空ではあったが縁談があると聞かされて、ようやく長年の片想いに見切りをつけるべく告白をした自分と、失恋から早々に立ち直り、次の恋に立ち向かっていく恵那とでは大違いだ。まだ会ったこともない相手に期待を寄せて瞳を輝かせる彼女には、告白したものの都合のいい関係に収まったとは、ますます言いにくくなってしまった。

　ニコニコしながらアプリの画面を見つめる恵那は、すっかり藤堂とのことを深く掘り下げようとしなくなった。おかげでごまかせたが、いつか関係が終わり、心も落ち着きを取り戻した頃なら話せるようになるかもしれない。




　──初デートは昼前に待ち合わせ、ドライブで来た海辺のパーキングに車を停めた。

「結構、風があるかも。足元も気をつけて」

「はい……あ、本当だ。さすが海ですね」

　やや雲が多い三月、頬に風の冷たさを感じる。アスファルトに吹き上げられた砂がパンプスのソールに踏まれて音を立てた。

「とりあえず歩こうか。あっちにいい感じのカフェがあるんだ」

　藤堂が指をさした先に、テラス席付きのカフェがあると言う。横断歩道で信号が変わるまでのわずかな時間、美央はシンプルなパンプスのつま先に視線を落とす。

（こんな感じでよかったかな。彼の隣を歩くのに、ちぐはぐになってないといいけど）

　デートの約束をしてから今日まで、毎日入念に支度をしてきた。ヘアサロンでトリートメントをし、服も新調した。肌の手入れやメイクも丁寧に行い、ここ最近で一番自信がある自分で待ち合わせたつもりだ。

　黒ニットとギンガムチェック柄のワイドパンツを合わせ、日頃のスーツやオフィスカジュアルとは違った雰囲気にしてきたが、スタイルも顔もいい藤堂の隣を歩くとなると、どうしても不安は残る。

　藤堂はどんな服でも着こなしてしまうとわかってはいたが、品のいいトレンチコートにバンドカラーの白シャツ、綺麗に色落ちしたテーパードデニムと白のスニーカーというシンプルな服装だ。ショーウィンドウに立っていてもおかしくないほど様になっているし、今日に限って前髪をラフに下ろしているうえ、運転中は眼鏡もかけていた。

（休日の礼人さんも世界一です！）

　ハンドルを握る手を幾度も盗み見ては、記憶に刷り込むようにまばたきでシャッターを切り、シャツから覗く鎖骨の色気には一撃ノックアウトだった。さらに、眼鏡をかけた横顔とミラーに送る視線には心臓を撃ち抜かれ続け、もしかしたら一回くらいは死にかけたかもしれないと思う。

　さらに、車内に漂う彼の香水の匂いで、夜の記憶が五感からフラッシュバックしてくるので平常心ではいられなかった。気を緩めたら、自分の喘ぎ声まで脳裏に浮かんできそうで、さすがに彼を恨んだ。

　自分がこんなに卑猥だとは思わなかった。いや、仕事中まで特別な視線を送ってきたのだから、今さらと言われたらそれまでだが、ふとしたことで彼との一夜を思い出してしまうようになったのは、絶対に自分のせいだけではないと信じたい。

　信号が青に変わり、彼が自然と美央の手を取って歩き始めた。慌てて視線を向けたが、悠然と歩く彼に倣う。

　誰に見られようと、都合のいい恋人として既成事実を作るためのデートなのだ。社員や藤堂を知る人に目撃されても、それは彼にとって想定内で好都合なのだろう。

（だからって手を繋がれると、勘違いしたくなっちゃうな）

　まるで本物の恋人になったような気分だ。溺愛する彼の大きな手に包まれるのはベッドの上だけと思っていたから、指先まで幸せが行き届いてむずむずする。

　藤堂は周囲の景色を眺めるように歩いていく。どんなに視線を集めようと、気にする素振りもない。繋いだ手を隠すことなく、堂々と歩を進める。

（今日だけでも彼の隣が似合うといいな）

　ちらりと彼を見遣ると、不意に目が合った。

「美央がそんなにかわいくお洒落してくれるなら、俺ももう少し気を使ったほうがよかったな」

「礼人さんも素敵ですよ？」

「ありがとう」

　悩みに悩んだ服装も褒められたうえ、かわいいと言われると気恥ずかしい。わずかに俯きつつも、待ち合わせからずっと感じていた気持ちを、美央も返す。

「……私は、ほかの女性に礼人さんを見せたくないです」

「そんなことを言われたら、今すぐ抱きしめたくなるなぁ」

「えぇっ!?」

「ははは、冗談だ」

　彼の独占欲を言葉にされると、心が満たされるような気がする。ふとしたことで切なさの隙間を上手に埋めてくる藤堂に、何度惚れ直すのだろう。

　五分ほど歩いてカフェに入った。

「そういえば、よく私がパン好きだってご存じでしたね」

　藤堂がランチに連れていってくれた店は、美央が以前から行きたいと思っていたベーカリーレストランだった。人気店で予約が取れず、いつか行けたらと思っていたので、美央はますます上機嫌だ。

「会社でよくパンの話してるよね、三杉さんとかほかの秘書と」

「どうしてそんなことまでご存じなんですか!?」

　藤堂の耳に入るはずがない秘書同士の雑談だった。それをどういうわけか知られていたので、美央は驚きを隠せない。

　そんな美央の反応に、彼はゆっくりとコーヒーカップを傾ける。

「興味の問題だよ。美央も、これから俺のことをたくさん知ってくれたらいい」

　藤堂が何気ないことを知っていてくれただけで、とても嬉しい。秘書として、時には都合のいい恋人として求められているだけに、些細なことでこんなにも気持ちが晴れてしまう。

「私も礼人さんの好きなもの知ってますよ。会社の下にあるカフェのソイラテと、駅前のステーキハウスのサーロイン。あとは会社の近くの洋食店のサイコロステーキ、デパ地下の生クリーム倍盛フルーツサンド、それから会食で行くお鮨屋さんの締めで出される鯛茶漬け」

「ご名答。でもあとひとつ、大切なものを忘れてるよ」

「あとは……」

　ほかに藤堂の好物があったか記憶を探る。すると、不意にテーブルに置いていた手をキュッと握られた。

　藤堂が愛でるように、親指で撫ぜてくる。春風のような穏やかな微笑みで、彼が言うあとひとつが自分を指しているのだと察した。

（礼人さんが永遠に私のものになればいいのに……）

　美央は似た温度の笑顔を返しつつ、切なさをまた新たに抱えた。

　店を出ると十五時を過ぎていた。他愛ない会話を楽しみ、時々仕事の話も交えながらのんびりしていたら、時が経つのはあっという間だった。

　しっかりと指を絡めてくる藤堂の手の美しさは、何度でも見惚れてしまう。通りすがりに数名の男性が歩いてくると、それとなく引き寄せられて、美央を守るようにしてくれた。

　ちらりと見上げれば、必ずといっていいほど目が合う。彼は何事もなかったように歩いているが、美央はドキッと跳ね上がった鼓動と頬の熱さを隠しきれない。

「前から思ってたんだけど、本当に美央ってかわいいところあるよね」

「え？」

「仕事の顔しか知らなかったから、目が合っただけでそんなに嬉しそうにしてくれるとドキドキする」

　長身を見上げると、美央にだけ向けられる微笑みが返された。前髪を下ろして眼鏡をかけ、スーツとは違う色気を漂わせる彼の魅力に翻弄されっぱなしだ。微笑みも視線も、なにもかも独占したくなる。

「礼人さん」

　車に戻ったところで、助手席に乗り込む前にそれとなく呼びかけたが、言葉が続かない。

「なに？　どうした？」

　黙ったままでいると、彼は不思議そうに小首をかしげる。それでも美央が見つめ続けると、次第に長身から影が落とされ、顎先に美しい指がかけられた。

「美央」

　その指先に導かれるようにゆっくり顔を上げると、スローモーションのようなキスが待っていた。

　どうして彼は心の中を読めるのだろう。欲しいもののその先をくれるのだろう。こんなに甘い思い出ばかり増やされたら、片想いの諦めがどんどん悪くなる。

「んっ……」

　行き交う人の視線など気にする様子もなく、藤堂はより深く唇を奪ってくる。

　いい大人が白昼堂々人前でキスをするなんて、非常識だと思われているだろう。

　しかし、そんなことはお構いなしに堂々とキスをしてくる藤堂に、美央はまたしても心を掴まれてしまった。品のいい専務のイメージからは想像をはるかに超える大胆さに、予想も期待もすべて裏切られて、ますます彼の虜になるしかない。

　柔らかくて淫らに食んでくる彼の唇が、ゆっくりと離れていく。長いキスの間にまた恋に落ちているなんて、彼は知らないのだろう。

「今のは、美央のせいだからな？」

「私？」

「かわいく見つめられたら、抑えられなくなる」

　不意打ちのキスは片想いに火をくべるだけなのに、彼に求められたくて許してしまう。

（都合のいい恋人だからできることってあるよね……。本当に大切な恋人には人前でキスなんてしない気がする）

　何度心をときめかせても、靡いてくれない。幾度絶頂を迎えさせられても、手に入らない。心から好きだと言っても、いずれ離れていく。こんなに切ないことがあるだろうか。

　車に乗り込むと、またふたりきりの世界に閉じこもったみたいだ。世の中のすべてから離れ、たったふたりで過ごすこの空間は、心の中まで見透かされそうなほど彼をより感じる。

「どうした？」

　だからなのか、キスをしたのになんとなく浮かない美央の様子に、彼は気づいたようだ。

　やっぱり都合のいい恋人なんて、自分を傷つけるだけだ。この関係を終わりにしたいと言ったら、彼は別の相手を見繕うのだろうか。それも嫉妬に駆られそうだが、普通に考えれば、関係を終わらせて前に進むほうが健全ではあるだろう。

「美央、なにか言いたいことがあるなら言って」

「……はい」

　一緒にいられるだけでいいだとか、関係がどうであれ幸せと納得することが、容易でないことくらいはわかっていた。

　結局、長く続けた大切な片想いを終わらせたくなかっただけだ。いずれこんな時が来ることも、最初からわかっていた気がする。

　美央は深く息を吸ってから決意した。手元に落としていた視線を藤堂に向け、まっすぐに見つめる。

「今日のデート、誘ってもらえて嬉しかったです。それに、礼人さんは私が喜ぶことを自然としてくれるから、本当に楽しくて幸せで」

「俺もすごく楽しいし、久しぶりに充実した週末を過ごせてるよ。でも、本当にそう思ってるなら、どうしてそんなさみしそうにするの？」

　ふんわりとした柔らかな微笑みは、片想いの胸の奥を締め付ける。

「もうプライベートで会うのは終わりにしたほうがいいのかな、って……」

「どうして？」

　ずっと抱えてきた想いを吐露したが、彼は柔らかい口調で訊いてくる。そんなところも好きだ。

「礼人さんと初めて過ごした夜、いつまでも好きでいる覚悟をしました。なにがあっても礼人さんを嫌うことはないし、一緒にいられるだけで幸せだと思いました。……だけど、実際は覚悟なんて全然できてなかった」

「俺と一緒にいるのが嫌？」

　美央はかぶりを振って答える。さらさらと靡く髪の先まで彼への想いが詰まっている。身体にも記憶にも彼が刻まれていて幸せなのだから、一緒にいるのが嫌だなんて思ったこともない。だが、これからも関係が平行線なら、待ち受ける未来が幸せである可能性はないだろう。

「今日まで私は礼人さんのお役に立てたでしょうか」

「えっ？　それは秘書として……って意味ではないよな？」

　いよいよわからないといった様子で、藤堂がわずかに眉をひそめた。

「私、礼人さんに本当に愛されたいんです。縁談から逃れるための都合のいい恋人では、この想いは収められません。なので、いつまでも私が片想いをしてご迷惑になるようなら、いっそのこと振ってください。それでも私が都合のいい恋人を続けるべきなら、気持ちの整理がつくまで少し時間をください」

「美央、どうしてそんな……。いや、やっぱりそういうことか」

　はぁーっと、彼が重いため息をついた。美央も彼を見つめていた視線を落とす。

　毎日与えられてきた藤堂の虜になる甘い毒で、心の奥まで侵食されていると強く自覚する。本音を言えば、どんなに切なくても彼といたい。けれど、一緒にいればいるほど苦しくなる。

（そんなことを今さら言うのかって呆れられたのかな。もう戻れないって言われて受け入れたのは私だもの）

　すると、膝に置いていた両手をギュッと握られた。

「俺、そんな最低な男じゃないから。都合がいいだとか、迷惑だとか……。どういうつもりで俺に抱かれたの？　何度も抱かれて、本当は嫌だったんじゃないか？」

「そんなことないです。だって、私から告白したんですから」

「俺も、いつかは告白しようと思っていたんだ。だからあの夜、伝えたつもりで……。俺は、美央が秘書になった頃から惹かれていたんだよ」

　思いもよらない藤堂の想いを知って、悲しみの淵にいた美央は吃驚した。しかし突然のことでピンとこない。美央が秘書になった頃といえば、およそ五年前だ。その当時から美央は彼に想いを寄せていたが、彼からそういった感情を感じたことはない。

　状況を理解しようとする美央に、今度は彼がまっすぐに視線を投げた。

「まさか美央が俺を好いているなんて、思いもしなかったんだ。それに、美央の今の仕事への思いを理解しているからこそ、関係が近すぎる故に、ずっと踏み出せなかった。いつか諦めるしかないんだろうなって思っていた矢先、美央に想いを告げられたんだよ」

「あの夜、礼人さんが言ってくれた気持ちが、私と同じだったなんて……」

　美央は驚きと喜びが混ざった涙を浮かべた。まさかのことに現実味がないが、涙を拭う彼の指のあたたかさに、また瞳が潤む。

　そして、彼の本当の想いに気づかずにいたことを悔やんだ。やり直せるなら、告白をして初めてひとつになったあの夜に戻りたいくらいだ。

「礼人さんの気持ちを知らなかったとはいえ、誘うような真似をして、勝手に誤解して思い込んでいてごめんなさい。……礼人さんがそんなことをする方ではないと、わかっていたはずなのに」

「謝らないで。架空の見合い話で振り回したし、誤解させたのは俺の言葉が足りないせいだ。苦しい思いをさせて、本当にすまなかった」

　初めてひとつになった夜も、セックスの合間に言ってくれた「好き」も、ほかの男性に触れられただけで向けられた嫉妬も、触れる唇の優しさも、甘い視線や優しい声色も、今も感じる繋ぐ手のぬくもりも、今日のデートも。なにもかもが本物だった。

　至近距離で視線が絡み合う。波の音と行き交う人たちの声が遠く感じる。静まり返る車内で、彼の魅惑的な瞳に捕らわれていく。

　そのうちに唇が塞がれ、吐息が漏れた。

「これからもずっと俺の隣にいてくれるね？」

「はい。礼人さん、大好きです」

「俺も美央を真剣に想ってるよ。愛してる」

　キスをしている様子を誰に見られようと気にせず、ふたりは思いのままに唇を重ねた。

（本当に恋人になれる日が来るなんて……）

　キスの合間に薄く目を開けてみると、長い睫毛が影を落とす彼の端正な表情にうっとりと見惚れてしまった。唇を食む柔らかい感触も、肌にかかる吐息も、彼のすべてに恋をしている幸せに浸る。

「盗み見は禁止」

　美央の視線に気づいた藤堂が、大きな手でうなじを掴んでくる。奪うようなキスに逃げ場はない。

　お互いに気が済むまでくちづけを交わし、ようやく車を出した。

　赤信号になれば、どちらからともなくまたキスをして、見つめ合う。とびきり幸せで心が満ちていた。

　海沿いの街から都心へ戻る車中、徐々に空が西日に染まり、夜を迎えようと街が煌めいていく。

「夕食だけど、よかったら俺の家で食べない？　スーパーで食材買って、ふたりで作るのも楽しいかなぁと思うんだけど」

「でも……私、そこまで料理上手ではないと思います」

「大丈夫。俺も大したものは作ったことないし、気取った料理は外食で楽しめばいいと思うよ」

「……そうですね。では、礼人さんのおうちにお邪魔します」

　たしか、デートに誘われた時にそんな話をしたことを思い出した。運転中の彼に視線を投げると、眼鏡の向こうから穏やかな微笑みが返された。彼の好物は知っているが、口に合うように作れるか一抹の不安は残るものの、彼の家に行けるのは一歩前進だ。恋人だからこそ許される場所への招待に、美央は密かに胸を高鳴らせた。




　都心の高級住宅街を行く車窓には、天に向かって聳えるような高層マンションや敷地の広い戸建てばかりが映る。緩やかな坂道を上った先、藤堂の自宅に到着した。周囲の建物とは別格の、瀟洒な佇まいの低層マンションだ。

　駐車場で車を降り、直結のエントランスから入る。先を行く彼が途中で買い物をしたスーパーの袋を持ってくれた。ロビーで出迎えたコンシェルジュに目礼し、エレベーターホールへ向かう。

（……なんだか緊張しちゃうな）

　不慣れな高級マンションの雰囲気に圧されつつ、堅牢なセキュリティを抜け、最上階でエレベーターを降りた。各階一世帯のプレミアムマンションは、ほかの住人と顔を合わせることも少なそうだ。

　パンプスを揃えて玄関に並べ、用意されたスリッパに履き替える。彼のあとについて進んだ廊下の先は、ダイニングとキッチンがあった。ゆとりのあるアイランドキッチンはとても清潔に保たれていて、作り付けの収納棚とステンレスシルバーの大型冷蔵庫、ワインセラーまである。

　買ってきた食材を一旦テーブルに置いて、藤堂がリビングに繋がる引き戸を開けた。

　とても広いリビングからは、近隣の公園の緑の向こうに高層ビル上階のネオンが広がる。周囲を遮るものがないので、明るい時間は日差しが心地よさそうだ。大きな窓が額縁のようにも見える。室内もＬ字型のゆったりとしたソファと洒落たテーブル、壁掛けテレビにオーディオセット、本などを収納しているラックなど、モデルルームのような雰囲気で生活感はあまりない。

「開放的でいいお部屋ですね」

「それが気に入ったんだ。春は桜が見えるし、季節の移り変わりが楽しめるよ。美央さえよければいつでも遊びに来て」

「いいんですか!?」

「恋人なんだから当然だよ。今度からは仕事の後、こっちに帰ってきてくれてもいい」

　藤堂がなにげなく美央の手を取った。手のひらに触れた硬くて冷たいものに視線を落とす。

「この部屋の鍵。持っておいて」

「はい」

　恋人になれた実感に美央が顔を綻ばせると、彼はそっと髪を撫でてくれた。大丈夫と安心させてくれるような重みとぬくもりで、長く不安だった心が凪いでいくようだった。

　一緒にキッチンに戻り、料理の支度をする。ふたりで決めたメニューは豚の生姜焼きと根菜の味噌汁、グリーンサラダだ。豚の生姜焼きは彼の好物だというので決まるのは早かった。

　米櫃から三合分を量って研ごうとしたら、ボウルを持った彼に止められた。

「美央はほかのことやって。夏場じゃないから、水が冷たいだろ」

「え、でも」

「女の子は身体を冷やさないほうがいい」

　そんなことまで気遣ってくれる彼の優しさに、美央は思わず後ろから抱きついた。

「なに？」

「礼人さんの優しいところ、大好きだなぁと思って」

「そう？」

　米を研ぐ彼の手つきに見入る。それに背中があたたかい。陽だまりのような心地よさにいつまでもこうしていたくなるが、炊飯器をセットするタイミングで離れて、大根や里芋の下処理を始めた。キッチンに包丁の音が響く。

　根菜に火が通るまでの間、ビニール袋に豚肉や下味の調味料を入れて揉み込んでいると、藤堂が手元を覗いてきた。

「へぇ。そうやって作れば効率がいいのか……」

「時短テクです。母から教わったんです。たとえば朝のうちにこのまま冷蔵庫に入れておけば、夜には焼くだけで味の染みた生姜焼きが食べられるんですよ」

「なるほどな。洗い物も減るし、匂いも手につかないしいいね。今度作る時は真似してみよう。俺は、サラダのドレッシングを作ってみたんだけど、味見してみて」

　スプーンが口元に運ばれてきたので、少し舐めてみる。

「爽やかでいい味です」

「すだちを少し絞ったんだけど、足したほうがいいかな？」

「これくらいでいいと思います。あまり爽やかになりすぎても」

「よし、ドレッシングはできあがり」

　隣で試行錯誤していたが、懸命に作ってくれたらしい。市販のものではなく手作りドレッシングにしたのは、きっと彼のこだわりなのだろう。

　しばらくするとご飯が炊きあがったので、豚肉を焼き始める。香ばしい脂の匂いに食欲がそそられる。ふと振り返ると、いつの間にかダイニングテーブルにカトラリーなどをセットし、おしぼりまで彼が用意してくれていた。

「っ！　熱っ！」

　目を離していたら、フライパンから油が跳ねた。左の薬指が熱い。

「大丈夫か？　早く冷やそう」

　藤堂が急いで美央の手を冷水に当てる。

「ちょっとこのまま待ってて」

「はい」

　調理途中のフライパンの火を消し、リビングから救急箱を持ってきてくれた。

「これくらい大丈夫ですよ」

「だめだ、少しでも痕が残ったらどうするんだ。……少しは冷たくなってきたな」

　水を止め、冷えた指に小さな保冷剤が置かれ、包帯で固定される。

「冷たくてつらいだろうけど、あと少しだけ我慢して」

「でも……」

　まだ調理途中だ。生姜焼きも仕上げたいし、サラダに沿えるトマトやキャベツを切らなくては。

「後は俺がやるから。美央は指示してくれる？」

「……はい」

　隣に立とうとしたら、背後に促された。

「また火傷したら大変だから後ろにいて」

「礼人さんこそ、火傷しないでくださいね」

　彼の言葉に甘えて広い背中に隠れたが、菜箸やフライパンを持つ美しい手を案じる。美央にとっては藤堂の手のほうが大切だ。

　そろそろひっくり返していいかと訊かれて、ひょこっと横から顔を出した。

「美味しそうな焼き色がついたら、ソースを回しかけてください。跳ねるので注意です」

「了解」

　ジューッと焼ける音とソースの香りが立ち込める。彼はフライパンの蓋を盾のように構え、こちらに跳ねないようにしてくれている。

「音が静かになったら火を消して、できあがりです」

　支度ができたところで保冷剤を外し、念のためと薬を塗られた。自分でもここまで丁寧に手当てしたことがないので、彼の気持ちが伝わってくるようだ。それに、片付けやコンロ回りの掃除まで済ませてくれた。彼にどれほど想われているのか、心の温度を感じられるようだった。

　テーブルを挟んで向かい合って座る。

「美味しそう！　それに、盛り付けがおしゃれ……」

「いろんな店で見た盛り付けを思い出してやってみたんだ」

　千切りのキャベツが小高い山のようにふんわりと盛られ、生姜焼きは半分に折り返してあって立体的だ。トマトの櫛切りも花が咲いたように放射状に盛り付けてある。

「なるほど……。私も次から勉強します」

　いただきます、と言ってから箸を持つと、藤堂は薄切りレモンが浮かぶカラフェから、水を注いでくれた。

　火傷をしたせいで途中でバトンタッチしたが、おかずもご飯も美味しくできている。すだちの風味が爽やかなドレッシングをかけたサラダは、とてもさっぱりしていて美味しい。いろいろな店で外食をしてきた彼だからこそ作れる、絶妙なバランスだ。

　彼も味噌汁を飲んでから、肉に箸をつけた。咀嚼する間、目を丸くしてこちらに何度も頷いてみせる。

「うまい！」

「本当ですか!?」

「うん。生姜焼きのソースの味付けが抜群だよ。味噌汁もいい味だし、美央の手料理、また食べたくなるなぁ」

　パクパクと大きな口で食べる彼を見ていると、とても幸せな気分だ。

　以前から料理教室に通っておいてよかった。食べてくれる人がいるとモチベーションが上がる。それに、彼とキッチンに立つのはとても楽しかった。

「また時間が合えば、一緒に料理したいです。ドレッシングのバリエーションを増やしても楽しそうだし」

「うん。俺も美央からいろいろ教えてもらいたい」

　お互いににっこりと微笑み合うだけで、幸せがひとつ増える。

「今度、私の一番の得意料理作りますね」

「肉料理？」

「スパイスをたくさん使ったこだわりのタンドリーチキンです」

「じゃあ俺はそれに合いそうなワインでも探してみようかな」

　大好きな彼と何気ない話をしながら、一緒に作った料理を味わう。彼の綺麗な手元の所作や、大きく口を開けて頬張るご飯の湯気まで、なにもかも幸せに満ちたひとときを堪能できて満足だ。

　どんなにありふれた光景も、美央にとっては半ば諦めながら追いかけていた恋が実り、報われない関係になっても想い続けた先の、憧れの時間だ。

（今日のこともずっと忘れないだろうな。デートの途中で誤解が解けて、彼の家で料理をして、火傷した指を丁寧に手当てしてもらって……）

　五年分の想いを包み込み、偏愛も受け入れ、ありのままを愛してくれるのは藤堂しかいない。

　この恋はふたりだけのもの。過去もこれからも、かけがえのない今を大切にしたい。

　そう思うと、過去のつらい記憶がふとよぎった。

「どうしたの？」

　美央の表情がどことなく曇ったのを察したのか、藤堂が気にかけてくる。だが、過去の恋人の話など普通は聞きたくないだろう。美央は首を振ってなんでもないとごまかした。

「言いたいことがあるなら言って。美央のことならどんなことでも知りたいし、ひとりで抱えていることがあるなら、俺は力になりたいと思うよ」

　隠し事のない関係になりたいと言ってくれた、最初の夜を思い出した。

「……実は、学生の頃お付き合いしていた彼とのことがずっと引っかかっていて」

「なにかあったのか？」

「……手への執着を否定されたんです。そもそも他人に理解されなくてもいい部分ではあるってわかっているんです。でも、思い切り気持ち悪がられてしまって……。そのままお付き合いを続けるのも苦しくなるだけだから、私からお別れしたんです」

　そうか、と相槌を打つ藤堂はカラフェから水を注ぎたし、ひと口含んだ。

「彼は引き留めなかった？」

「はい。そういう性的嗜好がない女性がいいとはっきり言われました。私も、理解してほしいとは言わないけれど、違いや好みを受け入れてくれる相手がいいと伝えて、お互いにそれっきりです」

「歩み寄ることもできなかったわけだ」

「……でも、礼人さんは受け入れてくれたので嬉しかったです」

「受け入れるもなにも、それも美央の一部だろ？　俺が傷つけられるようなことならまだしも、愛されるんだからいいと思うけどな」

　藤堂は穏やかに微笑んでくれる。これからもこの人についていきたい。この男性に似合う女性でありたい。心からそう思わせてくれる彼に、美央は改めて救われる思いだ。

「美央も俺も過去の経験があって、お互いに今は大切な人になった。俺は美央の過去にいる誰よりも幸せにするつもりだよ」

「私も、一緒にいて幸せだって思ってもらえるようにします」

　隠し事をしない誠実さと、言葉を尽くそうとする優しさに、美央は等身大の自分を受け入れてもらえる幸せを嚙みしめた。

　食事を済ませ、洗い物は食洗器に任せた。コーヒーを淹れ、広いリビングのソファに並んで腰を下ろして寛ぐ。たったそれだけでもつい笑みが零れ、時間を追うごとに、本当に恋人になったのだと実感が湧いてくる。

　そんな美央の頬に、藤堂はキスをしてくれた。そして、自然と手を繋ぎ、美央の心を満たそうとしてくれる。

「もう火傷は平気？　痛みはない？」

「大丈夫です。水膨れにもならずに済みそう」

「それならよかった」

　藤堂の手当てのおかげでひどくならず、すっかり元通りだ。手を繋いでもらえるのが、なによりの特効薬だと思う。

　優美なイラストを施したクッキー缶から、バターサブレを摘まむ彼の手に目をやると、藤堂がふっと微笑んだ。

「そういえば、美央って匂いを嗅ぐのも好きだよね」

「いい匂いには引き寄せられませんか？」

「わかるけど、なんていうか……美央のは危うい」

「え？」

　たしかに彼の首筋に鼻を寄せ、夢中で堪能していたあの夜は、傍から見たら多少怪しく映っただろう。

（でも、あれは相手が礼人さんだったからで……）

　彼以外の香りには惹かれないと断言できる。むしろ、藤堂の香りのほうが危ういと思うのに。

「ほかの男に持っていかれちゃうんじゃないかって、不安になるよ」

「そんなことありえません！　礼人さんに出会ってから、礼人さんだけをずっと想ってきましたから。私の気持ちも信じてください」

　美央が断言するも、藤堂はゆったりとコーヒーカップに口をつけて、なにやら思案しているようだ。

　一途に彼だけを想い続けてきたことは、美央にとって自信のようなものでもある。何年も想い続けるのは相当なエネルギーが要るし、想いが成就する可能性が低くとも、礼人に恋をしている自分が好きだったと思う。

「じゃあ、証明してくれる？」

　彼が意地悪な笑みを浮かべる。

　どんな言葉で五年間の片想いを伝えよう。彼の強い独占欲は意外だったが、これも好きなところのひとつだ。求められていると感じるのは恋愛の醍醐味だし、ほかの女性には見せない一面なのだと思うと擽ったい気持ちにもなる。

「……礼人さんのそういうところ、好きです」

「そういうところって？」

「私を求めてくれるところです」

　迷いなく返事をすると、藤堂が鼻先を掠めてくる。吐息の交わる距離で必然的に主導権を奪われ、雰囲気に飲み込まれていく。

「ほかには？」

「綺麗な手」

　藤堂の好きなところならいくらでも挙げられる。だが、妖艶な瞳とキスをお預けされているような状況にときめく心が疼いてたまらない。

　見つめ合っていると、唇がわずかに触れた。バターとコーヒーの香りが移されたようで、つい唇を舐める。

「それから？　教えてよ、美央」

　話そうとしたらまたキスを落とされた。今度は味わうように唇が嬲られる。

「ほら、言って」

「ふっ、んぁ……あや、とさん」

　こんなふうに意地悪なところも、熱い舌も好き。藤堂礼人そのものが愛しい。今日だけで何度キスをしたかわからないが、心地いいくちづけに唇から溶かされるようだ。

「や、んっ」

　ニットの上から乳房をやんわりと揉まれ、甘声を漏らす。藤堂の顔つきには、すでに香り立つような妖艶さが漂っている。

「俺の手、好きにしていいよ。美央のものだからな」

　差し出された彼の手は、さらさらで荒れのない綺麗な肌をしている。小指から順に指先にくちづけて、爪の形をたしかめるように撫で、指のラインに沿って舌を這わせる。骨が浮き出た指の付け根も、肉厚な手のひらも、舐めているうちにだんだん淫らな気分が煽られてきた。

　いつか触れてみたい、一度でいいから愛されてみたい──人知れず邪な気持ちで見てきた美しい藤堂の手がなすがままに濡れていく光景は、何度でも恍惚としてしまう。

「あ、はぁっ……んっ、あ」

　舐めているだけなのに、零れてくる愛液が止められない。羞恥を隠せない身体が、密かに疼きだす。思わず甘えた声で喘ぐと、数分ぶりに彼と目が合った。

「気持ちいいよ、美央。もっと舐めて」

　偏愛を受け入れてくれた彼の言葉に、欲望の箍が外れた。

　中指を咥えて、舌を絡めてみる。長くて喉の奥まで届きそうな長い指にしゃぶりつけば、自ら快感を呼び起こす行為に、ショーツの船底が泥濘み始めた。

　彼も美央の胸を丹念に撫で回しているが、服の上からで直接はなかなか触れてくれない。焦らされているようで、ますます身体が敏感になる。

「んっ、んっ……んふぁっ」

「……いやらしくてかわいいなぁ」

　たまらない様子の藤堂に上目遣いで答えれば、人差し指も追加されて二本を同時にしゃぶらされる。彼のペースで指が抽挿され、纏わりつく唾液が垂れないように飲み込んだ。

（なんか、これって……）

　まるで藤堂のモノを口淫しているようだ。おのずと陰部がますます湿り気を帯びる。

　ようやく彼の指が引き抜かれた。

「これ以上は俺が持たないな」

　藤堂が満足げに微笑むと、その指がニットの裾から侵入し、ブラのカップを引き下げた。

「やあぁ……っ！　あっ、んんっ」

　すでに硬くしこっていた乳首が嬲られて甘い嬌声を漏らすと、感じている様子を眺められる羞恥に耐えられず、つい天を仰ぐ。

「んぅ、あっ」

　真っ白な首筋に落とされたキスで声が上ずった。そのままニットが捲り上げられ、リビングの煌々とした明かりの下に白肌が晒される。やはり裸は何度見られようとも慣れるものではない。

「……美央、好きだよ。美央の悦いところは全部俺で染めてあげる」

　藤堂の熱い唇が胸元を弄ってくる。谷間を舌先が滑り、左の丘を登って頂点を転がす。濡れた乳首に吸いつかれると同時に、右の頂点もキュッと摘ままれた。

「あ、っん、あぁ……やあぁっ！」

　淡い快感を与えられた美央は息を弾ませ、潤んだ瞳で彼を見上げる。

「そんな濡れた目で見られたら、箍が外れるよ。今夜こそ手加減なしで抱きたくなる」

「……えっ？」

　まさか、まだ序の口だと言うのだろうか。

　あわあわとしている間にも身に着けていた衣服がソファの背に掛けられ、ショーツまでもあっさりと脱がされてしまった。藤堂も一気に衣服を脱ぎ捨て、雄々しい姿を晒す。未だに目のやり場に困る色気のある体躯に戸惑っていると、わざと音を立てて唇が重ねられた。

「ようやく心から想いが通じあったんだ。存分に愛したっていいだろ？」

　すれ違っていた間、彼も悩みながらも向き合い、想い続けてくれた。その気持ちに応えるなら、今夜ほどぴったりな夜はない。

「美央」

「なに？」

「大好きだよ」

「私も大好きです」

　目を細めた柔らかい面持ちに、心がまたあたたかくなる。美央から抱きつくと、彼もゆったりと抱きしめてくれた。肌と肌が触れただけで心地いい。唇が幸せで溶けてしまいそうだ。

（もっと触れてほしい。礼人さんのすべてを感じたい。もうどうにでもしてほしい……）

　キスの温度に羞恥すら麻痺して、大胆にも自ら彼の膝の上に乗って甘える。すると、その願いはすぐに叶えられた。

　胸を愛でられ、乳首の先を擦られて甘えた声が漏れる。彼の手は腰のラインを伝い下り、臀部の丸みをたしかめてから内股に忍び込んだ。

　溢れた蜜で潤んだ淫窟に、指先が容易に埋まる。隘路が飲み込もうと収縮して、蜜口を探る彼の指先を招き入れた。

「美央のここ、熱くてとろとろになって気持ちよさそう。でも、美央はもっと奥が好きだよな」

「あ、あぁっ……ん」

　探るように肉襞を掻き分けて、長い指が奥まで入ってくる。指の根元まで埋めてから引き抜き、再び侵入を試みたときには、三本も挿れられた。その圧に臍のあたりが窮屈に感じる。それに、いいところをわざと外して愛撫されているようで、求めるばかりに媚肉が締まり、一層彼の指を咥えて離さない。

「礼人さん、もっと」

　もっといいところに欲しい。局部を愛でる彼の手を見下ろしたら、先ほどから下腹に当たっていた彼の陽根が、ねだるようにこちらを見上げていた。

（私も触りたい）

　手を伸ばし、欲望の先端を撫でる。

「っ……美央」

　緩やかに指先でしごけば、鈴口から溢れるものがあった。

「礼人さんのも、熱い」

　剛直の温度に彼の欲望を感じて嬉しい。余裕を感じられた藤堂の表情にも、甘やかな皺が眉間に刻まれる。隘路を行き来する彼の指にできるだけリズムを合わせて、美央も手を動かす。

　どちらからともなく唇を重ね、絡めた舌の感触に酔いしれる。見つめ合う視線の熱が、五感まで蕩けさせるよう。

「ごめん、美央」

　キスの合間に呟く彼が、深く息を吐く。

「──もう我慢できない」

　蜜窟の浅瀬にあてがわれた剛直が、獣のように牙を剥く。

「あっ、やっ……んん！」

　圧倒的な熱量に蜜口が大きく開かれ、隘路が戦慄いた。

　これまでとは違う雄根の感覚に、美央は目を見開く。隔てるものがない藤堂の感触が生々しい。

　彼に抱きつくものの、臀部を鷲掴みにされ、突き上げを受け入れるように導かれる。奥をなぞるような突き上げで愛液がさらに溢れ出た。

「だめ……っ、あぁっん」

　肌がぶつかる音に混じって、いやらしく聞こえる粘着質な音が淫靡な気持ちを誘う。

　彼の肩には美央の指の痕や、爪が食い込んだ痕がくっきりついてしまった。

「あや、とさんっ、肩」

「平気。そのまましっかり抱きついてて」

「んぁ、やっ、あっ、あっあっ……」

　おもむろにソファから腰を上げた藤堂が、繋がりを解くことなく美央を抱きかかえて歩き始めた。一歩進むたびにいいところに当たって嬌声が漏れる。硬く主張する淫粒も擦れて耐えられそうにない。ところが豪勢な間取りの彼の家は廊下も長く、ベッドはまだ先だ。

「美央、頑張って掴まってて」

「ん……んっ！」

　彼が美央を抱え直すと、ぐっと深く挿し込まれて隘路が収縮し、美央が求めるように彼の腰に両脚を絡めれば一層深度は増す。今にも達してしまいそうだが、淫靡な吐息を漏らしながら歩く藤堂が愛しくて、彼の首筋に鼻先を寄せた。

「ふふっ。また匂い嗅いでるだろ」

「っ、だって……っ……あっ、ああっ」

「こうしたら、すぐいきそう？」

「んんっ！　あっ、ふぁぁっ！　い、くっ、ああっ、やっ」

　足を止めた藤堂がいたずらに律動するので、本当に達してしまいそうだった。寸止めに悶える結合部からは、グチュグチュといやらしい音を立てて愛液が零れ落ち、廊下を濡らす。

「いじわるしないで……」

　涙目の訴えに、彼はキスで返事をくれた。

　ようやく寝室に入り、大きなベッドに横たえられた。キスを求めるや否や、唇が優しく食まれる。

　身体の芯を穿つ藤堂の熱が愛しい。一瞬たりとも彼と離れたくない。このまま果ててしまいたい。

　本能的に両脚を彼の腰に回して引き寄せる。

「俺もこのまま最後までしたいけど、そうもいかないからな」

　しかし、藤堂は上体を起こして離れてしまった。

　美央もわかってはいるのだ。常識的にも互いのためにも、そうするほかない。

　それでも、ようやく掛け違えていた心のボタンが揃って、切ない想いを抱えることなく、美央のすべてで彼を愛せるのだと思うと、このままでいたくなる。

　引き抜かれた陽根は、美央の愛液をいやらしく纏っている。彼は手早く避妊具をかぶせ、再び美央の秘所を探り始めた。抵抗なく滑る陽根の先が、蜜壺を浅く抉ってから、期待をしたいやらしい蕾を嬲り上げた。

「んんっ、あっ」

「ナカじゃなくて外でいきたい？」

　コリコリと淫粒が転がされて、腰が浮く。

「あぁ、指のほうがいいか」

　泥濘んだ蜜壺で愛液を絡めた指先で弄られると、たまらず新しい蜜が溢れる。

　身体の一点、小さな粒だというのに、そこを藤堂の指で嬲られると、まるで全身を愛撫されるかのよう。愛液で滑る指は気まぐれに摘まんだり、弾くように転がしたり、淫粒を弄び続ける。

「あっ、礼人さんっ、や、あっ！」

「あぁ……美央、締め付けすぎ。俺が先に果てそう」

　淫らに濡れた蕾を転がしながら、美央の隘路を穿つ彼も、たまらない様子で天を仰ぐ。

「美央の感じてる顔、仕事中に思い出しそうだ」

「っ……！　専務の、えっち……っ、やぁ」

　力なく言い返せば、いいところが抉られる。媚肉をゆったりと嬲りながら美央の弱点を確実に愛で、高みへといざなう。

「あぁ、そうだ」

　すると、思いついたように彼が言う。

　急ブレーキを踏んだように律動は緩やかになったが、今度は肉襞を一枚ずつ丁寧に撫でられるようで、美央の締め付けはきつくなる。

「俺は関係を公にしてもいいと思ってるけど、どうしようか」

「ん、あっ……あ」

　訊かれても口を衝くのは嬌声ばかり。そうとわかっていたように、藤堂が妖しく微笑んでみせる。こういう意地悪な彼も好きだ。

（ふたりのことは進んで仕事に持ち込みたくはないかな……。隠すわけでもなく、これまでと同じようにできたらいい）

　ふたりの関係が深くなっても専務と秘書であることには変わりない。それは周囲の人たちにとっても同じだ。それに──。

「礼人さんは、公私混同しない、って……」

　額にじんわりと汗をにじませつつ、抽挿を続けていた藤堂がふと動きを止めた。

「それは、美央を諦めるためにそうしてただけ。でも今は隠す必要もないと思ってるよ」

「私は今まで通りがいいです。肯定も否定もせず、自然な流れで知られる分には構いません」

「わかった。そうしよう。でも、俺が時々妬いても許して」

　先日の会食後、連れ込まれたホテルの部屋の時間を思い出した。

　──指一本たりとも、ほかの男に触れさせてはいけない。

　想像以上に嫉妬の炎をありありと灯す藤堂は、ずっと美央だけを求めていた。ほかの誰かに触れられるなんて心配は無用なのに。

（もしかしたら、初めて身体を重ねた日も、その次も……）

　彼はいつだって余裕たっぷりに見えていたけれど、実はそうではなかったのかもしれない。ベッドでは美央を積極的に攻め、散々啼かせながら奥の奥まで突き上げた激しさは、都合のいい関係だからこそと思っていたが、その欲望が独占欲からくるものだったとしたら。

　今、互いのすべてでひとつになろうと尽くす彼が本当に愛しい。

「……礼人さん、愛してます」

　美央は心から溢れたように呟く。

「俺も美央が愛しすぎて、どうにかなりそうだ」

「ん、あっ……」

　最奥を狙って穿つ彼の瞳が、美央の心まで捉えて離さない。

「指も舐めて」

　おもむろに差し出された美しい指を、美央は両手で大切に持って口に含む。

　好きに舐め回せば、漏れる声が止められない。彼の灼熱も淫窟で爆ぜようと存在を増すばかり。

「あ……っんっ、……礼人さんっ、だめ」

「俺も」

　彼も絶頂が近づいているようで、苦しそうな表情で答えるものの、律動の腰使いは容赦ない。肌が打ち付けられる音と、美央の愛液が絡みつく音、藤堂の指をしゃぶる音が淫靡なメロディーとなって響き渡る。見つめ合って吐息を交わせば、言葉がなくとも愛を感じた。なにもかもがふたりの想いを一層高みへといざなっていく。

　耳元で喘ぐ彼の声で聴覚まで支配され、きつく雄根を締め付ける。

「っ、あ、んっ……っあぁっ!!」

　最奥まで激しく穿たれ、美央は身体を大きくしならせた。

　抱き合いながら余韻ごと彼に身を預ける。ひとつになったまま覆いかぶさる彼も呼吸を整えているようだ。

（幸せ……）

　愛を感じられて、心の底から満たされた気分だ。もしかしたら今夜だけかもしれないだとか、いずれはほかの女性を求めるようになるだとか、そんな切ない考えはもう浮かんでこない。

　しばらくすると、ようやく彼が隣に横たわった。陽根が抜かれた隘路は、快感の余韻と愛された実感に震えている。

　たっぷりと求められて満足した美央は、反転して彼に抱きついた。汗ばんだ胸元の肌に手を這わせると、ぴくっと反応を示した胸筋が動いた。

「美央、お願いがある」

「……？」

　半端に開いた美央の唇を撫でて、上気した頬を包む。

「もっと、朝まで愛しあいたい」

「えっ」

　何気なく視線を下ろせば、達したはずの屹立があった。

「ごめん。今夜は俺のわがままを聞いてほしい」

「っ！」

　気怠さの残る身体に、藤堂がくちづけてくる。シーツを滑るように下りていく彼は、両の内腿にもキスをして、しとどに濡れた蜜壺に舌を這わせた。

「あぁっ！」

　ぐちゅ、と美央から漏れた欲が音を立てて、彼の熱い舌を迎え入れる。愛液ごと遠慮なく吸い上げられて、敏感な身体は大きく跳ねた。

「だめっ……礼人さんっ」

「ん？」

　返事こそしてくれるが一向にやめる気配がない。ジュルジュルと豪快に美央の蜜を吸い、淫窟の浅いところを舐め回す。

　気まぐれに淫粒を舌先で転がされて、甘い痺れに身体を震わせていると、ひくひくと悶える隘路に長い指が挿れられた。真新しい愛液がくちゅりと音を立てて、いやらしく溢れる。

　視線の先には、自分の局部に顔を埋める藤堂の姿がある。淫らな光景に視界まで侵食されて、蜜壺がまた愛液をこぼした。

「かわいい……」

　主張する蕾を舌先でピンと弾くように弄りながら、譫言のように藤堂が想いを呟く。

「や、あっ」

　狭い隘路で器用に動く指が、グチュグチュと愛液を掻き混ぜる。天井の弱点を軽く引っ掻くようにして追い詰められれば、ますます溢れる愛液は一滴残らず藤堂に吸われ、勃った蕾は今にも快楽の花を咲かせようと震え続ける。

「あ、っ……、い、くっ……んんっ！」

　陰部に食らいつく彼の髪に手を伸ばし、美央は再び絶頂の扉を開いた。

　彼は口の周りを愛液でたっぷりと濡らしたまま、ビクビクと戦慄く美央の秘所を、指先で撫でて様子をうかがってくる。

「……もっと、一緒に悦くなろう？」

　両膝が最大限に開かれる。愛しい彼の妖艶さに飲み込まれ、彼の想いのままにひとつになった。

「あああっ──」

　絶頂の余韻に浸る最中の挿入で、美央の身体が再び絶頂へと舵を切る。

　突き上げに合わせて悶えるような嬌声と、二度目の挿入をじっくり味わおうとする彼の荒々しい律動の音が響き渡る。

「本当に、もう……だめ。おかしくなるっ」

　強い快感に瞳を潤ませながら藤堂と見つめ合う。彼は余裕を感じさせる表情で、ゆったりを腰を振った。

「仕事に真剣で誠実なところも、ずっと俺を想ってくれていた一途なところも、俺の手を特別に愛してくれるところも、なにもかも大好きだよ」

「礼人さんっ、好きっ……あっ」

「俺は言葉が足りない時があるから、これからも美央にさみしい思いをさせることがあるかもしれない。でも、美央を想う気持ちに偽りはないよ」

　恋人の時間の藤堂は、時々意地悪で、深く優しく愛してくれる。

　そんな彼とのひとときを忘れずに覚えておきたいのに、今にも気をやってしまいそうな快感に襲われている。

「愛してるよ。美央のすべてが愛しい」

　彼もまた、求める美央の姿を焼き付けようとするかのように、際限なく抽挿を続けながら柔和に微笑む。

　愛執する彼の手で硬くなった乳首を愛でられながら、最奥まで穿たれた美央は激しく絶頂を極めた。
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「やーっぱり！　私の直感は当たるんですからっ」

　三種チーズとかぼちゃのペンネをフォークで刺しながら、恵那は得意顔だ。

「直感？」

「言ったじゃないですか。専務と美央さんが怪しいって。日頃、ふたりのことをどれだけ見てきたと思ってるんですか？　専務が美央さんに向ける目つき、美央さんが意識しちゃう瞬間。もうあれは恋人になるのも時間の問題だと思っていましたよ」

　まるでゴシップ誌のような言い草だ。しかし、時間の問題と言われても、こうなるまでにかれこれ五年以上は経っている。

　十月になり、残暑もようやく落ち着いた頃、やっと恵那に報告する時が来た。報告というより、彼女に隠しきれなくなってしまったのだ。それもこれも、藤堂が社内でも美央を溺愛しようと、隙あらばボディタッチをしたり、ふたりきりになるとキスをしてくるからなのだが。

「いつからなんですか」

　むぅっと唇を突き出し、完全にふくれっ面で答えを待つ恵那だが、そういうところもかわいいと思ってしまう。

「うーん……バレンタイン前、かな」

「え、新年度始まってますけど！　しかももう下半期！　八か月も言ってくれないなんて、美央さん冷たいです……」

「ごめんごめん。ほら、彼の立場上、近しい人にも報告するタイミングっていうのがあってね」

「……だとしても切ないです。せめてこのランチ奢ってください」

「わかった。私の報告会だからね。喜んでご馳走するから、機嫌直してくれる？」

「はい。それから、私の恋愛相談も聞いてください」

　やはり、一時期は都合のいい関係だと誤解していた経緯までは話せなかった。この反応では、悩んでいる時に相談してほしかったと言われかねない。ありがたいことではあるが、藤堂のことも思えば言わなくてもいいかもしれない。

　午後は営業部長に用があるため、下階の営業部フロアを訪れた。すれ違うほとんどの社員が美央を知っていて、お疲れさまですと声を掛けてくれる。

　無事に用を済ませたので、再びエレベーターへ向かう。

「──いや、マジで俺は好かない。この前も上長も通してくれた決裁を突き返してきたんだよなぁ。しかも資料添付しろって。これで三度目だよ？　おかげで毎度プロジェクト開始はギリギリ。こっちも忙しいのに、同じことを何回させるんだよ」

「まあでも、うまくやらないと」

「いいよな、コネかなにか知らんけど、若くして専務になった人はさ。俺らみたいな苦労してなさそうだもんなぁ」

　エレベーターホールから聞こえてくる男性の声に、思わず歩みが止まる。

（今、専務って……）

　人望の厚い藤堂でも、全社員が肯定的というわけではない。派閥こそないものの、仕事の進め方や考え方、とくに昇進などの人事についてはデリケートな問題だ。きっとそれはどの企業も同じで、社内でも藤堂だけが話の標的になるわけでもないだろう。

　だが、謂れのない話や、本人の努力を否定するような話は無視できなかった。

「お疲れさまです」

「あっ、お疲れさまです……」

　まさか専務秘書がやってくるとは思いもしなかったようで、気まずそうにふたりの男性社員は途端に閉口してエレベーターの階数表示板を見上げている。こちらには見向きもしない。

「あの、お忙しいところ恐縮ですが」

　美央の丁寧な口ぶりにふたりがこちらを振り返った。

「藤堂専務は、世間でいうコネやほかの力が働いて、専務の任に就いているのではありません。入社以来、地道に努力を重ね、時にはミスをしても前向きに取り組み、成果が評価された結果です」

　事実をきっぱりと告げれば、柔和で人当たりのいい美央らしくなかったのか、ふたりはなにも言い返せずにいる。

「それからあえて申し添えますが、決裁が差し戻されたのは、スムーズに社長決裁が通るようにという専務のお気遣いでもあり、今後あなたに後輩の指導をする機会が増え、やがて上長となり、決裁権を持った時のことまで考えてのことだと思います。どなたが申請された決裁でも同様に扱われていますし、そこにひいきは微塵もありません。あくまでも社の未来のため、その未来を担う若い社員のためです」

「あのっ、鈴森さん……。申し訳ございません。そこまで考えが及ばず……」

「ご理解いただけたようでしたら、なによりです。ついでにもうひとつ。ほかの業務が多忙なのは存じておりますし、営業部の皆様には日頃から大変なご尽力をいただいてありがたく感じております。ですが、こういった話をここでなさること自体、デリカシーに欠けると思いますがいかがでしょうか。営業をご担当されているのであれば、なおのことご注意ください。社内で反対意見があるのは結構です。それが社をよりよくすることもあるでしょうし、意見に無駄なものはないと専務も仰っています。ただ、人柄を否定したり、好かないからといって個人の感情で悪態をつき、仕事に持ち込む姿勢は改善されたほうがよろしいと思います。専務にご意見があるようでしたら、直接お話しなさってください」

　淡々と話す美央の後ろに視線を向け、男性社員が一層気まずそうにしている。おもむろに美央も振り向くと、偶然居合わせたらしい藤堂が立っていた。

「──お疲れさまです。話しているところ申し訳ないんだけど、鈴森さんを借りてもいいかな」

「は、はい！」

　男性社員がペコペコと頭を下げながら離れていく。

「鈴森さん、急ぎで頼みたいことがあるからいい？」

「はい。承知いたしました」

　エレベーターに乗り込むが、どこから話を聞いていたのか気がかりだ。彼の耳に入れなくてもいい話だし、言わずとも彼だってそういう反応が社内であることくらいわかっているだろう。

（もしかしたら、秘書だからって出しゃばりすぎたかもしれない。個人の感情を含んでしまったのは、私のほうかも……）

　操作盤をぼんやりと見つめながら、美央は思い返す。営業部長からクレームが入ったら、正式に謝りに出向くべきか──。

「俺のことでなにか言われた？」

「……まぁ、そんなところです」

「君は気にしなくていい。役職者になればよくあることだ。彼らはまだ若いし、経験を積めば理解するだろう」

「はい……。でも、少し言いすぎたかもしれません」

「そんなことはないよ。お灸をすえてくれたのが美央でよかった。もし俺が聞いてしまったら、営業部長に指導をしたうえで、正式に特大級の雷を落とすところだ」

　藤堂は優しい口調で穏やかな微笑みを見せるが、逆に恐ろしい。想像するだけで背筋が凍りそうだと、美央は苦笑いした。

　帰宅後、部屋着に着替えるのにチェストを開けると、隠すようにしまっていたセクシーランジェリーが目に留まった。購入してから長らく引き出しの中で存在を潜めていたが、つい先日知った今年の社内ハロウィンイベントの話で、ふと思いついたことがある。

　毎年ハロウィンの時期はイベントを開催しているが、今年は社員が好きに仮装して勤務するのだという。役職者も含め、取引先との予定等に合わせて参加も服装も自由とされており、アパレル企業の本領を発揮して、かなり本格的な衣装を着る社員が多くなりそうだ。となると、密かにランジェリーを着けるのに好都合だとしか思えない。

　普段のデートや旅行のタイミングでは張り切っていると思われかねないので箪笥の肥やしになっていたが、ハロウィンの理由があれば着るくらいはできそうな気がする。

　それに、藤堂はセクシーランジェリーが好きだと聞いてから、結局その期待に応えられずにいるのだから、ここは一肌脱ぐところだ。

「試着は大事だよね。礼人さんからどう見えるのか知っておきたいし」

　今は誰に見られるわけでもないが、気まずさからひとり言が増える。

　服も下着も脱いで、セクシーランジェリーを身に着けた。

「え……透けすぎ……。こんなに？」

　購入したサイトにモデル着用画像はあったが、もはやランジェリーと言えないレベルの透け感に動揺を隠せない。姿見に映る自分の姿に恥じらい、直視できないほどだ。

　なんとなく胸元を隠し、反転して後ろ姿を確認する。シースルー生地のベビードールは、胸の谷間の三連パールの飾りが洒落ているが、乳暈がようやく隠れる程度のパッドしかない。セットのＴバックショーツも透けているうえ布地が少なく、後ろは細紐が臀部の割れ目に食い込んでいる。

（いくらなんでも、礼人さん引いちゃうかな……）

　やはり、最初に買うつもりだった控えめなほうを追加購入するべきだろうか。だが、彼が喜んでくれるかもわからないうちから二着も買ったら無駄遣いだ。そもそも、当日であろうとなかろうと、タイミングよく藤堂がこの姿を見るかどうかはわからないのだから。
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　美央との交際は、食い違いこそあったが早くも八か月を迎える。

　日頃多忙で仕事漬けの藤堂も、五月の大型連休は美央とのデートを満喫し、夏期休暇は北海道へ一週間の旅行に出た。旅行三日目はあいにく天気に恵まれず、ホテルでのんびり過ごすことになった。しかし、朝から晩まで事あるごとにキスを交わして求め合い、さらには暴走した藤堂が入浴中までセックスに興じたせいで、翌日は美央の腰が立たなくなり、膨れられてしまった。とはいえ、それも今となっては甘い思い出になっている。

「専務、本日の業務は以上でございます」

「もっと予定を詰められたな……」

「たまには平日でもごゆっくり過ごされてはいかがでしょうか」

　美央の優しい心遣いを素直に受け取る。

「わかった。そうするよ」

　下半期を迎えてスケジュールが過密でも、プライベートの充実が仕事にもたらす好影響は明らかだ。しかし、会社では秘書として接してくれる彼女が、恭しく一礼をしてから役員室を出ていく姿に、内心ため息をついた。今月末に予定されている社内イベントのことだ。

（正直、美央の仮装は見たい。どんな格好でもかわいいに決まってるし、日頃真面目な姿とは違う、意外な一面を見れるのは楽しみだ。でも、社員だろうと客先だろうと、俺以外の男には仮装した彼女を見せたくないんだよなぁ。とはいえ、仕事後にプライベートでハロウィンは気が進まないし……）

  私的にハロウィンをするなら、外食くらいがちょうどいい。一日限りで仮装した街中の様子を楽しむほうが性に合っている。

　悶々と悩みながら、藤堂は残務をこなした。
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　──迎えた十月三十一日。ハロウィン当日の社内はテーマパークのようだ。

　カチューシャやハロウィンカラーの小物のみという控えめな社員もいるが、カボチャの着ぐるみや魔女、お化け、ナース、見るに堪えうるオフィス向けゾンビなど、仮装を楽しむ社員が多く、実ににぎやかである。会議室を覗けば、アメコミヒーローに扮した課長とゾンビ部下二名、メイド服の女性社員が真剣な顔で話し合い、エレベーターからは人体模型柄の全身タイツの社員が降りてきた。市販の衣装を着ている者もいれば、自作の本格的な衣装を用意した者もいて、見ていて飽きることはない。

　藤堂はというと、イベントには不参加を決めたらしい。基本的にイベントには参加しないのが彼のスタンスだ。今日もいつもと変わらぬスーツ姿だが、これはこれで眼福である。美央もスーツを着てきたが、密かに身に着けたランジェリーが心許ない。

（すごく悪いことをしてる気分……）

　落ち着かないが、仕事に集中すればそのうち忘れるだろう。デスクで予定通り業務をこなしていると、恵那がやってきた。恵那はハロウィンモチーフのピアスとブレスレットを着けている。

「美央さん、イベント参加しないんですか」

「うん。専務もそのつもりみたいだから合わせたほうがいいかと思って」

　とはいえ、スーツの下は透け透けのランジェリーなのだが。

「……もしかして、夜は専務とデートですか？」

　声を潜めて訊かれたものの、美央は恵那にかぶりを振り、その予定はないと答えた。突発的な外出も入り、さらに来客も多いので、美央も残業を覚悟しているくらいだ。

　この多忙な予定では、やはり彼にお披露目する機会はなさそうだ。

　十八時前にようやく外出と来客を済ませると、さすがに疲れた様子で藤堂がデスクチェアに大きく背を預けた。

「お疲れさまでした」

「今日もいろいろとサポートありがとう。おかげで予定通りだ。少し休んだら、残りの業務を済ませるけど、君も無理のない範囲で」

「お気遣いありがとうございます」

　コーヒーを淹れて彼のデスクに置くと、お礼とともに微笑んでくれた。

（礼人さんの微笑みを見れただけで、私の疲れは吹き飛びます……！　よーし、私も残務を片付けるとするか）

　自席に戻り、パソコンに向かう。領収書処理や広報から依頼された誌面のチェック、スケジュールの確認、身の回りの整理整頓。先輩秘書に頼まれていた資料の共同作成も進め、時計を見ると二十一時頃を指していた。

（礼人さん、まだかかるのかな）

　役員室のドアをノックすると、返事があった。

「失礼いたします。専務、本日の業務ですが……」

「あぁ、俺も一件メールを返したら終わるところ。一緒に帰る？」

「はい」

　社内に残っている者はほとんどいないだろう。途中で警備員が巡回してきたし、フロアは静まり返っていて、おそらくこの階ではふたりが最後のようだ。

　再びキーボードを彼の美しい指が舞う。誰もいないのならと、美央は背後に立った。肩に手を置き、そっと揉み始める。

「あぁ……いい感じ。あ、ぅあ、そこ……あぁ」

　悶えるような藤堂の艶っぽい声色に、密かに背後でときめいてしまう。三分ほど経ったところで、彼の手が重なった。

「ありがとう。もうだいぶ楽になったよ。疲れているのに悪いね」

「お役に立ててなによりです」

「美央、いつも気を使ってくれて本当にありがとう。感謝してる」

　触れられていた手がきゅっと軽く繋がれた。そのまま彼は両手で揉み、指を絡めて握ったり、手の甲や指先まで念入りにマッサージをしてくれる。

「ん、っ……」

　思わず漏れた快感の兆しを掻き消すように、美央は視線を逃がす。すると、彼は意地悪な笑みを浮かべた。

「念のため邪魔が入らないようにしておこう」

　彼が役員室のドアをリモコンで自動施錠する。ふたりきりの空間に、藤堂が醸す色気が次第に広がっていく。

　マッサージをされていた手の甲に、彼の唇が触れた。音もなくしっとりとしたくちづけに、今夜もキュンと胸が高鳴る。

　そして、情欲の灯がちらつく彼の瞳に吸い込まれるように、美央から唇を重ねた。一度触れたら離れられない感触が吐息を色づける。

「ん、ふっ……」

　いつの間にか背中に回された彼の手が、誘うように撫でてくる。

　徐に立ち上がった藤堂は美央を軽々と持ち上げ、デスクの端に座らせた。

「このほうがキスしやすいだろ？」

「……でも、会社でこれ以上は」

「俺も、これ以上はよろしくないことくらいわかってる。だけど、気になることがある」

　わずかに目を細め、藤堂は背筋を伝うように指を下ろす。肩甲骨のあたりから肩を撫でる手つきは、なにかを探しているようにも感じられる。その間もじっと見つめられ、美央はたじろいだ。

　今夜に限って、例のランジェリーだ。彼にお披露目することはないと思っていたのに。

「何度触ってもホックの感触がないんだけど、ブラ着けてないの？」

「っ！」

「これ以上はって、どの口が言う？」

　藤堂を喜ばせるために買ったランジェリーだが、自宅で試着した時の光景が浮かんで、ますます頬が赤らんだ。

（やっぱり礼人さんに見られるわけには……）

　明日からどんな顔をして働けばいいのだろう。業務中にも今夜の恥ずかしい記憶がよぎるに違いない。やはりハロウィンだからといって、こんなものを着けなければよかったのだ。

「ひゃぁ……っ」

　背中側のブラウスの裾が引き抜かれ、彼の手がじかに肌に触れた。それだけで思わず上ずった声を出してしまい、美央は口元を抑える。

「声は控えめに」

「んっ……は、んっ」

　封じるようなキスの心地よさに体勢を崩し、デスクに後ろ手を突く。すると、彼はブラウスのボタンを手早く外してしまった。

　とうとう露にされた秘密を前に、美央は息をのみ、ギュッと目を瞑る。

（どうか引かれませんように……）

　なぜこんな格好をしているのかと驚かれるのは想定内だ。だが、彼の期待に応えたかっただけなのに空回りはしたくない。

（やっぱりやめておけばよかった……。私、なにを考えていたの……）

　恋人がこんな格好をスーツの下に忍ばせて勤務しているなんて、社会人として、いや人としていかがなものだろう。いくら気の迷いだと言っても、許されないかもしれない。だから、彼もなにも言ってくれないのでは──。

「……どういうことだ」

　至極冷静な声色に、ドクンと鼓動が不吉な音を立てる。真面目と評価していた秘書が、こんなことをするなんてと失望させたのだろう。言い訳を並べるだけになるかもしれないが、それでも謝らなくては。美央はゆっくり顔を上げる。

「来客も外出もあったのに、これで一日働いていたのか？」

　藤堂は美しい手で口元を覆い、信じがたい様子で美央のランジェリー姿を凝視していた。しかし、その表情は怒りというより興奮が見て取れる。

「……だめだよ、美央」

「申し訳ございません。こういった下着がお好きだと、以前お話されていたので……」

「だからって、こんな」

「ハロウィンに便乗でもしないと、着用する勇気が出ず……」

　すると、藤堂は舌舐めずりをした。

「最高だ。毎日着てほしいくらいだよ」

　艶のある卑猥を含んだ声色で呟かれ、美央は思わず訊き返そうとするが、無数のキスの雨が降ってきた。

「んっ……」

　予想外の反応に美央が驚く間もなく、スーツを剥ぐように脱がされ、いつも彼が座るハイバックチェアの背もたれに、次々と抜け殻が掛けられていく。

　セクシーランジェリーにガーター風ストッキングという、この場にふさわしくない格好にさせられた美央は、もじもじと膝を擦り合わせ、交差させた腕で身体を隠す。

「俺の好みに合わせようとするなんて、本当に美央はかわいいよ」

　彼の恍惚とした視線で肌まで焼き尽くされて、自然と体温が上がってくる。

「っ……あ」

　藤堂の指先が胸の形をたしかめるように円を描く。申し訳程度に付いているパッドの中では、乳首がすでに主張を始めた。

「でも、こんな下着を忍ばせて働くなんて、悪い秘書だ」

「ごめんなさ……ぁ、んっ」

　ぐっと腰を引き寄せられ、触れただけの甘いくちづけに彼の興奮を感じた。唇が熱い。

「俺は、美央以上にだめな専務になりそうだが」

　下階にはまだ残業中の社員もいるだろうに、役員室で密かに逢瀬に興じているなんて、本当にだめな秘書と専務だ。しかし、煽られる背徳感まで共有していることに興奮が抑えられそうにない。

（礼人さんとなら、どこまでも堕ちたっていい……）

　彼といられるだけで幸せだ。彼が望むなら卑猥なランジェリーだって着るし、気をやるほどに愛されても構わない。藤堂に求められていたいのだ。

「礼人さん……もっとしてほしいです」

　唇を擦り付けるようにして焦らされては、もう我慢できなかった。

　ねだられた藤堂の瞳も、すでに淫欲が灯ったように熱い。ネクタイを解き、ベストとＹシャツをはだけさせ、スラックスのベルトに手をかけたところで彼の動きが止まった。

「脱がして？」

「……っ、はい」

　スラックスを押し上げる雄々しく張り詰めたものに目が奪われる。

（礼人さんもこんなに……）

　自分の淫らな姿を見て、知らぬ間に反応してくれていたなんてと、子宮がキュンと疼いた。デスクから下りてその場にしゃがんでベルトを外す。スラックスの前を寛げる間も、頭上からは彼の熱い息遣いが聞こえてくる。

　しかし、布一枚隔てた怒張の存在に美央の理性が働いた。

「あの、やっぱり……」

　躊躇いがちに見上げれば、藤堂が自らボクサーパンツのウエストに指をかけ、屹立をあらわにした。

　途端に隘路からいやらしいものが溢れてくる。幾度も穿たれて、与えられた絶頂の記憶はしっかりと身体が覚えているのだ。

「こんなにセクシーで綺麗に着飾ってくれた恋人を、抱かずにいられるようなできた男じゃないんだ。後ろ向いて」

　立ち上がって言われた通りに彼に背を向ける。ガラス窓には破廉恥な姿の自分と、背後に立つ彼の姿が映る。その先にある高層ビルだらけの見慣れた景色になんとなく視線を感じ、美央は思わず膝を固く閉じた。

　もしかしたら一部始終を見ている人がいるかもしれない。だが、一番近いビルでも数十メートルは離れている。常に冷静な藤堂のことだ。こういう時でも状況把握は怠らないはず。

　それに、スリルが興奮に姿を変えて、美央の理性さえも奪っていった。

「窓に映ると、余計にいやらしいな」

　藤堂の声におもむろに振り向くと、荒々しく唇が塞がれた。

「は……っ、美央」

　彼も荒々しいくちづけに息が乱れていて、合間に美央の名を呼んでは舌で咥内を弄ってくる。デスクに手を突くと、細紐のようなショーツをずらされ、屹立が忍び込んできた。

「っ、あっ、あ……」

　自分の卑猥な格好と彼の反応に、すっかり泥濘と化していた蜜口が先端で嬲られる。

　役員室に似つかわしくない粘着質な水音が美央の興奮をさらに煽り、藤堂の熱を求めて隘路が収縮する。

「もう俺のを飲み込みそうだ」

「っ……あ、ふっ……ああっ」

　いたずらに雄根の頭が埋められて、蜜口から愛液がとろりと溢れた。

　早く欲しいのに、挿れてくれそうにない。それどころかベビードールの胸元をまさぐる美しい指で、ツンと勃った乳首が転がされる。

　三連のパールの飾りを揺らしながら、快感に腰を突き出してヒールの脚を小刻みに震わせれば、愛でられたがりの蕾が雄根の張り出しで擦り上げられた。

「──んぅぅっ！」

　甘声を押し殺し、淡い快感に耐えるも、彼の興奮はとどまることを知らない。

　いきなり挿入せず慣らしてくれるのは彼の優しさだろう。だが、美央はすでに限界を感じていた。

　彼好みのランジェリーを着け、よりによって役員室で事に及んでいる現実が、美央の身体をいつも以上にいやらしくさせる。

「俺も美央もどうかしてるよな」

　視線を落とせば、陰部を行き来する彼の屹立が生々しく律動し、大理石の床を濡らす愛液が滴っている。

「いつも真面目な美央が、こんな格好でここをぐちょぐちょにして……。俺もこんなになってさ」

　吐息混じりの彼の声が耳にかかるだけで、敏感すぎるほどに隘路がきつく締まった。

　──もう焦らさずに、奥まで突き上げられたい。

　望みを告げようとしたら、ベビードールの前がたくし上げられ、淫らに揺れる双丘が丸出しになった。藤堂の美しい手に鷲掴みにされ、乳首は指先で弄られ、下腹では雄根が蜜を纏って快感へと導こうとする。

「やっ、もうっ、だめ……っ！」

　声を抑えることもできず、容易に達した美央の陰部から滴るものが糸を引いて垂れていく。自分の身体の卑猥な反応に、美央は膝から頽れそうになり、デスクに突っ伏した。

　自分だけ快感の波に攫われるなんてさみしい。こんな夜こそ藤堂と一緒に果てたいし、彼の気が済むまでひとつになっていたい。

　甘えるように彼を見上げれば、察した様子で藤堂が見つめ返してくる。獰猛な雄根の興奮と比例するような目つきは、美央がゾクッとさせられる妖艶を漂わせている。

　美央は反転して彼と向き合い、乱れた服装がやたら色っぽい体躯に抱きついた。

「欲しいっ……もう、おかしくなりそう」

「俺はとっくにおかしくなってるよ。美央が欲しくて止められない」

「っ、ああっ!!　……んぅぅっ、はぁっ、あっ」

　片脚が抱え上げられ、生身の雄が最奥まで一気に突き上げてきた。猛烈な快感で抑えきれない嬌声は、呼吸まで食べ尽くすようなキスに封じられた。

　溢れ続ける愛液の粘着音、キスを交わす吐息。胸元のパールがしゃらしゃらと音を立て、律動の激しさを刻む。

　汗のにじんだ彼の首筋にキスをして、思う存分匂いを嗅ぎ、自ら快楽のるつぼに堕ちていく。

「あっ、ん」

　いたずらに胸の飾りを摘ままれれば、簡単に喘いでしまうと言うのに、彼は手を止めない。

　そのうちにデスクにそのまま押し倒された。

　引き出しを開け、藤堂が避妊具を着けている。まさかそんなところに隠しているとは思わなかった。

「どうして持ってるのって顔」

　柔和な顔つきで彼が言う。避妊具を着けながら流し目で一瞥されるだけで、ドキッとさせられてしまった。

「だって、仕事で使うこともないのに」

「美央と付き合うようになってから、一応置いてたんだ。泊まりがけの出張が急に入ることもあるし、愛しあうチャンスがあればと思って。でも、まさか使う日が来るなんて、俺のほうが驚いてるよ」

　熱杭を秘所に擦り付け、愛液を潤滑油にして挿入を試みるが、あまりにも濡れているせいで、滑ってしまってなかなか挿らない。そのぶん淫粒や蜜口が強く擦られてたまらない。

「んああっ！」

「かわいい声は俺だけに聞かせて」

「っ……んんぅ……」

　素直に嬌声をなるべく抑えようと口を手で覆うが、どうしても喘いでしまう。彼に触れられるすべてが悦くて、いつでも絶頂の扉を開けられそうだ。

「あ、やぁっ！」

　雄根が再び挿入できるように、彼の指が縦横無尽に隘路を駆け回る。肉襞を激しく擦られ、確実に弱点を嬲ってくるせいで、収縮する隘路からは愛蜜が湧き出る。すぐに藤堂を受け入れる身体に仕立てられ、再び容赦なく突き上げられた。

　激しい抽挿にパソコンのモニターが揺れ、デスクがいびつな音を鳴らす。

「美央のナカで溶けそうだよ」

　苦悶に満ちた淫らな甘い表情で見下ろす彼が、啄むようなキスをして様子をうかがってくる。

　美央は喘ぎながらもそっと彼の手を取り、頬ずりをする。

（礼人さん……大好き。こんな美しい手に乱されるなら、このまま壊れてしまいたい）

　手のひらにキスをして彼を見つめて許しを請う。返された微笑みに、美央は思いのままに藤堂の指を含んだ。

　小指から順に親指まで丁寧に愛でてから、甲にも舌を這わせる。

　最奥への律動を止めない藤堂も、かなり息が上がってきたようだ。興奮に染まった熱い息遣いが、美央の身体にかかる。

「美央……最高だ」

　美央は彼の手を愛でながら、やがて快楽の頂へと昇りつめた。







５ 永遠








　今にも達しそうなのに、瀬戸際でお預けにされる。この数分ずっと繰り返されて、美央は潤んだ瞳で訴えているが叶わない。

　年末年始に入ってからというもの、ふたりはずっと一緒に過ごしているが、一月二日を迎えたばかりの今夜は挿入から長らく寸止めが続いて、隘路はとうに溶け切っている。彼の熱杭を締め付ける媚肉も、膨らんだ淫粒や双丘の頂までもが、絶頂の時を待っているかのよう。

「っ、……はぁっ」

　覆いかぶさりながらひとつになる藤堂の吐息が、耳元を掠める。

　そのたびに美央も肌を粟立たせながら淡い快感に浸り、隘路から蜜が零れゆく。

「あ、やとさ……んっ」

「いきそう？　でも、まだだめだよ」

「どうしてっ……っあぁ」

　達しそうだとわかっていながら、藤堂はねっとりとした腰使いで穿ってくる。

　蜜口まで引き抜いた生身の雄根で、無情なまでにじっくりと嬲りながら最奥を突き上げられ、美央は譫言のように喘ぐ。再び肉襞を擽るように引き抜くと、藤堂の美しい指先で蜜をまぶされた淫粒が捏ねられた。

「俺を欲しがる美央をたくさん見ていたい気分だから」

「そんなっ、あぁっ！」

　乳房の飾りにも吸いつかれ、咥内で丹念にしごき舐め転がされる。美央の弱いところばかりを愛でては、またしても絶頂の直前で突き放された。

　膣内を満たしていた雄根も抜かれ、淫粒を捏ねていた指先も離れていく。繋がりが解かれると、切なくてたまらない。

「こんなに濡らすほど悦かった？」

　隘路の奥に溜まっていた愛液が、すっかり拡げられた蜜口から垂れる様子を藤堂が眺めている。交際を始めてしばらく経つが、未だに彼の瞳に陰部が晒されるのは恥ずかしい。それとなく両膝を閉じてみる。

「美央？　ちゃんと見せて」

「……や、です」

「そう。わかったよ。今夜は終わりにしようか。先にシャワー浴びるから、美央もあとでおいで」

「えっ!?」

　ベッドから出ていこうとする彼の背を視線で追う。こんな半端な状態で強制終了を告げられたことはなかったので、戸惑いが隠せない。

（感じてるところが見たいって言ったのに隠したから？　でも、あんなにじっくり見られたら恥ずかしいし……）

　ベッドの端に座って、床に落としたボクサーパンツを拾う彼の背に抱きついた。

「礼人さん、怒った？」

「全然怒ってないよ。少しさみしいだけ」

「さみしい？」

「お互いに求めあって、欲を満たして、すべてを見せて愛したいから。でも、美央が嫌がることはしたくないから、気にしなくていいよ」

　嫌ではなかった。彼の妖艶な瞳に映る恥ずかしさに耐えられなかっただけだ。

　きっとそれなら彼だってわかるだろうけど、なんとなく美央が嫌がっていると感じ取ったのかもしれない。

　それならばと、美央は彼の胸元に回していた手を下ろし、天を向いた剛直をそっと撫でた。

「っ！　美央？」

「礼人さんが私の身体を見たいなら、私も礼人さんをたくさん愛してあげたいです。いつも遠慮してさせてくれないけど」

　陰茎の裏側を指先で撫でると、鈴口から溢れるものがある。それを指先で掬い取り、彼のものに撫で付け、潤滑油にした。

「あ……ぅっ、はぁっ」

　彼の息遣いや表情が色気に支配されていく。

「どうですか？」

「悦すぎるよ……頼む、止めて」

「嫌です」

　ますます膨張して硬くなった手中のものを、優しく丁寧にしごき上げれば、本能を擽られるような甘ったるい喘ぎが彼の口から漏れた。

　秒を追うごとに荒くなる息遣いが愛しい。逞しい身体が快感に震えている。藤堂も悦楽の淵に立ち、迫りくる波に身を委ねるかどうか考えているのかもしれない。次々に溢れくるいやらしい粘り気に、美央の隘路もうずうずしてくる。

　だが、美央は前触れなく手を止め、脈打つものを解放した。

「あっ……はぁっ……」

　肩で息をする彼が、切なそうな表情で振り向いた。

「俺を懲らしめたかった？」

「そうじゃないの。礼人さんにもたくさん悦くなってほしい。私だって礼人さんが感じてる姿を見たいんです」

　おもむろにベッドを下り、彼の前で膝立ちになる。再び剛直をそっと握り、唇を寄せていく。

「っ、だめだよ。それはさせない」

　美央の口元を大きな手のひらが遮った。そのまま顎先を持ち上げられて、舞い落ちるようなキスを受け入れる。支えられながら立ち上がると、彼の膝に乗せられてしまった。

「ん……」

　臍のあたりに当たる剛直の存在に、愛液が隘路を伝っていく。

「俺を感じさせたい？」

「ん……っ」

　キスをしながら返事をすると、彼の瞳が優しく細められた。

「じゃあ、美央が続きをして」

　返事の合間も唇が奪われ、舌が絡む。新年の冷たい夜の窓が、ふたりの熱気で次第に曇りゆく中、ベッドに横たわる藤堂の上に跨った。

　自ら彼の剛直を蜜口にあてがい、少しずつ腰を沈めていく。

「っ……！」

　徐々に満たされていく隘路が、きつく締め付けながら引き込む。その質量には未だに慣れず、毎回初めてひとつになったときのような圧迫感で、息をすることすら忘れてしまいそうだ。

　大半を飲み込んだところで、美央はゆっくりと腰を振った。

「っ、あ……んっ、あ」

　律動はぎこちないが、伸ばした両手を彼と繋いで懸命に動く。

　言葉で確認せずとも、快感に浸るような藤堂の表情がたまらない。蕩けたような瞳と半開きの唇が妖艶で、真っ白な歯の間から覗く舌が果実のようだ。

　甘く繋がれた手にキスをすれば、中指と人差し指が咥内に挿し込まれた。舌を嬲られながら、美しいその指を夢中で頬張る。

「ちゃんと動いて、俺を悦くして」

「んっ、んぅっ、あっ」

　手を愛でることに集中して、おざなりになっていた律動を再開する。

「気持ちいいの？」

「いいっ、礼人さんっ、あぁっ」

「でも、まだ全部入ってないんだけど？」

「ああっ!!」

　突き上げてくる藤堂の律動で、踊るように身体を揺らす。

　子宮口のあたりを嬲る容赦ない抽挿で、愛液と快液が混ざって零れてゆく。

「遠慮しないで、自分の好きなところまで俺を求めていいのに。……ここでしょ？　美央の好きなところ。奥の、そのもっと奥」

「やっ、だめぇっ！」

「いっていいよ」

「あ、あ、っああっ──」

　長らくお預けにされていた快感の大波が、一気に理性までさらっていく。

　両手を繋いで深い律動に身を任せれば、すぐに彼のなすがままにされる。それが一番いい。恋人だと感じられる行為に溺れていたい。

「あぁ……一生美央を抱いていたい」

　倒れ込んだ美央を抱きしめながら、彼が欲のままに律動する。

　密着した体位では逃げ場がなく、吐息までも耳元にかかってたまらない。すべてで愛しあいたいと言った通りに、生身の雄根が隘路を蹂躙する。

　ふと、この休暇の間の出来事を思い出した。

　美央の実家に行って挨拶をしたいと言われ、未来ある交際をしていると話してくれたこと。

　まだプロポーズをされたわけでもないのに、いつの間にかカタログを取り寄せていた母につきあって、一緒にドレスを見てくれたこと。

　その夜もこうして求められ、ドレス姿を想像した彼に激しくされたこと。

　美しい手を好きに愛で、舐めしゃぶって絶頂を迎えたこと。

　幸せすぎて怖くなる。いつかまた彼をひとりよがりに想い続ける日が来るのではと、幸せが大きいばかりに考えてしまう。

「……もっとして？　なにもかも、礼人さんで染まりたいの」

　今ある想いをすべて言葉にすると、藤堂はさらに律動を加速させる。

「今夜はこのまま奥に出させて。いい？」

　藤堂の欲を受け止めるべく、美央は微笑みとともに頷いてみせた。

「礼人さん、愛してます」

　彼の左薬指にキスを落とすと、最奥に熱い飛沫が放たれた。




　──凍てつくような寒さの二月。年度末のブランド会議が終わった。

　次年度新規プロジェクトとして始まるブランドの関係者も大会議室に一堂に会していたのだが、予定の三時間を超えて終わったこともあり、次々に出席者が社を後にしていく。

「お疲れ。あとで会議の共有事項をまとめて、関係部署に回覧しておいて」

「承知いたしました」

　藤堂からタブレットを預かり、一緒に会議室を出る。途中で社長に呼び止められた彼を置いて、美央は先に秘書室へと向かった。

　ふたりの関係は、すぐに社内に広まった。正月、神社で初詣の列に並んでいたところを数名の社員に見られていたらしい。年明けの出社早々、話題の中心になってしまったが、ふたりは淡々と過ごしてきた。

　今日も周囲の好奇の目を気にすることなく業務を全うし、互いを見つめる瞳には交際前と変わらない尊敬が見て取れた。

「お疲れさまでした」

「あ、恵那ちゃんもお疲れさま。結構長かったね」

「そうですね。でも充実した内容でした」

　先に自席に戻ったらしい恵那と廊下ですれ違った美央は、彼女に頷いて同意する。

　数名の女性社員や同期からは、興味本位で藤堂とのことを聞かれたが、恵那は変わらぬ態度でいてくれるのでありがたい。

「三杉さん、お疲れさま。これからランチ？」

　少し遅れてやってきた藤堂が、美央の隣に立つ。

「専務、長丁場の会議、お疲れさまでした。これからランチをお先にいただこうと思うのですが、ご用件がありましたら仰ってください」

　恵那の返事を待って、藤堂が胸元からカードを出した。

「美央、ふたりでランチに行って好きなものを食べておいで。スケジュールもあるだろうけど、たまにはゆっくりしてくるといい」

「ありがとうございます。お言葉に甘えさせていただきます」

　素直にそれを受け取った美央の頭に、ポンと大きな手が置かれた。不意を突かれて赤面するも、恵那の視線が痛い。

　すぐに会議の荷物を簡単に整理して、恵那と連れ立って秘書室を出る。

「バレンタインだからって、社内でいちゃつかないでもらえますか？　美央さん、彼氏の教育がなってないです」

「ごめんね。あとで言っておきます……」

「それと、専務の視線が好き好きーって感情抑えきれていないんで、それも改善してもらえるように話してくださいね」

「はい」

　恵那はそう言いつつも、なんだかんだ嬉しそうだ。長年の片想いを実らせた美央の幸せそうな姿が、なによりも嬉しいのだと話してくれていた。

　とはいえ、やはり藤堂にはもう少し抑えてもらう必要がありそうだ。

　近場のカジュアルフレンチでランチをする間、恵那からは恋愛相談を受けた。彼女が幸せになる日は、そう遠くない気もする。




　──夕方、役員室のドアをノックした。

「そろそろ外出のお時間です」

「もうそんな時間か。まいったな、まだ身支度が」

　今日も変わらず多忙な専務は、慌ただしく席を立つ。部屋の傍らにあるクロゼットからスーツジャケットを出して羽織った。

「ネクタイ、曲がってます」

「気づいてくれて助かるよ。ありがとう」

　美央は彼の前に立ち、結び目を丁寧に直して締め直した。

　ふと視線を感じて見上げれば、長身から降るようなキスがおでこにひとつ。

「だめです、仕事中なんですから」

「はいはい」

　昼間、恵那に注意されたばかりだ。今後は公私混同しないようにと、きちんと話さなくては。

「美央、今夜は予定空けておいて」

「会食が入りましたか？　直帰すると前々からお話されていましたよね？」

「そのつもりだよ。美央とゆっくり過ごしたいと思ってる」

　禁じても触れてくる彼の美しい手に、幾度目かの恋をする。頬をそっと包まれて見つめ合えば、時が止まったように感じられた。

「俺はこれから何度、美央に恋をするんだろうな」

　彼の慈しむようなまなざしは、深い愛情そのものだ。

「礼人さん……」

　愛しさのあまり彼の名を呼べば、甘く蕩けた微笑みが返される。同じように彼の頬にそっと触れようとしたら、優しくも強引に引き寄せられた。スーツ越しの胸元に抱き留められ、ほのかに感じる藤堂の匂いに鼓動が擽られるようだ。

「君に恋をした時から、心は決まっていたんだ」

「……私も」

「ん？」

「今もこれからも、礼人さんに永遠に恋をしています」

　美央は澄み切った瞳に彼を映した。

　叶わぬ恋でもいいと、片想いを続けていた日々が懐かしい。出会った頃から恋焦がれていた彼と、想い合う日が来るなんて想像もできなかった。

　美央が求めるよりも上回る愛情で心の奥まで満たされるようになった今、公私ともに彼に尽くせることが、なによりも幸せだ。

　そして、これからも毎日のように、藤堂に身も心も奪われるのだろう。

「美央、結婚しよう。これからもずっと愛させて」

「はい。よろしくお願いします」

　美央の目元を拭う彼の指に、喜びの涙が伝っていく。

　永遠の始まりを約束するくちづけを交わしてから、身支度を整えた二人は揃って役員室をあとにした。
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　このたびは「一夜限りのつもりが、極上専務に淫らな本能剥き出しで捕らわれました」をお読みくださいまして、ありがとうございました。

　今作をどのようなお話にするか考える中、すぐに浮かんだのが、偏愛描写をアクセントにした作品でした。とはいえ、最後まで書き進められるか不安だったのを思い出します。

　本作の主人公である美央は、手への偏愛を自覚し、それを秘密にしている女性です。皆さんも、密かな楽しみや想いなどがあるでしょうか。私は性別問わず、手や文字、所作の美しさに惹かれることがあるので、美央についてはそれをより極端かつ限定的に描いてみました。

　美央は、藤堂への恋と憧憬、世界一と称賛する彼の手への想いを糧に、日々の大変な仕事も難なくこなし、最良の秘書でいようとします。ひとりよがりともいえる長すぎる片想いでしたが、その恋心によって日常が彩られていただけに、藤堂から「都合のいい恋人」を望まれた際は、非常に落胆しつつも、彼のためにと心を決めました。

　ヒーローである藤堂も長らく片想いをしていましたが、彼は恋の片鱗さえ伺わせることもなく、淡々と日々を送ってきました。ところが予期せぬタイミングで美央から想いを打ち明けられ、彼なりに返事をしたのですが……。うまく伝わらないもどかしさから、友人に相談するほど悩む彼は、少しかわいいなと思っています。

　日頃から互いをよく知る関係だけに、なかなか踏み出せないままボタンを掛け違えてしまう経験は、読者様のなかにも経験された方がいらっしゃるかもしれませんね。

　メインとなる愛を交わすシーンは、楽しんでいただけたでしょうか。

　序盤はすれちがいながらも求めあい、互いに長らく秘めていた思いのたけをぶつけるような描写にしました。想いを通わせてからは濃厚で、互いの欲を満たそうとする非日常的な行為も、良いアクセントになっていることと思います。作中を通じて散りばめた美央の手フェチと藤堂のサディスティックな魅力が、読者様のドキドキを引き出せていたらうれしいです。




　最後になりましたが、編集のＳ様、美央のランジェリー姿が目を引く、色気漂うイラストを描いてくださいました園その見み亜あ季き先生にも、この場をお借りして御礼申し上げます。

　そして、本作を通じて貴重なお時間を共有くださいました読者様。改めて心より御礼申し上げます。またお会いできる機会がありますように。
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